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編
者
前
書
き

　

令
和
元
年
に
中
津
市
歴
史
博
物
館
が
開
館
し
、
注
目
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
継
続
的
に
追
究
し
て
き
た
大
江
家
、
横
井
家
の
史
料
を
中
心
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

大
島
は
、
新
た
に
発
見
し
た
「
黴
瘡
新
書
」
写
本
を
題
材
に
、
大
江
家
の
医
学
・
医
療
が
他
領
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
事
例
研
究
を

行
い
ま
し
た
。

　

吉
田
は
、
医
家
で
あ
っ
た
横
井
家
史
料
の
う
ち
三
編
の
日
記
を
素
材
と
し
て
検
証
し
、
特
に
横
井
古
城
の
周
辺
に
関
す
る
事
績
に
着
目
し
ま
し
た
。

　

曽
我
と
髙
倉
は
、
中
津
城
下
町
の
記
録
「
惣
町
大
帳
」
の
記
述
を
元
に
、
古
表
神
社
の
傀
儡
子
を
事
例
と
し
て
江
戸
後
期
の
中
津
城
下
に
お
け
る
伝
染
病

流
行
に
関
す
る
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

鷲
﨑
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
耶
馬
溪
風
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
貝
原
益
軒
の
紀
行
文
「
豊
国
紀
行
」
写
本
を
資
料
と
し
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た
賀
来
元

龍
の
後
序
に
つ
い
て
追
求
し
ま
し
た
。

　

中
村
は
、
「
惣
町
大
帳
」
に
基
づ
い
て
中
津
の
薬
種
商
と
富
山
の
売
薬
商
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
天
然
痘
な
ど
伝
染
病
に
関
す
る
一
連
の
研
究
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
回
も
中
津
の
歴
史
の
奥
深
さ
や
内
容
の
豊
富
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
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【
凡
例
】

一
、
底
本
は
「
黴
瘡
新
書
」
（
熊
本
県
立
大
学
歴
史
学
研
究
室
蔵
）
、「
文
久
癸
亥
暮
春
乾
々
録
」
、「
甲
子
古
城
乾
々
録
」
、「
乾
々
録
甲
子
仲
秋
」
、「
惣
町
大
帳
」

（
四
点
と
も
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）
、
「
神
尾
家
系
図
」
、
「
豊
国
紀
行
」
（
耶
馬
渓
風
物
館
蔵
）
を
使
用
し
た
。

一
、
原
文
の
欠
字
・
改
行
・
平
出
・
削
除
線
そ
の
他
体
裁
は
総
じ
て
底
本
の
表
記
を
反
映
す
る
よ
う
に
記
し
た
。

一
、
異
体
字
・
略
字
な
ど
は
通
用
す
る
字
句
に
改
め
た
。

一
、
見
せ
ケ
チ
や
削
除
線
は
二
重
線
で
、
修
正
前
の
文
字
が
判
読
で
き
な
い
ほ
ど
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
箇
所
は
■
、
虫
損
・
破
損
等
で
判
読
不
能
な
箇
所
は

□
ま
た
は
［　
　
　

］
に
て
示
し
た
。
ま
た
割
注
は
隅
付
き
括
弧
で
、
修
正
が
あ
る
場
合
は
丸
括
弧
で
補
足
し
た
。

一
、
「
黴
瘡
新
書
」
「
惣
町
大
帳
」
に
お
い
て
、
底
本
で
朱
字
の
箇
所
は
赤
で
示
し
た
。





1

　

要
旨

　

文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
、
常
陸
笠
間
藩
藩
医
長
谷
川
宗
仙
の
邸
内

に
同
藩
の
医
学
校
・
博
釆
館
が
設
置
さ
れ
た
。
近
江
か
ら
遊
学
し
た
杦

田
隆
が
講
義
の
筆
記
（
熊
本
県
立
大
学
歴
史
学
研
究
室
蔵
）
を
残
し
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
中
津
藩
医
大
江
文
明
の
梅
毒
に
関
す
る
著
作
が
授
業

に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

講
義
に
用
い
ら
れ
た
教
材
は
、
長
谷
川
宗
仙
が
撰
じ
て
「
黴
瘡
新
書
」

と
題
し
た
が
、
西
洋
医
学
の
知
識
に
基
づ
く
症
状
の
説
明
や
治
療
法
に

関
す
る
記
述
は
認
め
ら
れ
ず
、
杉
田
立
卿
が
和
訳
し
た
ブ
レ
ン
キ
の
著

書
『
黴
瘡
新
書
』
（
一
八
二
一
刊
）
と
は
関
係
が
な
い
。

　

長
谷
川
宗
仙
撰
「
黴
瘡
新
書
」
は
、「
梅
瘡
新
書
」
お
よ
び
「
黴
瘡
要
録
」

の
二
つ
の
作
品
か
ら
構
成
さ
れ
、
前
者
「
梅
瘡
新
書
」
は
大
江
文
明
「
黴

瘡
經
驗
方
」
と
同
じ
内
容
で
、
原
著
は
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
頃
に

成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者
「
黴
瘡
要
録
」
は
上
下
巻
に
分
か
れ
、

上
巻
に
笠
間
藩
藩
医
で
小
野
蘭
山
の
門
人
で
も
あ
っ
た
寺
尾
隆
純
、
下

巻
に
は
文
明
の
名
が
著
者
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

長
谷
川
宗
仙
が
大
江
文
明
の
著
述
を
教
材
と
し
た
の
は
、
医
に
対
す

る
姿
勢
を
説
い
た
「
医
則
」
を
含
み
つ
つ
、
古
方
や
金
元
以
降
の
理
論

に
目
配
り
し
な
が
ら
、
明
代
（
の
和
刻
本
）
や
同
時
代
の
医
書
を
博
捜
し
、

経
験
に
即
し
て
実
証
的
に
医
療
を
探
求
す
る
文
明
の
博
識
と
姿
勢
を
評

価
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド

大
江
文
明
、
雲
澤
、
性
病
、
梅
毒
、
黴
瘡
新
書
、
黴
瘡
秘
録
、
梅
瘡
新
書
、

黴
瘡
要
録
、
中
津
藩
、
笠
間
藩
、
寺
尾
隆
純
、
長
谷
川
宗
仙
、
博
釆
館
、

杦
田
隆

　

は
じ
め
に

　

叢
書
第
一
二
巻
に
お
い
て
、
大
江
医
家
三
代
家
督
文
明
（
雲
澤
、

一
七
五
七
～
一
八
一
二
）
の
講
義
録
と
見
ら
れ
る
「
雲
澤
先
生
痢
疾
口

授
」
の
内
容
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
た
１

。

　

こ
の
仕
事
に
よ
っ
て
、
文
明
の
学
問
と
教
育
の
一
端
が
明
ら
か
に

な
っ
た
が
、
一
方
で
、
い
か
な
る
形
式
で
何
を
教
授
し
、
そ
し
て
そ
れ

ら
は
い
か
に
伝
播
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
も
浮
上
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
津
市
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
文
明
の
著
作
に
は
、

「
雲
澤
先
生
痢
疾
口
授
」
の
ほ
か
に
、
「
黴
瘡
經
驗
方
」
等
を
所
収
し
た

無
題
雑
綴
写
本
が
確
認
さ
れ
る
が
２

、
こ
の
た
び
文
明
の
著
述
が
集
録

さ
れ
て
い
る
「
黴
瘡
新
書
」
写
本
を
新
た
に
発
見
し
、
こ
れ
が
他
領
で

行
わ
れ
た
教
育
の
場
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

長
谷
川
宗
仙
撰
「
黴
瘡
新
書
」
に
見
る
大
江
文
明
の
梅
毒
治
療

大
島
明
秀
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よ
っ
て
本
稿
で
は
、
冒
頭
の
課
題
を
踏
ま
え
て
新
資
料
で
あ
る
「
黴

瘡
新
書
」
（
熊
本
県
立
大
学
歴
史
学
研
究
室
蔵
）
の
構
成
と
内
容
を
事

例
研
究
と
し
て
検
討
し
、
他
領
で
大
江
文
明
の
い
か
な
る
梅
毒
治
療
方

が
伝
播
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

一
、
書
誌
情
報

　

表
紙
に
「
黴
瘡
新
書
」
と
打
ち
付
け
ら
れ
た
本
書
は
、
無
枠
の
楮
紙

三
五
枚
を
袋
状
に
し
た
上
で
、
こ
よ
り
紐
に
よ
っ
て
二
つ
目
で
仮
綴
じ

し
た
写
本
で
、
法
量
は
縦
二
六
・
七
糎
×
横
一
九
・
三
糎
、
医
書
に
ふ
さ

わ
し
く
、
書
型
は
大
本
の
体
を
成
し
て
い
る
。

図
一
　
「
黴
瘡
新
書
」
表
紙
（
熊
本
県
立
大
学
歴
史
学
研
究
室
蔵
）
。

図
三
　
「
梅
瘡
新
書
」
叙
の
年
紀
・
署
名
。

図
二
　
「
梅
瘡
新
書
」
内
題
。
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構
成
は
二
部
に
成
る
。
一
つ
は
、
一
六
丁
に
及
ぶ
「
梅
瘡
新
書
」
で
、

内
題
下
に
は
「
中
津
醫
官　

江　

寛
伯
容　

題
」
と
著
者
が
表
示
さ
れ

て
い
る
が
、
何
よ
り
叙
に
「
甲
辰
正
月
念
五　

江　

寛
伯
容　

題
」
と

の
年
紀
・
署
名
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、

文
明
の
無
題
雑
綴
写
本
中
の
「
黴
瘡
經
驗
方
」
叙
の
年
紀
・
署
名
と
、

一
字
も
異
な
る
所
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
梅
瘡
新
書
」

は
、
間
違
い
な
く
大
江
文
明
の
著
述
に
遡
る
。
な
お
、
文
明
存
命
中
の
「
甲

辰
」
は
、
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
に
当
た
る
。

　

い
ま
一
つ
は
、
一
七
丁
を
数
え
る
「
黴
瘡
要
録
」
で
、
上
下
巻
に
分

か
れ
、
前
者
は
「
常
陸
笠
間　

不
羨
寺
尾
隆
純
胤
述
」
と
さ
れ
る
一
方
、

後
者
は
不
審
な
こ
と
に
「
豊
後
唐
津
毉
官　

大
江
雲
澤
述
」
と
記
さ
れ

図
五
　
「
黴
瘡
要
録
」
上
巻
の
内
題
。

図
四
　
「
黴
瘡
經
驗
方
」
叙
の
年
紀
・
署
名
。
「
梅
瘡
新
書
」
叙
の
そ
れ

と
全
く
同
じ
文
言
で
あ
る
（
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）
。

図
六
　
「
黴
瘡
要
録
」
下
巻
の
内
題
。
不
審
に
も
、
文
明
は
「
豊
後
唐

津
毉
官
」
と
さ
れ
て
い
る
。
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る
。
無
論
中
津
は
豊
前
で
あ
り
、
ま
た
、
文
明
が
肥
前
唐
津
藩
に
仕
え
た
、

も
し
く
は
訪
れ
た
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

「
黴
瘡
要
録
」
上
巻
の
著
者
で
あ
る
寺
尾
隆
純
は
、
小
野
蘭
山

（
一
七
二
九
～
一
八
一
〇
）
の
門
人
で
、「
大
和
本
草
会
識
」
（
一
七
八
三

成
）
、
「
秘
伝
花
鏡
会
識
」
（
一
七
八
二
成
）
な
ら
び
に
「
本
草
綱
目
会

識
」
（
一
七
八
五
成
）
と
い
っ
た
蘭
山
講
義
録
の
筆
記
者
と
し
て
名
を

残
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
３

。
ま
た
、
中
医
学
の
著
作
「
十
四

経
絡
弁
解
」
写
本
の
撰
者
で
も
あ
り
、
医
学
の
心
得
を
有
し
て
い
た
４

。

な
お
、
本
著
作
に
つ
い
て
天
野
陽
介
は
、
近
世
日
本
で
多
く
編
ま
れ
た

経
穴
研
究
書
の
一
つ
に
位
置
付
け
て
い
る
５

。

　

平
野
満
に
よ
れ
ば
、
寺
尾
隆
純
は
良
長
を
祖
と
す
る
寺
尾
医
家
第
三

代
で
、
同
家
で
笠
間
藩
に
初
め
て
出
仕
し
た
人
物
と
推
定
さ
れ
る
。
兄

隆
喬
（
顕
融
）
と
と
も
に
蘭
山
門
人
と
し
て
講
義
に
列
席
し
、
講
義

録
を
筆
録
し
た
。
隆
純
の
養
子
雲
仙
は
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
二

月
二
八
日
に
大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
～
一
八
二
七
）
に
入
門
し
た
が
、

二
一
歳
の
若
さ
で
他
界
し
た
６

。

　

さ
て
、
「
黴
瘡
要
録
」
下
巻
末
に
「
于
時
天
保
十
二
辛
丑
七
月
十
四

日
／
於
常
陸
笠
間
長
谷
川
塾
写
終
／
湖
東　

西
川
原
村
住
杦
田
隆
」

と
の
書
写
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
常
陸
笠
間
藩
で
は
、
文
政
六

（
一
八
二
三
）
年
第
四
代
藩
主
牧
野
貞
幹
（
一
七
八
七
～
一
八
二
八
）

の
命
で
、
医
術
の
研
究
、
本
草
学
の
研
究
の
場
と
し
て
長
谷
川
宗
仙
（
宗

遷
）
の
邸
内
に
博
釆
館
を
設
置
し
た
。
よ
っ
て
、
奥
書
の
「
長
谷
川
塾
」

と
は
博
釆
館
と
見
て
間
違
い
な
い
７

。
こ
の
博
釆
館
の
医
術
稽
古
世
話

に
任
じ
ら
れ
た
長
谷
川
宗
仙
は
、
笠
間
藩
に
お
け
る
医
学
を
主
導
し
た

人
物
で
、
寛
政
一
一
（
一
七
九
九
）
年
八
月
二
八
日
に
、
大
槻
玄
沢
門

に
入
門
し
、
玄
沢
の
木
骨
作
成
企
画
に
関
与
し
た
り
、
玄
沢
『
蘭
畹
摘
芳
』

の
集
録
を
行
っ
た
り
、
玄
沢
の
長
男
・
玄
幹
の
纈
帯
法
研
究
に
協
力
し

た
り
と
、
大
槻
家
門
下
生
の
中
で
も
抜
き
ん
で
た
才
能
を
発
揮
し
た
８

。

宗
仙
の
存
在
が
同
郷
で
あ
っ
た
寺
尾
雲
仙
の
入
門
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
も
の
の
９

、
現
時
点
で
そ
れ
以
上
寺
尾
家
と

長
谷
川
家
の
関
係
を
物
語
る
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
も
と
も
と
前
半
部
の
「
梅
瘡
新
書
」
と
後
半
部
の
「
黴

瘡
要
録
」
が
別
々
に
成
立
し
た
資
料
で
あ
る
よ
う
で
、
そ
れ
は
越
後
高

田
藩
藩
医
を
代
々
つ
と
め
た
合
田
医
家
の
蔵
書
に
、
「
黴
瘡
要
録
」
写

本
の
み
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
   10

。
換
言
す

れ
ば
、
「
梅
瘡
新
書
」
と
「
黴
瘡
要
録
」
を
合
綴
し
て
「
黴
瘡
新
書
」

と
い
う
一
書
に
ま
と
め
た
の
は
長
谷
川
宗
仙
の
撰
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
「
黴
瘡
新
書
」
は
、
常
陸
笠
間
藩
の

博
釆
館
で
教
材
に
使
用
さ
れ
、
近
江
国
野
洲
郡
の
う
ち
に
あ
っ
た
西
河

原
村
に
居
住
す
る
杦
田
隆
と
い
う
人
物
が
、
医
学
学
習
の
た
め
に
遊
学

し
た
博
釆
館
に
て
、
天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
年
七
月
一
四
日
に
書
写

し
た
も
の
と
言
え
る
。

　

二
、
構
成
内
容

　

表
題
に
含
ま
れ
る
「
黴
瘡
」
と
は
梅
毒
の
こ
と
で
、
中
国
由
来
の

謂
で
あ
る
   11

。
「
黴
瘡
新
書
」
と
い
う
外
題
を
一
瞥
す
る
と
、
ブ
レ

ン
キ
（Josep

h
 Jacob

 R
itter v

on
 P

len
ck

, 1738-1807

）
の
ラ
テ
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ン
語
著
書D

octrin
a d

e m
orb

is v
en

ereis

の
一
七
九
二
年
蘭
訳
本

V
erh

an
d
elin

g
 ov

er d
e v

en
u
sziek

ten

を
底
本
に
杉
田
立
卿
が
和
訳

し
た
同
名
の
版
本
（
一
八
二
一
刊
）
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
こ
の
和
訳
本

は
文
明
没
（
一
八
一
二
）
後
の
成
立
で
あ
る
。
ま
た
、
立
卿
の
和
訳

に
先
ん
じ
て
阿
蘭
陀
通
詞
吉
雄
耕
牛
（
一
七
二
四
～
一
八
〇
〇
）
が
、

一
七
九
〇
年
代
中
頃
に
「
布
斂
吉
黴
毒
論
」
を
成
し
て
い
る
が
、
そ
も

そ
も
長
谷
川
宗
仙
撰
「
黴
瘡
新
書
」
全
体
を
通
し
て
、
基
本
的
に
は
中

医
学
に
基
づ
い
た
梅
毒
の
証
や
そ
れ
に
対
す
る
処
方
が
記
さ
れ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
や
ブ
レ
ン
キ
の
訳
書
で
示
さ
れ
た
症
状
や
治
療
方
の
説
明

を
取
り
入
れ
て
い
る
箇
所
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
水
銀
入
り
の

「
薫
薬
」
「
齅
薬
」
に
関
す
る
僅
か
な
言
及
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ツ
ュ
ン

ベ
リ
ー（C

arl P
eter T

h
u
n
b
erg

, 1743-1828
）に
よ
り
巷
間
に
広
ま
っ

た
水
銀
剤
を
紹
介
し
た
も
の
で
   12

、
ほ
ぼ
名
前
だ
け
で
詳
し
い
説
明
は

な
い
こ
と
か
ら
、
西
洋
の
医
学
知
識
や
医
書
に
学
ん
だ
も
の
で
は
な
い

と
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
前
半
部
で
あ
る
「
梅
瘡
新
書
」
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
そ
の

叙
で
大
江
文
明
は
『
孟
子
』「
梁
惠
王
」
か
ら
「
始
作
俑
者
、
其
無
後
乎
」

を
援
い
て
「
陳
九
韶
、
無
後
乎
、
作
俑
者
也
、
其
所
撰
述
、
黴
瘡
秘
録

竒
也
怪
也
（
＝
陳
九
韶
、
後
無
か
ら
ん
か
、
俑
を
作
り
し
者
は
。
其
撰

述
す
る
所
の
黴
瘡
秘
録
、
竒
に
し
て
怪
也
）
」
と
唱
え
て
い
る
。
『
孟

子
』
原
文
の
意
は
、
殉
死
者
の
代
わ
り
に
土
に
埋
め
る
の
に
用
い
た
人

形
（
俑
）
を
最
初
に
作
っ
た
人
は
、
人
形
が
あ
ま
り
に
人
間
に
そ
っ
く

り
で
あ
る
故
に
（
残
酷
だ
と
）
憎
ま
れ
、
子
孫
は
断
絶
す
る
だ
ろ
う
と

い
う
孔
子
の
非
難
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
明
は
陳
司
成
（
九
韶
）
『
黴

瘡
秘
録
』
を
、
梅
毒
治
療
書
に
よ
く
似
せ
た
ま
が
い
物
で
あ
る
と
断
じ

て
い
る
の
で
あ
る
   13

。

図
七
　
『
黴
瘡
秘
録
』
乾
巻
の
表
紙
（
和
刻
本
、
再
板
、
架
蔵
本
）
。

図
八
　
『
黴
瘡
秘
録
』
乾
巻
の
本
文
は
「
黴
瘡
總
説
」
に
始
ま
る
。
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そ
の
疑
い
は
「
適
有
奏
功
者
、
或
一
二
或
三
五
年
後
、
必
發
胸
痛
吐

血
衂
血
、
患
不
可
名
伏
之
證
、
不
復
可
救
療
也
（
＝
適
ま
奏
功
す
る
者

有
れ
ど
も
、
或
は
一
、
二
、
或
は
三
、
五
年
後
に
、
必
ず
胸
痛
・
吐
血
・

衂
血
を
發
し
、
復
た
救
療
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
）
」
と
し
、『
黴
瘡
秘
録
』

で
は
完
全
に
治
療
で
き
な
か
っ
た
例
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
文
明
は
そ
の
学
習
と
経
験
に
基
づ
い
て
、
最
も
効
験
が
あ
る
方

を
修
正
し
て
「
梅
瘡
新
書
」
を
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
中
津
に
蔵
さ
れ
る
「
黴
瘡
經
驗
方
」
は
目
次
を
備
え
て
い
な

い
も
の
の
、
叙
と
凡
例
を
有
し
て
い
る
。
文
明
が
凡
例
を
作
成
し
た
背

景
に
は
、
こ
の
著
述
が
読
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
続
く
本
論
は
「
論
古
有
黴
瘡
」
に
始
ま
り
、
「
附
録
」
の
最

後
に
文
明
の
「
醫
則
」
を
付
し
た
配
列
と
な
っ
て
い
る
。
記
述
や
内
容

が
同
じ
な
が
ら
も
、
「
梅
瘡
新
書
」
は
叙
と
凡
例
の
後
、
本
論
の
最
初

を
「
毉
則
」
、
次
に
「
論
古
有
黴
瘡
」
と
い
う
順
に
配
置
し
、
何
よ
り

項
目
と
丁
数
を
紐
づ
け
た
目
次
を
備
え
て
い
る
な
ど
、
講
義
・
学
習
に

用
い
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
非
常
に
整
理
さ
れ
た
構
成
と
な
っ
て
い

る
。

　

本
論
の
最
初
に
掲
げ
ら
れ
た
「
毉
則
」
は
文
明
の
医
に
対
す
る
四
条

か
ら
成
る
指
針
で
、
ま
ず
「
毉
不
仁
術
、
務
欲
爲
仁
（
＝
毉
は
仁
な
ら

ざ
る
の
術
、
務
め
て
仁
を
為
さ
ん
と
欲
す
）
」
と
、
医
そ
の
も
の
が
仁

で
は
な
く
、
積
極
的
に
仁
の
あ
る
行
動
を
す
る
こ
と
を
説
い
た
第
一
則

に
始
ま
り
、
次
に
「
實
中
察
虚
、
虚
中
察
實
、
毉
猶
兵
也
（
＝
實
中
に

虚
を
察
、
虚
中
に
實
を
察
る
、
毉
猶
兵
の
ご
と
し
）
」
と
、
戦
争
に
似

て
い
る
医
の
本
質
を
喝
破
し
た
第
二
則
に
続
く
。
第
三
則
は
「
對
病

勿
圖
利
、
好
名
勿
爲
怪
、
非
爲
己
資
、
實
助
造
化
之
不
及
（=

病
に
對

し
て
利
を
圖
る
勿
か
れ
、
名
を
好
み
怪
き
を
爲
す
勿
か
れ
、
己
が
資
を

爲
す
に
非
ず
、
實
に
造
化
の
及
ば
ざ
る
を
助
く
）
」
と
、
名
声
や
利
を

貪
る
姿
勢
や
、
い
い
加
減
な
治
療
を
施
す
態
度
を
戒
め
、
自
然
の
及
ば

な
い
部
分
を
助
け
る
の
が
医
で
あ
る
と
唱
え
る
。
最
後
の
第
四
則
で
は
、

「
知
冦
操
戈
奮
武
、
不
知
撫
安
之
、
知
火
以
水
嚮
之
、
不
知
以
火
制
水

治
本
治
標
因
治
現
、
非
筌
   14

忘
取
魚
之
士
、
難
共
言
道
矣
（
＝
冦
を
知

り
戈
を
操
り
武
を
奮
う
も
、
之
を
撫
安
す
る
を
知
ら
ず
、
火
を
知
り
て

水
を
以
て
之
に
嚮
え
ば
、
火
を
以
て
水
を
制
す
る
は
、
本
を
治
し
標
を

治
し
因
っ
て
現
を
治
す
る
を
知
ら
ず
。
取
魚
の
士
の
筌
せ
ざ
れ
ば
、
共

に
道
を
言
う
は
難
し
）
」
と
、
病
の
原
因
を
正
し
く
知
っ
て
、
正
し
い

処
方
を
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
   15

。

　

こ
の
「
毉
則
」
に
つ
い
で
、
本
論
で
は
『
黴
瘡
秘
録
』
に
対
す
る

批
判
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
証
と
処
方
を
記
し
て
い
る
が
、
「
雲
澤
先
生

痢
疾
口
授
」
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
傾
向
は
、
中
国
古
代
の
医

学
に
基
づ
く
症
と
処
方
が
多
く
を
占
め
る
が
、
襲
廷
賢
『
万
病
回
春
』

（
一
五
八
七
）
を
は
じ
め
と
す
る
金
元
以
降
の
理
論
（
明
代
の
医
書
の

和
刻
本
）
、
そ
し
て
同
時
代
の
医
書
か
ら
の
知
識
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自

身
の
経
験
も
ま
た
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
文
明
の
学
問
の
特
徴
で
あ

る
   16

。

　

次
に
、
後
半
部
で
あ
る
「
黴
瘡
要
録
」
に
目
を
移
す
と
、
寺
尾
隆
純

が
著
し
た
上
巻
に
は
処
方
三
五
方
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
内
訳
は
湯
薬

一
四
、
丸
薬
四
、
散
（
粉
）
薬
四
、
丹
薬
六
、
膏
薬
一
、
そ
の
他
六
で

あ
る
。
処
方
の
後
、
「
食
療
」
、
「
膩
粉
製
法
」
と
そ
の
「
又
方
」
、
「
巴
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豆
製
法
」
、
「
粉
辨
」
の
五
項
目
が
付
記
さ
れ
る
。
処
方
の
最
初
は
「
薛

已
龍
胆
瀉
肝
湯
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
明
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
薛
氏
十
六
種
』

か
ら
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
吉
益
東
洞
著
書
に
掲
げ
ら
れ
た
処
方
も

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
何
よ
り
興
味
深
い
の
は
、
頭
欄
に
「
京
師
カ
聖

寺
宮
内
菅
隆
朝
」
、
「
久
世
矦
侍
医
黒
澤
松
益
」
、
「
旭
山
戸
田
斉
」
、
「
刈

谷
昌
敬
」
、
「
佐
井
定
策
」
、
「
京
師
小
石
元
俊
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

様
々
な
医
師
の
処
方
を
集
め
、
そ
の
典
拠
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
、
特
定
の
派
閥
に
与
す
る
こ
と
な
く
、
広
く
処
方
を
探
し
、

門
下
に
教
授
し
た
寺
尾
隆
純
の
医
学
・
医
療
に
対
す
る
姿
勢
を
窺
わ
せ

る
。

　

一
方
、
「
黴
瘡
要
録
」
下
巻
は
、
下
疳
、
便
毒
、
瘡
毒
、
黴
瘡
、
余

毒
に
つ
い
て
そ
の
証
と
処
方
を
記
す
も
の
の
、
と
り
わ
け
漢
字
カ
タ
カ

ナ
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
た
証
は
、
「
梅
瘡
新
書
」
の
そ
れ
よ
り
格
段
に

平
易
か
つ
丁
寧
で
文
章
量
も
増
加
し
て
お
り
、
経
験
を
交
え
て
編
ま
れ

た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
「
梅
瘡
新
書
」
に
お
け
る
「
下
疳
」
の
証
を
め
ぐ
る
記
述

は
簡
に
し
て
要
を
得
た
も
の
で
、
淡
々
と
記
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、「
黴

瘡
要
録
」
下
巻
に
お
け
る
「
下
疳
」
の
説
明
は
、
証
の
種
類
に
始
ま
り
、

そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
な
処
方
を
何
日
与
え
れ
ば
よ
い
か
、
治
ら
な
い
時

は
ど
う
す
る
か
が
丁
寧
に
説
か
れ
る
。
「
便
毒
」
に
つ
い
て
も
同
様
で

あ
る
。
残
る
「
瘡
毒
」
、「
黴
瘡
」
、「
余
毒
」
は
そ
も
そ
も
「
梅
瘡
新
書
」

に
は
無
い
項
目
で
あ
る
。
問
題
は
、「
下
疳
」
や
「
便
毒
」
項
目
に
お
い
て
、

「
梅
瘡
新
書
」
と
「
黴
瘡
要
録
」
下
巻
の
処
方
が
必
ず
し
も
合
致
し
な

い
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
大
江
文
明
が
「
梅
瘡
新
書
」
（
「
黴
瘡
經
驗
方
」
）

を
執
筆
し
た
後
、
新
た
に
「
黴
瘡
要
録
」
と
い
う
著
作
を
執
筆
し
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
「
黴
瘡
要
録
」
下
巻
が
講
述
者
の
経
験
を

交
え
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
梅
瘡
新
書
」
に
挙
げ
た
処
方
で

実
際
に
施
し
て
適
さ
な
か
っ
た
も
の
を
削
除
し
、
試
し
て
効
験
が
あ
っ

た
も
の
な
ど
新
し
い
情
報
を
付
加
し
、
新
た
な
資
料
を
文
明
が
作
成
し

て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
文
明
の
出
身
地
に
関

す
る
誤
情
報
は
、
転
写
の
際
に
生
じ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

お
わ
り
に

　

大
江
文
明
は
、
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
に
家
督
を
継
ぎ
、
中
津
藩

の
御
近
習
医
師
や
暢
姫
の
侍
医
な
ど
を
つ
と
め
、
最
終
的
に
は
百
石
取

り
と
な
っ
た
。
医
師
と
し
て
の
評
判
は
高
く
、
豊
後
日
田
の
国
学
者
森

春
樹
（
一
七
七
一
～
一
八
三
四
）
は
、
自
身
の
見
聞
を
も
と
に
編
ん

だ
随
筆
「
蓬
生
譚
」
の
中
で
、
「
予
も
こ
の
醫
の
爲
に
命
を
助
り
し
事

有
   17

」
と
述
べ
、
「
豊
前
中
津
侯
の
醫
官
大
江
文
明
と
い
へ
る
は
、
隣
國

に
な
ら
び
な
き
名
人
也
   18

」
と
評
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

常
陸
笠
間
藩
藩
医
で
小
野
蘭
山
の
門
人
で
も
あ
っ
た
寺
尾
隆
純
と
大

江
文
明
の
名
が
付
さ
れ
た
「
黴
瘡
要
録
」
は
、
越
後
高
田
藩
医
合
田
家

に
蔵
さ
れ
、
笠
間
藩
医
学
校
博
釆
館
で
は
「
黴
瘡
要
録
」
に
文
明
の
「
梅

瘡
新
書
」（
「
黴
瘡
經
驗
方
」
）
を
合
綴
し
た
長
谷
川
宗
仙
撰
「
黴
瘡
新
書
」

が
講
義
に
使
用
さ
れ
た
。
い
か
な
る
経
路
で
遠
く
離
れ
た
北
越
や
北
関

東
ま
で
伝
播
し
た
の
か
は
不
明
な
が
ら
、
こ
の
事
実
は
文
明
著
書
の
評

価
や
影
響
を
再
検
討
す
る
契
機
と
な
ろ
う
。
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な
お
、
長
谷
川
宗
仙
が
大
江
文
明
の
著
述
を
教
材
と
し
た
の
は
、
医

に
対
す
る
姿
勢
を
説
い
た
「
医
則
」
を
含
み
つ
つ
、
古
方
や
金
元
以
降

の
理
論
に
目
配
り
し
な
が
ら
、
明
代
（
の
和
刻
本
）
や
同
時
代
の
医
書

を
博
捜
し
、
経
験
に
即
し
て
実
証
的
に
医
療
を
探
求
す
る
文
明
の
博
識

と
姿
勢
を
評
価
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

【
史
料
】
「
黴
瘡
新
書
」

　

【
原
文
】

［
表
紙
］

粉
剤
及
土
茯
苓
ナ
ト
服
シ
テ
後
面
色
色
粉
剤
剤

茯
苓
及
土
土
茯
苓
苓
苓
茯
剤

黴
瘡
新
書　
　
　
　
　
　
　

全

［
見
返
し
］

［
一
丁
表
］

黴
瘡
新
書
叙

陳
九
韶
、
無
後
乎
、
作
俑
者
也
、
其
所
撰
述
、
黴
瘡
秘
録
竒
也
怪
也
、
世
之

蒸
食
哀
家
梨
者
、
倣
顰
於
此
、
好
竒
好
怪
妄
投
毒
薬
、
賊
夫
之
子
、
而
適

有
奏
功
者
、
或
一
二
或
三
五
年
後
、
必
發
胸
痛
吐
血
衂
血
、
患
不
可

名
伏
之
證
、
不
復
可
救
療
也
、
故
日
陳
九
韶
其
無
後
乎
作
俑
者
也
、
余

甚
憫
之
諬
古
徴
今
、
覃
思
積
懬
、
於
黴
瘡
之
一
治
、
頗
有
得
矣
、
然
才
短

智
昏
、
不
能
察
気
運
天
時
病
原
傅
染
嗜
好
、
是
以
有
凢
工
庸
医
、
亦
有

名
能
療
黴
瘡
者
、
輙
往
請
益
唯
恐
不
聞
焉
、
故
且
得
一
方
、
暮
得
一
術

録
至
於
懸
石
、
而
尤
有
其
効
驗
者
、
集
撰
成
一
巻
、
名
曰
梅
瘡
新
書
、
業

刀
圭
者
往

―

々
懇
請
不
已
、
雖
則
傅
之
、
傅
之
又
傅
之
、
恐
傅
其
謬
妄
遂

乃
上
梓
、
非
謂
敢
以
玄
言
自
任
、
補
前
人
所
未
發
、
聊
書
治
驗
、
欲
與
共

禁
臠
法
酒
於
天
下
、
鹿
幾
傅
攵
夛
識
之
士
、
猶
尚
正
余
謬
妄
是
幸
、

［
一
丁
表
頭
欄
二
行
目
］

○

其
［
一
丁
表
頭
欄
一
〇
行
目
］

往
当
作
徃

［
一
丁
裏
］

甲
辰
正
月
念
五　
　
　
　
　
　
　
　

江　

寛
伯
容　

題

［
二
丁
表
］

　
　
　

凢
例

一
是
編
攻
余
所
歴
驗
書
示
同
志
、
然
歳
未
満
而
立
所
經
驗
大
抵
有

　

限
、
故
集
録
諸
家
方
良
於
後
、
備
携
覧
識
者
其
撰
之
、

一
是
證
戒
風
寒
兼
禁
口
味
、
調
治
失
宜
飲
食
犯
禁
、
薬
雖
的
當
其
病

　

不
退
歩

一
是
證
瘳
后
二
月
之
間
、
禁
湯
浴
酒
色
肉
麪
厚
味
、
否
則
必
復
發
、

一
是
證
久
病
勞
倦
形
體
嬴
痩
者
、
専
主
滋
補
、
不
必
化
毒
調
治
得
冝

　

元
気
復
故
則
不
俟
化
毒
而
自
瘳
、

一
是
編
所
載
方
薬
利
害
太
甚
、
然
依
法
行
之
夛
効
驗
幸
、
勿
想
薬
物

　

製
法
、
分
量
有
小
差
則
、
不
惟
無
效
反
致
害
、

一
是
編
所
載
方
中
竒
良
遊
軍
者
、
土
苓
輕
粉
之
隠
名
也
、
世
人
嫌

　

二
物
也
太
甚
、
故
出
隠
名
攻
示
示
之
矣

［
二
丁
裏
］
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目
次

イ

醫
則
四
條
一
丁　

ロ

論
古
有
黴
瘡
一
丁　

ハ

悪
瘡
箴
二
丁

ニ

辨
陳
九
韶
攻
沈
渋
脈
為
黴
瘡
之
候
二
丁　

ホ

胸
痛
辨
三
丁

ヘ

骨
節
痛
辨
三
丁　

ト

縁
瘡
毒
成
勞
瘵
状
辨
三
丁　

チ

脳
疽
辨
四
丁

リ

下
疽
【
内
蝕
疽
帯
下
】
四
丁　

ヌ

疣
痔
六
丁　

ル

便
毒
七
丁　

ヲ

揚
梅
瘡
七
丁

ワ

骨
節
痛
【
附
痼
痾
胸
痛
】
八
丁　

カ

項
強
痛
九
丁　

ヨ

悪
核
瘰
癧
九
丁

タ

疥
瘡
九
丁　

レ

下
利
十
丁　

ソ

積
聚
十
丁　

ツ

黄
疽
十
丁　

子

咳
嗽
十
丁　

ナ

口
舌
十
一
丁

子

脳
漏
鼻
淵
十
一
丁　

ナ

耳
十
一
丁　

ラ

眼
目
十
二
丁　

ム

頭
痛
十
二
丁　

ウ

頭
瘡
十
三
丁

井

箴
十
三
丁

ノ

發
热
十
三
丁　

ク

附
録
十
四
丁　

オ

膩
粉
毒
十
四
丁

［
三
丁
表
］

梅
瘡
新
書

　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
醫
官　

江　

寛
伯
容　

著

　
　

イ

毉
則

毉
不
仁
術
、
務
欲
爲
仁
、
第
一
則
、

實
中
察
虚
、
虚
中
察
實
、
毉
猶
兵
也
、
第
二
則
、

對
病
勿
圖
利
、
好
名
勿
爲
怪
、
非
爲
己
資
、
實
助
造
化
之
不
及
、
第
三
則
、

知
冦
操
戈
奮
武
、
不
知
撫
安
之
、
知
火
以
水
嚮
之
、
不
知
以
火
制
水
治

本
治
標
因
治
現
、
非
忘
取
魚
之
士
、
難
共
言
道
矣
、
第
四
則
、

　
　

ロ

論
古
有
黴
瘡

陳
九
韶
曰
、
梅
瘡
一
證
、
古
未
言
及
明
季
起
自
嶺
南
之
地
、
至
使
蔓
延

通
國
、
余
攻
為
不
然
千
金
方
曰
陰
頭
癰
、
外
臺
秘
要
曰
陰
頭
生
瘡
、
肘

後
方
百
一
方
曰
陰
生
瘡
濃
出
臼
、
曰
女
子
陰
瘡
、
曰
陰
痒
生
瘡
、
曰
陰

［
三
丁
表
頭
欄
七
行
目
］

武
当
作
武

［
三
丁
表
頭
欄
一
三
行
目
］

壱
［
三
丁
裏
］

瘡
損
爛
、
曰
陰
蝕
瘡
、
曰
陰
蝕
欲
盡
、
曰
陰
卒
腫
痛
、
是
皆
今
之
所
謂
下

疳
是
也
、
千
金
外
臺
百
一
方
等
書
、
曰
悪
核
瘰
癧
者
言
瘡
毒
生
頸
下

成
瘰
癧
状
者
也
、
曰
懸
壅
垂
壊
墜
者
、
言
結
毒
損
會
厭
者
也
、
曰
悪
瘡

曰
毒
腫
者
、
皆
指
梅
瘡
而
言
也
、
至
儒
門
事
親
等
、
曰
下
疳
、
田

―

便
毒
、
則

非
起
自
明
季
著
明
也
、
九
韶
誤
奚
其
太
甚
、
蓋
隋
唐
之
前
無
有
之
、
何

者
有
此
人
而
不
能
無
此
猜
、
有
此
猜
而
不
能
無
此
患
、
且
古
之
所
謂

廱
疽
者
、
泛
指
瘡
瘍
之
類
名
也
、
廱
者
壅
也
、
疽
者
〇者

沮
也
、
氣
血
壅
沮
而
発

瘡
瘍
、
故
古
人
療
瘡
瘍
者
、
喚
曰
瘍
医
、
曰
疽
医
、
不
如
後
世
之
區
別
病

名
者
也
、
後
世
瘡
瘍
其
名
數
百
、
古
無
此
數
百
病
名
、
謂
當
時
瘡
瘍
不

過
数
種
、
而
可
乎
哉
、
迨
至
晩
季
、
種
別
類
分
悪
瘡
一
證
、
名
称
不
一
、
或

云
時
瘡
或
云
廣
瘡
或
云
揚
梅
瘡
、
或
云
棉
花
瘡
或
云
沙
仁
瘡
或
云

天
疱
瘡
、
一
證
数
名
古
所
無
也
、
故
古
有
此
患
總
名
也
、
至
千
金
外
臺

［
三
丁
裏
頭
欄
四
行
目
］

曰
［
四
丁
表
］

諸
書
出
焉
、
區
別
猶
未
詳
、
言
裁
五
數
條
、
輙
止
而
目
曰
廱
腫
瘰
癧
、
條

中
遂
不
觧
廱
、
廱
腫
瘰
癧
何
分
、
又
曰
小
児
廱
腫
近
世
称
廱
者
、
小
児

豈
患
此
症
乎
、
又
曰
陰
頭
廱
陰
莖
廱
無
生
廱
之
地
、
是
皆
泛
指
瘡
瘍
而

言
廱
、
非
言
今
之衍
字

所
謂
廱
疽
者
也
、
隋
唐
栄
元
之
間
、
既
有
毒
腫
悪
瘡

陰
頭
廱
、
陰
蝕
廱
下
疳
便
廱
之
名
、
則
非
昉
於
明
末
也
明
矣
、
明
識
卓
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見
之
士
、
指
鹿
為
馬
、
豈
其
受
欺
乎
、

　
　

ハ

悪
瘡
箴

聖
教
不
易
諭
之
人
名
曰
悪
人
、
湯
液
不
易
治
之
疾
名
日
悪
疾
、
薫
點

雖
廖
之
瘡
曰
悪
瘡
、
下
疳
便
毒
楊
梅
瘡
之
類
、
均
属
悪
瘡
、
皆
欲
火
雄

烈
、
萌
動
即
熾
、
榮
血
遇
之
、
乃
疑
結
而
成
、
其
来
不
一
、
或
嗜
厚
味
無
厭
、

或
服
興
陽
壮
火
之
薬
、
或
欲
洩
而
強
閉
、
以
貧
曾
合
、
或
以
热
薬
塗
玉

莖
、
興
助
陽
気
、
欲
久
不
泄
、
彼
昧
者
爲
之
、
以
致
起
火
結
毒
、
終
罹
此
患
、

［
四
丁
表
頭
欄
五
行
目
］

廱
当
作
瘡

［
四
丁
表
頭
欄
一
三
行
目
］

二
［
四
丁
裏
］

又
有
婦
人
陰
器
不
潔
、
交
媾
闘
精
、
致
瘀
濁
傳
襲
而
成
、
又
有
誤
傷
滛

具
、
早
不
治
而
致
成
梅
瘡
、
又
有
與
患
者
、
共
寢
食
感
觸
者
、
又
有
父
母

之
遺
毒
、
謂
之
先
天
瘡
、
以
當
二
互
妙
合
、
精
行
血
就
先
所
有
、
非
後
来

之
毒
、
非
他
症
易
療
之
比
也
、
其
来
所
以
不
一
者
不
可
悉
枚
舉
、
雖
然

大
抵
梅
瘡
之
初
原
、
不
過
於
欲
火
薫
蒸
也
、
故
余
不
得
辨
諭
以
不
作

箴
、
若
沉
溺
慾
海
、
一
感
其
毒
、
形
聲
共
廢
、
嗟
々
、
不
懐
啓
手
啓
足
乎
、
有

君
有
親
者
、
惟
有

―

少
嗜
慾
知
止
、
爲
之
涯
限
尓
、
詩
云
綿
蠻
黄
島
止
于

丘
隅
、
知
止
古
之
教
也
、

　
　

ニ

辨
陳
九
韶
以
沉
渋
脈
爲
梅
瘡
之
候

陳
九
韶
以
沈
渋
脈
、
爲
梅
瘡
之
候
誤
太
甚
、
何
者
所
受
毒
気
一
而
其

脉
或
沈
或
渋
、
或
滑
実
或
微
細
、
或
洪
大
或
弦
緊
或
遅
緩
、
是
非
毒
氣

輕
重
所
能
爲
者
、
以
肥
瘠
異
形
強
弱
異
稟
、
虚
実
異
症
四
時
異
気
、
不

［
四
丁
裏
頭
欄
七
行
目
］

在
［
五
丁
表
］

一
如
此
、
於
其
不
一
之
中
、
有
溝
應
手
者
即
有
毒
之
徴
也
、
沈
渋
何
與

焉
、
然
其
為
脈
也
、
尤
難
明
、
非
棄
意
精
思
、
則
不
得
神
領
意
得
以
逢
其

原
、
學
者
其
思
諸
、

　
　

ホ

胸
痛
辨

凢
瘡
毒
爲
害
也
太
甚
、
流
注
四
肢
作
骨
節
痛
、
停
著
脾
胃
作
積
聚
、
上

逆
作
頭
痛
下
陥
作
腰
痛
也
、
攻
走
心
胸
而
作
痛
其
尤
重
者
也
、
胸
痛

緩
者
起
居
不
異
常
、
飲
食
亦
如
故
、
昼
日
安
靜
夜
而
疼
痛
、
或
至
於
四

五
日
、
發
熱
悪
寒
発
嚴
語
、
急
者
朝
不
計
夕
焉
、
頃
刻
而
兦
、
莫
爲
可
畏

也
、
時
醫
見
識
卑
陋
、
不
知
瘡
毒
胸
痛
、
概
爲
疼
飲
凝
結
心
胸
、
調
治
失

冝
、
痛
入
膏
盲
、
沈
緊
微
細
脈
散
、
爲
洪
大
滑
遂
至
於
不
可
救
薬
也
、
豈

不
悲
哉
、
余
所
製
寛
胸膈

湯
、
治
瘡
毒
胸
痛
之
妙
剤
、
而
百
発
百
中
、
羿
善

射
恐
不
及
焉
、
雖
然
瘡
毒
胸
痛
與
否
、
此
得
之
脈
非
投
、
則
反
至
於
賊

［
五
丁
表
頭
欄
一
三
行
目
］

三
［
五
丁
裏
］

人
、
最
可
慎
於
茲
、

　
　

ヘ

骨
節
痛
辨

悪
寒
発
热
骨
節
疼
痛
者
凢
三
、
有
縁
風
湿
成
斯
患
者
、
若
乃
冝
驅
風

湿
、
有
血
燥
人
筋
骨
蒸
枯
成
斯
患
者
、
冝
活
血
滋
補
、
如
梅
瘡
家
、
発
热

悪
寒
骨
節
疼
痛
、
以
走
撃
丸
鼹
鼠
丸
之
類
、
攻
毒
然
後
従
証
可
投
剤
、

若
見
悪
寒
発
熱
、
誤
認
爲
風
、
用
風
薬
発
汗
、
覚
骨
節
疼
痛
、
誤
認
為
湿
、
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用
朮
附
厺
湿
、
見
臝
痩
家
有
之
、
誤
認
為
血
燥
、
用
補
血
之
剤
、
治
之
未

嘗
一
效
、
不
啻
瘡
毒
凝
結
骨
髓
、
成
腫
成
膿
、
損
傷
筋
絡
終
成
廃
疾
、
一

生
不
起
者
、
徃
々
有
之
、
不
可
不
辨
識
、

　
　

ト

縁
瘡
毒
成
勞
療
状
辨

治
療
、
死
兦
者
頗
衆
矣
、
但
辨
真
疑
者
在
於
脈
、
脈
與
脈
與
、
不
俟
望
問
、

［
五
丁
裏
頭
欄
三
行
目
］

斯
旧
作
期

下
同

［
六
丁
表
］

而
察
病
因
者
、
其
惟
脈
與
、
不
依
脈
従
特
望
問
、
而
欺
弄
病
人
者
、
譬
如

瞽
者
之
向
花
園
、
聾
者
之
聴
宮
商
、
不
亦
傷
乎
、
其
為
脈
也
、
雙
線
應
手

其
爲
症
也
、
心
下
痞
鞕
、
頭
痛
耳
鳴
背
悪
寒
、
五
心
煩
热
、
口
乾
咽
乾
、
精

神
乏
、
而
四
體
不
收
、
心
中
煩
悩
面
色
不
楽
、
此
瘡
毒
欝
結
心
下
、
成
件

諸
證
、
以
草
蘇
湯
送
下
蘆
薈
丸
、
共
方
出
干
後
、

　
　

チ

脳
疽
辨

桜
縁
梅
瘡
成
脳
疽
状
者
、
十
居
於
半
、
初
起
也
無
頭
、
或
有
頭
、
其
色
紅

紫
、
悪
寒
発
热
、
頭
疼
痛
煩
脳
、
若
或
通
竅
発
汗
、
或
内
補
托
佞
毒
、
或
攻

利
過
夛
、
元
気
受
傷
、
則
肌
肉
夛
死
、
潰
爛
不
収
、
或
従
七
竅
濃
汁
出
不

已
、
當
斯
時
不
危
者
殆
希
矣
、
草
薢
湯
也
草
薢
性
平
味
苦
、
能
療
热
毒

悪
瘡
湿
痺
、
故
以
之
為
君
、
蔓
実
玄
参
性
寒
、
除
湿
痺
消
腫
、
忍
冬
防
風

耳
温
厺
風
燥
湿
、
辛
夷
明
天
芎
藭
辛
温
倶
入
脳
中
通
気
、
痒
痛
瘡
瘍

［
六
丁
表
頭
欄
一
三
行
目
］

四
［
六
丁
裏
］

皆
属
心
火
、
燈
心
苦
搽
性
寒
下
気
瀉
心
火
、
烏
頭
性
走
為
諸
薬
之
導
、

以
致
其
處
、
皆
以
為
臣
使
故
因
湿
毒
悪
瘡
、
成
脳
疽
状
者
、
用
此
方
則

不
潰
消
腫
、
潰
無
易
治
、
雖
然
如
内
傷
七
情
、
外
侵
六
滛
、
栄
衛
壅
塞
、
非

瘡
毒
所
與
、
而
爲
斯
重
患
者
、
不
可
槩
論
矣
、

　
　

リ

下
疽
【
内
蝕
疽
帯
下
】

陰
具
旡
損
傷
、
外
皮
浮
腫
如
水
晶
者
、
調
服
瀉
肝
湯
、
以
紅
花
湯
可
熨

患
處
、

　

龍
膽
瀉
肝
湯　

竜
胆　

聯
翹　

地
黄　

芣
苢　

鵠
瀉
【
各
一
戔
】

　

木
通　

文
無　

建
巵　

黄
聯　

妬
婦　

生
汾
草
【
各
五
分
】

　

便
秘
者
加
黄
老　

右
十
一
味
水
二
鍾
煮
取
一
鍾
厺
濘
食
前
温

　

服

　

紅
花
湯　

紅
藍
花　

甘
菊
花
【
各
二
十
戔
】　

右
二
味
以
水
一
升

［
七
丁
表
］

　

煮
熟
包
褁
絹
帛
分
爲
二
適
寒
温
熨
之
冷
更
換
之
熨

下
疳
不
至
潰
爛
皮
少
傷
損
或
如
點
栗
粒

―

者
、
調
服
瀉
肝
湯
木
通
湯

之
類
、
外
可
点
千
金
散
、

　

木
通
湯　

竒
良　

木
通
【
各
三
戔
】　

厚
朴　

紫
蘓　

半
箕　

干
姜

　

蒼
朮　

阿
膠　

橘
皮　

蕗
屮
【
各
三
戔
】　

便
秘
加
黄
老
水
煎
頓
服

　

千
金
散　

黄
丹
【
一
戔
】
赤
石
脂
【
五
戔
】　

右
研
極
末
無
聲
為
度
敷

　

患
處
立
效

陰
莖
不
濃
不
痛
、
生
疣
肉
者
、
投
粉
剤
則
瘥
、

又
断
絶
傳

―

千
金
散
則
愈
、

又
炙
瘡
上
、
調
服
木
通
湯
亦
得
、

下
疳
便
毒
楊
梅
瘡
、
骨
節
疼
痛
、
脾
胃
厚
実
之
人
、
冝
與
走
撃
丸
主
之
、
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走
撃
丸　

竹
筎　

牛
膝
【
各
二
戔
】　

廣
薓
【
一
戔
二
分
】　

遊
軍
【
炒
】　

　
　

黒
丑
【
各
二
戔
】

［
七
丁
表
頭
欄
二
行
目
］

粒
［
七
丁
表
頭
欄
九
行
目
］

傳
［
七
丁
表
頭
欄
一
三
行
目
］

五
［
七
丁
裏
］

　

鹽
梅
実
【
焼
為
灰
六
分
】　

黄
良
【
四
分
】　

右
七
味
為
末
凡
赤
豆
大
毎
服

　
　

十

　

丸
日
三
此
丸
尤
駿
烈
隨
人
強
弱
病
輕
重
而
夛
少
量
之

下
疳
皮
損
腐
爛
、
痛
極
難
忍
陽
物
半
傷
半
全
者
、
冝
甘
屮
皮
湯
洗
浴

之
、

　

甘
艸
皮
湯　

蕗
皮
【
三
戔
】　

蘆
薈
【
三
分
為
】　

薔
薇
露
【
三
戔
】

　

右
煮
甘
屮
皮
湯
内
蘆
薈
末
薔
薇
露
沈
浴
瘡
上
日
五
六
次

小
便
淋
瀝
、
内
蝕
流
黄
濁
穢
膿
、
或
疼
痛
或
痒
麻
者
、
不
問
新
久
、
可
與

木
通
湯
、

玉
莖
腐
爛
腫
大
痒
痛
難
忍
、
及
婦
人
陰
蝕
瘡
者
、
冝
五
寳
丹
、

　

五
寳
丹　

鐘
乳
石
【
四
戔
】　

琥
珀　

硃
砂　

珍
珠
【
各
二
戔
以
真

　
　

珠
易
遊
軍
其
効
尤

　

速
也
】　

竜
脳
【
一
戔
】　

飛
羅
麪
【
八
戔
】　

右
六
味
各
研
末
為
糊

　
　

丸
以
竒
良

　

湯
食
前
送
下

［
八
丁
表
］

婦
人
陰
器
腫
痛
、
属
欝
火
者
、
調
服
加
味
逍
遥
散
、【
方
出
後
発
热
條
下
】

以
紅
花

湯
熨
患
處
、

婦
人
緑
瘡
毒
、
白
滛
帯
下
者
、
冝
木
通
湯
、

下
疳
潰
爛
作
痛
、
又
婦
人
陰
蝕
瘡
作
痒
、
及
小
児
肝
積
発
热
、
口
鼻
生

瘡
、
牙
齦
蝕
爛
等
者
、
冝
與
蘆
薈
丸
、

　

蘆
薈
丸
【
外
科
正
宗
】　

胡
聯　

王
連　

芦
蘆　

白
蕪
荑
人　

青
橘
皮

　

白
雷
丸
【
各
一
両
】　

麝
香
【
一
戔
】　

南
木
香
【
三
戔
】　

右
九
味

　
　

研
末
蒸
餅
糊

　

丸
如
广
子
大
毎
服
一
戔
空
心
清
米
湯
送
下

下
疳
瘡
諸
薬
不
效
者
、
冝
鶏
肉
散
、

　

鶏
肉
散　

莎
結
【
一
斤
為
末
】　

廣
東
薓
【
一
両
為
末
】　

右
二
味
以

　

酷
酒
相
和
作

　

餅
子
鶏
大
者
一
隻
厺
羽
皮
筋
骨
腸
喙
搗
碎
包
褁
餅
子
蒸
半
日

　

厺
肉
丸
梧
桐
子
大
毎
服
七
十
丸
白
湯
下
煮
蒸
肉
食
之
為
妙

［
八
丁
表
頭
欄
一
三
行
目
］

六
［
八
丁
裏
］

前
陰
瘡
用
遊
軍
竒
良
薫
薬
洗
點
之
類
、
不
治
者
往
々
有
之
、
其
為
證

也
亀
頭
潰
爛
尿
後
瘡
口
而
出
、
或
外
皮
蝕
爛
漸
及
莖
心
、
或
外
皮
全
、

而
内
蝕
欲
盡
、
至
此
等
諸
症
、
医
束
手
無
策
、
居
然
待
斃
矣
、
或
類
投
攻

撃
之
剤
、
功
斧
脾
胃
、
則
気
短
促
、
骨
蒸
下
利
、
脈
弦
数
、
如
舌
上
貼
白
沙
、

胃
絶
之
患
作
、
而
竟
以
就
木
―
香
、
攻
撃
之
薬
実
殺
之
、
而
人
竟
不
知
也
、
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医
無
竟
不
悟
也
、
悲
也
哉
、
雖
征
者
不
可
追
、
而
来
者
猶
可
求
也
、
此
其

受
毒
深
則
肌
肉
夛
死
、
瘡
口
不
收
、
故
當
収
功
于
荏
苒
之
後
、
功
不
可

責
效
於
倉
卒
之
間
、
且
毒
深
躰
虚
則
非
草
根
木
皮
、
所
能
駕
馭
者
、
冝

食
鶏
肉
兼
用
仙
遺
糧
湯
、
鶏
肉
固
能
治
悪
瘡
、
長
肌
肉
活
血
、
草
根
木

皮
之
淡
味
、
鳥
能
及
焉
、
如
用
之
輕
者
、
不
満
十
隻
而
愈
、
重
者
従
二
十

隻
、
至
三
十
隻
、
然
後
可
穫
全
效
、

　
　

ヌ

疣
痔

［
八
丁
裏
頭
欄
五
行
目
］

香
者
之
誤

［
九
丁
表
］

肛
門
生
悪
肉
、
或
非
瘻
、
而
臼
陥
、
臭
膿
出
無
乾
者
、
走
撃
丸
主
之
、

婦
人
陰
中
生
疣
痔
、
俗
謂
之
筍
瘡
、
断
絶
點
千
金
散
、
調
服
竜
膽
瀉
肝

湯
則
愈
、

　
　

ル

便
毒

便
毒
者
以
外
治
為
主
、
内
療
次
之
、
故
不
詳
具
於
茲
、
魚
口
便
毒
騎
馬

癰
横
痃
等
證
、
初
起
未
成
膿
者
、
先
與
敗
毒
散
、
膿
出
口
不
收
者
、
可

調服
内
托
散
、

　

荊
防
敗
毒
散　

羌
活　

獨
活　

前
胡　

柴
胡　

芎
藭　

枳
売

　

桔

―

梗　

伏
苓　

廣
薓　

屏
風　

荊
穂
【
各
等
分
】　

甘
艸
【
减
半
】

　

右
水
煎
温
服

　

黄
耆
内
托
散　

芎
藭　

文
無　

黄
耆
【
各
二
戔
】　

和
朮　

銀
花

　

花
粉　

皀
角
子
【
各
一
戔
】　

鵠
瀉　

甘
屮
【
各
五
分
】

［
九
丁
表
頭
欄
九
行
目
］

桔
［
九
丁
表
頭
欄
一
三
行
目
］

七
［
九
丁
裏
］

　

右
九
味
水
煎
食
前
服

便
毒
初
起
不
紅
者
、
冝
下
之
、
巴
豆
丸
主
之
、

　

老
陽
子
丸　

老
陽
子
【
厺
皮
三
戔
】　

黄
老
【
四
戔
】　

鶏
舌
香
【
二
戔
】　

　
　

鹽
梅
肉
【
焼
灰
】

　

【
一
戔
】　

竹
茹
【
一
戔
】　

芎
藭　

沉
水
香
【
各
五
分
】　

遊
軍
【
炒

　

  

五
分
】

　

右
八
味
糊
丸
赤
豆
大
白
湯
送
下

　
　

ヲ

楊
梅
瘡

楊
梅
瘡
冝
走
撃
丸
方
出
前
、

楊
梅
瘡
及
諸
悪
瘡
冝
鼹
巤
丸
、

　

鼹
巤
丸　

珍
珠
【
二
分
】　

遊
軍
【
炒
】　

黄
老
【
各
二
戔
】　

赤
小

　
　

豆
【
五
戔
】

　

鼹
巤
【
焼
存
性
二
戔
】　

右
五
味
為
末
、
糊
丸
、
毎
服
十
丸
、
日
三
白
湯

　

送
下
、

楊
梅
瘡
通
身
布
滿
無
隙
地
者
、
冝
薫
薬
、

［
一
〇
丁
表
］

　

薫
薬　

辰
砂
【
一
戔
】　

百
屮
霜
【
二
両
】

　

右
紙
包
分
作
七
條
黙
火
毎
吹
薫
一
條
春
冬
用
爽
被
夏
秋
用
單

　

被
盖
之
不
可
出
気
要
口
含
水
水
温
即
吐
出
不
可
呑
下

　

又
方　

水
銀　

珍
珠　

沉
香　

百
艸
霜
【
各
一
戔
】　

陳
艾
【
一
両
半
】
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右
齅
法
同
前

　
　

ワ

骨
節
痛
【
附
痼
痾
胸
痛
】

五
宝
丹　

鼹
巤
丸　
　

共
方
出
前

下
疳
便
毒
楊
梅
瘡
骨
節
疼
痛
、
日
久
腐
爛
臭
敗
不
堪
聞
者
或
咽
喉

唇
鼻
破
爛
、
諸
薬
不
效
者
冝
竜
脂
珍
珠
丸
、

　

竜
脳
珍
珠
丸　

干
葛　

黄
老
【
各
二
戔
】　

芎
藭
【
一
戔
半
】　

妬
婦　

黄
聯

　

孩
児
茶
【
各
一
戔
】　

鶏
舌
香
【
六
分
】　

菌
桂
【
七
分
】　

遊
軍
【
炒

　

三
分
】　

甘
松
【
二
分
半
】

　

鼹
巤
【
六
分
】　

阿
僊
薬
【
一
戔
】　

珍
珠　

竜
脳
【
各
三
分
】

［
一
〇
丁
頭
欄
一
三
行
目
］

　

八

［
一
〇
丁
裏
］

　

右
十
四
味
研
極
末
為
丸
梧
桐
子
大
白
湯
送
下

痼
疾
骨
節
疼
痛
、
腰
脚
痿
弱
者
、
冝
酒
剤
、

　

菌
桂　

牛
膝　

餘
容　

石
蜜

―

糖　

蝮
蛇　

山
椒

　

右
六
味
各
五
銭
納
酒
一
升
浸
十
四
日
厺
滓
適
寒
温
飲
之
以
醉

　

爲
度

楊
梅
瘡
筋
骨
疼
痛
、
服
遊
軍
、
而
年
久
不
愈
者
、
冝
僊
酒
剤

　

威
霊
仙
【
三
斤
】　

右
水
酒
十
瓶
封
煮
厺
滓
遂
日
飲
之
以
愈
為
度

楊
梅
瘡
筋
骨
疼
痛
者
、
冝
草
薢
加
遊
軍
湯
、
【
方
出
于
後
】
毒
気
上
逆

胸
痛
者
、

冝
寛
膈
湯
、

　

寛
膈
湯　

桑
白
皮　

朮　

半
夏　

黄
連　

甘
屮　

橘
皮

　

伏
苓
【
各
一
戔
】　

正
坐　

遊
軍
【
各
一
分
半
】　

虚
損
者
加
廣
參

　

右
九
味
水
煎
食
前
温
服

［
一
〇
丁
裏
頭
欄
三
行
目
］

蜜
［
一
一
丁
表
］

　
　

カ

項
強
痛

頸
項
強
痛
不
能
顧
眄
者
、
回
首
散
主
之
、
加
遊
軍
効
瞼
尤
速
矣
、
禀
賦

素
弱
脾
胃
虚
損
之
人
、
冝
草
薢
湯
方
中
加
遊
軍
、
兼
用
補
剤
、

　

回
首
散　

烏
薬　

橘
皮
【
各
二
戔
】　

麻
黄　

芎
藭　

香
芷　

桔
梗

　

枳
売
【
各
一
戔
】　

老
姜
【
炮
】　

彊
蚕
【
各
五
□
分
】　

独
活　

木

　

瓜　

羌
活
【
各
一
戔
】

　

甘
艸
【
三
分
】　

生
姜　

大
棗
【
各
一
戔
半
】　

右
水
煎
温
服

頸
項
強
痛
脾
胃
実
壯
者
鼹
巤
丸
主
之

　
　

ヨ

悪
核
瘰
癧

頸
下
生
梅
瘡
、
瘰
々
如
梅
李
核
、
或
作
瘻
瘡
者
鶏
肉
散
主
之
、

惡
結
核
瘻
瘡
、
鼹
巤
丸
主
之
妙
、

　
　

タ

疥
瘡

疥
瘡
者
梅
瘡
唇
歯
相
隣
而
毒
気
稍
輕
、
在
於
皮
表
不
及
肉
中
、
無
論

［
一
一
丁
表
頭
欄
一
三
行
目
］

九
［
一
一
丁
裏
］

筋
骨
、
然
投
攻
撃
之
剤
、
元
気
受
傷
則
引
入
肉
及
筋
骨
、
而
作
攣
痛
或

変
作
癬
瘡
、
作
癜
風
、
作
鵝
掌
風
、
或
作
下
疳
、
作
便
毒
、
或
作
腫
満
、
而
胸

腹
張
痛
毒
気
衝
心
、
其
害
不
可
勝
数
矣
、
故
特
毒
而
出
之
、
須
内
用
不

換
金
、
外
湯
浴
以
後
容
調
治
、
此
太
無
一
失
之
術
也
、



15

　

不
換
金
正
氣
散　

厚
朴　

橘
皮　

半
夏　

藿
香　

蒼
述
【
各
一
戔
半
】

　

甘
屮
【
二
分
半
】　

生
姜
【
一
戔
】　

右
水
以
二
鐘
煮
取
一
鐘
去
滓
温
服

　

湯
浴
方　

竒
良
【
十
五
戔
】　

忍
冬
【
四
十
戔
】　

硫
黄
【
十
二
戔
】　

　

天
花
粉
【
二
十
四
戔
】

　

水
硫
黄
【
同
上
】　

芎
藭　

黄
良
【
各
十
二
戔
】　

荊
芥
穂
【
四
十
戔
】　

　

右
八
味
以
長

　

流
水
煎
、
浴
日
二
三
次
、
勿
令
水
替
、
以
古
為
佳
、
若
疥
瘡
稠
蜜
、
手
足

　

張
痛
者
、
與
荊
防
敗
毒
散
、
而
施
湯
溶
、
若
浮
腫
、
尿
不
利
者
、
赤
小
豆

　

湯
主
之
、
浮
腫
消
、
尿
利
而
後
湯
浴
、
可
以
調
治
、
此
方
極
妙
、
未
嘗
有

　

十
日
之
内
、
不
奏
效
者
、

［
一
二
丁
表
］

　

赤
小
豆
湯　

赤
豆
【
炒
】　

馬
尾
帰　

商
陸　

澤
瀉　

連
尭　

勺
薬

　

防
己　

猪
苓　

桒
白
皮　

牛
滕
【
各
半
両
】　

生
姜
五
尾
温
服
热
甚

　

者
加
犀
角
無
得

鵞
掌
風
者
冝
薫
薬
、
前
楊
梅
瘡
冂
中
八
味
薫
薬
方
中
加
木
香
一
銭
、

分
為
十
紙
包
、
作
橪
子
黙
火
薫
掌
中
、
塞
鼻
竅
勿
令
気
入
鼻
、

　
　

レ

下
利

毒
気
停
著
脾
胃
、
作
下
利
百
薬
不
效
者
、
冝
保
土
田
、

　

保
土
田　

竒
良
【
一
両
為
末
】　

石
蜜
糖
【
一
両
為
末
】　

大
蒜
【
一
斤
】

　

右
大
蒜
以
清
酒
六
升
煮
一
日
一
夜
作
膏
内
竒
良
石
蜜
末
撹
令

　

相
得
空
心
白
湯
送
下

　
　

ソ

積
聚

毒
気
欝
結
作
腹
痛
諸
薬
不
應
者
、
冝
竒
良
丸
、

［
一
二
丁
表
頭
欄
一
三
行
目
］

十
［
一
二
丁
裏
］

　

竒
良
丸　

竒
良　

甘
屮
【
等
分
】　

右
為
末
蜜
丸
如
弾
子
大
、
以
大

　

麥
粥
汁
調
服
、
三
丸
日
三
、

　

又
方　

鼹
巤
一
味
煆
烟
盡
研
極
末
好
酒
下
一
銭

　
　

ツ

黄
癉

毒
気
積
於
脾
胃
久
、
而
不
散
形
為
土
色
者
、
冝
此
丸
、

　

黄
老
【
二
戔
半
】　

竜
脳
【
三
戔
】　

礬
石
【
煆
】　

竒
良
【
各
十
戔
】

　

右
為
末
糊
丸
梧
子
大
毎
服
三
十
丸
空
心
大
麥
汁
送
下

　
　

子

咳
嗽

咽
中
痒
蝕
作
咳
嗽
者
、
甘
艸
桔
梗
湯
加
薔
薇
根
竒
良
煎
服
甚
竒
效
、

此
症
稀
所
有
冝
辨
明
以
投
剤
矣
、

　

甘
艸
桔
梗
湯　

甘
艸　

桔
梗
【
等
分
】　

加
薔
薇
根
竒
良
【
各
等
分
】

　

右
四
味
水
煎
温
服

［
一
三
丁
表
］

　
　

ナ

口
舌

咽
中
突
出
悪
内
者
、
先
刺
出
血
、
阿
仙
薬
同
青
黛
末
塗
之
、
而
用
遊
軍
丸
、

　

遊
軍
丸　

遊
軍
【
炒
口
傳
一
戔
】　

小
麥
末
【
為
末
十
五
戔
】　

鼹
巤

　

【
焼
灰
十
五
戔
】

　

右
三
味
以
棗
肉
為
丸
梧
子
大
毎
服
十
丸
日
日
三
此
丸
加
入
煎

　

湯
則
従
三
丸
至
四
五
丸
為
妙

咽
喉
腫
爛
懸
壅
垂
壊
墜
者
、
冝
鼹
巤
丸
、

懸
癰
垂
破
爛
頑
顙
作
竅
臭
膿
流
出
者
、
冝
竜
脳
珍
珠
丸
、

緑
梅
瘡
舌
不
仁
不
知
味
、
作
孔
竅
者
加
焼
針
則
愈
、
然
世
總
為
舌
疽
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即
棄
而
不
療
、
不
亦
大
誤
乎
、
適
雖
知
結
毒
、
而
用
遊
軍
竒
良
之
類
、
原

非
内
治
所
與
未
一
其
效
、
或
為
心
脾
二
經
之
実
火
、
頻
授
寒
涼
及
攻

撃
之
剤
、
而
省
不
胃
気
損
傷
、
則
他
症
競
作
而
竟
以
告
死
者
不
可
勝

［
一
三
丁
表
頭
欄
一
三
行
目
］

十
一

［
一
三
丁
裏
］

数
矣
、
非
為
加
焼
針
、
則
便
斯
人
不
除
斯
痾
、
誠
冝
識
之
、

　

用
焼
針
法　

以
阿
仙
薬
敷
舌
上
加
昆
布
於
其
上
焼
針
入
水
直

　

取
熨
昆
布
上
以
知
熱
為
度
如
此
日
二
三
次

　
　

子

脳
漏
鼻
渕

鼻
流
黄
汁
穢
膿
、
點
々
滴
々
有
臭
気
者
、
草
薢
湯
陪
加
辛
夷
用
之
、
非

毒
気
而
清
涕
流
出
者
、
属
肺
臓
虚
寒
不
可
混
同
矣
、
【
方
出
于
後
】

　
　

ナ

甘
聾

上
衝
頭
痛
甘
嗚
聾
者
、
冝
草
薢
湯
、

甘
聾
者
冝
竜
脳
珍
珠
丸
、
方
出
于
前
、

毒
気
上
攻
両
甘
聾
者
、
冝
此
一
方
、

　

黎
蘆　

枯
礬　

等
分
為
末
少
吹
入
鼻
中
清
涕
流
出
一
二
升
乃

　

可
奏
效
、

［
一
四
丁
表
］

上
焦
熱
実
、
甘
内
生
膿
、
或
耳
鳴
而
聾
者
、
冝
防
通
下
風
上
聖
散
、

　

防
風
通
聖
散　

防
風　

當
帰　

芎
藭　

蒋
離　

連
尭
【
各
四
分
】　

　

述
【
三
分
】

　

茇
苛　

麻
黄　

黄
老　

馬
牙
硝
【
各
四
分
】　

石
羔　

桔
梗　

黄
文

　

【
各
八

　

分
】　

巵
子
【
三
分
】　

荊
芥
【
三
分
】　

膋
石
【
二
戔
四
分
】　

甘
艸
【
一

　

銭
】　

右
水
煎
温
服

　
　

ラ

眼
目

眼
目
紅
紫
、
如
轉
砂
石
、
而
痛
不
能
開
者
、
地
衣
竜
膽
湯
主
之
、
加
遊
軍

丸
妙
、
功
成
風
眼
不
可
授
敗
毒
散
之
類
、
夛
致
失
明
、
風
眼
用
此
湯
、
無

致
失
明
両
戒
之
、

　

地
衣
竜
胆
湯　

大
黄　

黄
連　

黄
芩　

当
帰　

細
幸　

芣
苡

　

不
死
麯　

竜
膽
【
各
等
分
】　

水
煎
服

翳
膜
遮
蔽
、
而
不
能
視
者
、
冝
脳
珍
珠
丸
、【
方
于
出
前
】
瘡
毒
入
眼
赤
腫
、
卒

暴
疼
痛
不
可
忍
者
、
急
以
老
阳
丸
可
下
之
、
緩
則
至
於
喪
明
、
【
老
陽

子
丸
方
出
于
前
】

［
一
四
丁
表
頭
欄
一
三
行
目
］

十
二

［
一
四
丁
裏
］

眼
胞
腐
爛
者
、
與
防
風
通
聖
散
、
或
芎
黄
加
遊
軍
丸
湯
、
或
散
結
湯
無

得
、

　

芎
黄
加
遊
軍
丸
湯　

芎
藭　

黄
老
【
各
一
戔
半
】　

遊
軍
丸
【
二
分
】

　

右
水
煎
服

眼
目
紫
黒
色
疼
痛
、
防
風
通
聖
散
主
之
、
鼹
巤
丸
亦
佳
、

　
　

ム

頭
痛

毒
気
上
攻
頭
痛
者
、
草
薢
湯
主
之
、

　

草
薢
湯　

草
薢
【
十
八
戔
】　

銀
花
【
三
戔
】　

辛
夷　

防
風　

玄
参

　

芎
藭　

天
麻　

烏
頭　

蔓
荊
実
【
各
五
戔
】　

燈
心
草　

茗
茶
【
各

　

三
分
】
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水
煎
温
服
此
方
極
妙
不
惟
〇
用
之
瘡
毒
頭
痛
瘡
凢
頭
痛
皆
可
用

瘡
毒
頭
痛
脾
胃
壮
実
者
、
冝
防
風
通
聖
散
、
無
三
黄
加
竒
良
芎
藭
、
或

走
撃
丸
佳
也
、

［
一
五
丁
表
］

　
　

ウ

頭
瘡

頭
面
瘡
者
、
冝
散
結
湯
、

　

散
結
湯　

厚
朴　

橘
皮　

蒼
朮　

防
風　

黄
良　

芎
藭

　

蒿
本　

甘
屮
【
各
等
分
】　

水
煎
服

頭
面
瘡
、
日
久
破
潰
臭
敗
不
可
當
、
加
之
元
気
虚
揁
、
或
薬
餌
傷
脾
者
、

益
気
湯
加
半
夏
茯
苓
金
銀
花
可
用
之
、
衞
和
栄
調
、
則
自
落
痂
得
全

也
、
不
可
投
攻
撃
之
剤
、
不
惟
病
不
愈
、
恐
傷
敗
矣
、

　

補
中
蓋
気
湯　

黄
耆
【
一
戔
五
分
】　

廣
薓　

甘
草
【
各
一
戔
】　

橘

　

皮　

朮

　

当
帰　

紫
胡
【
各
五
分
】　

升
麻
【
三
分
】　

右
八
味
水
煎
温
服

頭
面
瘡
用
補
中
益
気
湯
、
升
下
陥
之
気
、
猶
未
能
落
痂
者
、
四
物
湯
八

物
湯
之
類
、
冝
補
血
、

　

四
物
湯　

當
帰　

地
黄
【
各
三
戔
】　

芎
藭　

芍
薬
【
各
一
戔
五
分
】　

　

加
金
銀
花

［
一
五
丁
表
頭
欄
一
三
行
目
］

十
三

［
一
五
丁
裏
］

荊
芥
連
尭
尤
妙

　

八
物
湯
於
四
物
方
内
加
薓
述
茯
甘
艸
【
各
二
銭
】

頭
面
瘡
者
、
走
撃
丸
、
或
齅
薬
、
或
珍
珠
丸
、
隨
症
撰
用
、
小
児
頭
瘡
、
散
結

湯
加
厺
黄
老
加
銀
花
調
服
、
格
注
草
焼
為
灰
、
和
香
油
敷
瘡
上
、

　
　

井

箴

大
凢
嬰
孺
頭
瘡
、
由
為
母
者
不
慎
也
、
姙
娠
之
時
妄
貪
會
合
、
穢
毒
襲

児
頭
、
而
使
頭
面
生
瘡
、
經
歳
月
不
治
、
甚
者
至
於
眉
髪
脱
落
、
眼
目
赤

腫
、
晴
翳
失
明
、
傷
哉
豈
謂
人
不
如
畜
類
、
可
乎
哉
利
牝
馬
之
貞
者
、
易

坤
之
辞
也
、

　
　

ノ

発
熱

大
凢
緑
梅
瘡
発
热
者
以
下
数
方
可
撰
用
、

　

走
撃
丸　

敗
毒
散
加
遊
軍
丸　

補
中
益
気
湯　

四
物
湯

［
一
六
丁
表
］

　

八
物
湯　

芦
會
丸　

共
方
出
于
前

　

升
陽
散
火
湯　

升
麻　

葛
根　

羗
活　

獨
活　

芍
薬　

人
参

　

【
各
五
戔
】　

柴
胡　

防
風　

甘
艸
【
各
三
戔
】　

右
水
煎
温
服

五
蒸
湯　

参　

黄
芩　

知
母　

地
黄　

葛
根　

石
羔　

粇
来

　

麥
冂
【
各
等
分
】　

小
麥
米
【
一
撮
】　

甘
艸
【
減
半
】　

右
水
煎
温
服

　

加
味
逍
遥
散　

芍
薬
【
一
朮
】　

柴
胡　

茯
苓　

當
帰　

甘
屮
【
各
一

　

銭
】　

牡
丹
皮　

建
巵
子
【
各
六
分
】　

右
水
煎
温
服

　

竜
脳
珍
珠
丸
【
方
出
于
前
】

　
　

オ

膩
粉
毒

當
遊
軍
毒
発
热
悪
寒
、口
内
腐
者
、冝
此
湯
、沈
杳
【
三
分
】　

甘
屮
【
二
分
】

　

竒
良
【
五
戔
】　

當
帰　

地
黄
【
各
一
戔
二
分
】　

茯
苓　

黄
文　

黄

　

聯　

杜
仲

【
各
一
戔
】

［
一
六
丁
表
頭
欄
一
三
行
目
］
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十
四

［
一
六
丁
裏
］

當
遊
軍
毒
幾
欲
死
者
、
冝
此
湯
、

　

人
中
黄　

廣
東
参
【
各
等
分
】　

右
水
煎
貯
口
中
数
換
之

　
　

ク

附
錄

有
黴
瘡
秘
録
者
、
近
年
行
于
世
、
余
初
信
此
書
、
製
生
々
乳
毒
薬
、
用
之

甚
賊
人
、
而
以
為
余
術
之
不
神
與
、
九
韶
有
杜
撰
與
、
益
取
此
書
、
研
窮

迺
有
知
九
韶
杜
撰
、
矛
盾
投
書
於
地
、
取
筆
毎
章
駁
正
、
名
曰
駁
黴
瘡

秘
録
、
訂
正
未
完
、
故
不
上
棗
、
此
書
挙
其
大
概
也
、
世
之
憒
々
然
學
九

韶
之
輩
、
為
對
病
圖
利
好
名
為
怪
者
、
以
余
常
所
戒
子
弟
之
毉
則
書

示
之
、

黴
瘡
新
書
終

［
一
七
丁
表
］

黴
瘡
要
錄
上

　
　
　
　
　
　
　
　

常
陸
笠
間　

不
羨
寺
尾
隆
純
胤
述

　
　

經
驗

薛
已
龍
胆
瀉
肝
湯　

下
疳
便
毒
腫
痛
小
便
滞
渋
者

　

芣
苢　

通
艸　

地
黄　

妬
婦
【
黄
芩
】　

文
蕪
【
当
皈
】　

巵
子　

鵠
瀉

　

甘
艸　

竜
胆　

右
九
味
或
加
黄
良

菅
八
味
鮮
毒
湯　

下
疳
初
起
尿
道
痛
爛
出
膿
汁
者

　

地
黄　

文
無　

蕪
弓　

餘
容
【
芍
薬
】　

羊
鮮　

忍
冬　

銀
花

　

通
屮　

右
八
味
水
煎
服

黄
文
湯　

楊
梅
瘡
骨
節
疼
痛
手
足
不
得
挙
頭
痛
発
热
大
便
秘
渋

　

者　

黄
文　

黄
聯　

建
巵　

乾
葛　

蕪
芎　

餘
容　

銀
花

　

通
屮　

香
芷　

蕺
菜　

土
茯
苓　

右
十
一
味
煎
服

［
一
七
丁
表
七
行
目
頭
欄
］

京
師
カ
聖
寺

宮
内
菅
隆
朝

［
一
七
丁
裏
］

法
律
人
参
湯　

黴
瘡
頭
痛
甚
者

　

黄
文　

人
参　

文
無　

餘
容　

芎
藭　

桂
枝　

羗
活　

蕗
屮

　

代
赭
石　

或
加
地
髓
紅
藍
花
桃
仁　

右
九
味
水
煎
温
服

黒
澤
黄
良
一
轉
丸　

結
毒
骨
節
疼
痛
者

　

黄
良
【
五
戔
】　

老
陽
子
【
二
戔
】　

一
轉
【
二
戔
】　

礬
石
【
一
戔
】　

　

右
四
味
為
末
糊
丸

　

麻
子
大
毎
服
十
五
丸
日
二

旭
山
觧
毒
湯　

陰
具
生
瘡
或
腐
爛
出
膿
汁
或
骨
節
疼
痛
者

　

銀
花　

牛
膝　

通
艸　

桂
枝　

黄
蓍　

芎
藭　

当
皈　

蒼
述

　

伏
苓　

黄
良　

檞
皮　

甘
屮　

右
十
二
味
水
煎
服

旭
山
大
下
丸　

王
聯
【
六
戔
六
分
】　

妬
婦
【
十
八
戔
】　

黄
良
【
十
六
戔
】　

　

老
陽
子
【
三
戔
六
分
】

　

甘
遂
【
一
戔
】　

蜜
香
【
四
戔
五
分
】　

青
黛
【
一
戔
六
分
】　

廣
東

　
薓
【
二
戔
三
分
】　

右
八
味
為
末

　

糊
丸
毎
服
二
十
丸
如
麻
子
大

［
一
七
丁
裏
頭
欄
四
行
目
］

久
世
矦
侍
医
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黒
澤
松
益

［
一
七
丁
裏
頭
欄
七
行
目
］

旭
山
戸
田
斉

［
一
八
丁
表
］

管
解
毒
湯　

瘡
毒
入
眼
為
赤
色
曰
盲
者
夲
出
伊
澤
家

　

生
地
髓　

□
通
藤　

馬
尾
歸　

白
羊
鮮　

黒
玄
参　

若
梗
梗

　

鷹
爪
聯　

錦
大
黄　

連
尭
子　

忍
冬
藤　

生
汾
屮　

右
十
一

　

味
水
煎
服
隨
症
玄
参
代
周
升
麻

刈
谷
苦
辛
丸　

下
疳
腐
爛
或
痼
疾
骨
節
疼
痛
者

　

苦
辛
【
五
戔
】　

苦
棟
根
皮
【
十
戔
】　

鷓
胡
菜
【
三
戔
】　

膩
彩
【
一

　

戔
五
分
】　

括
楼
根
【
三
戔
】

　

右
五
味
為
末
糊
丸
如
麻
子
大
竒
良
百
六
十
銭
分
為
七
一
日
一

　

服
以
水
一
升
煮
取
五
合
厺
滓
又
以
水
五
合
煮
滓
取
二
合
半
以

　

汁
下
丸
日
五
分

蛇
床
子
湯　

下
疳
洗
薬　

蛇
床
子　

荊
芥
穂　

尾
歸　

黄
聯

　

妬
婦　

地
髓　

枯
礬　

右
七
味
水
洗
下
煎
上

不
羨
下
疳
洗
薬
方　

甘
菊
花　

荊
芥
穂　

紅
藍
花　

右
三
味
水

［
一
八
丁
表
頭
欄
五
行
目
］

刈
谷
昌
敬

［
一
八
丁
裏
］

　

煎
適
寒
温
徐
々
洗
之

佐
井
膩
粉
剤　

黴
瘡
痼
疾

　

一
轉
【
二
戔
】　

黄
良
【
二
戔
】　

赤
小
豆
【
五
戔
】　

鼹
巤
霜
【
二
戔
】

　

右
四
味
治
下
節
粳
米
糊
丸
以
辰
砂
為
衣
以
黄
良
【
一
戔
五
分
】　

芎

　
藭
【
一
戔

　

五
分
】　

竒
良
【
四
戔
】
煎
汁
七
日
服
盡

四
旾
五
寳
丹　

諸
結
毒
骨
疼
不
已
或
咽
喉
腐
爛
目
赤
耳
鳴
頭
眩

　

不
能
行
歩
者　

鐘
乳
石
【
六
分
】　

琥
珀
【
三
分
】　

龍
脳
【
一
分
】　

　

珍
珠
【
五
分
】

　

朱
砂
【
二
分
】　

飛
白
麪
【
三
戔
】
右
六
味
為
末
研
調
竒
良
二
十
銭
以
水

　

一
升
二
合
煮
至
六
号
去
滓
三
分
取
二
合
内
散
二
分
空
心
服
日

　

三
以
知
為
度
禁
鹽
酢
五
辛
臭
悪
等
物

東
洋
鮮
毒
湯　

瘡
毒
骨
節
疼
痛
者　

金
銀
花
【
二
戔
】　

芎
藭
【
一
戔
】

　

木
瓜
【
一
戔
】　

黄
良
【
一
戔
】　

薏
苡
仁
【
一
戔
五
分
】　

竒
良
【
四

　

戔
】　

右
六
味
水
煎
服

［
一
八
丁
裏
頭
欄
二
行
目
］

佐
井
定
策

［
一
九
丁
表
］

東
洞
前
七
宝
丹　

瘡
毒
痼
疾
骨
節
疼
痛
者

　

牛
膝
【
二
戔
】　

膩
粉
【
二
戔
】　

竒
良
【
一
戔
】　

鶏
舌
香
【
五
分
】　

　

黄
良
【
八
分
】

　

右
五
味
為
末
糊
丸
朝
夕
四
分
送
下

東
洞
後
七
寳
丹
用
前
方
三
日
后
與
之

　

老
陽
子
【
七
分
】　

鶏
舌
香
【
二
分
半
】　

錦
黄
良
【
四
分
】

　

右
三
味
為
末
糊
丸
朝
夕
五
分
送
下

吉
益
膩
粉
剤　

瘡
毒
温
病
久
年
者
有
瘡
無
瘡
骨
節
痛
手
足
不
遂

　

者　

牛
膝
【
二
戔
黒
妙
色
】　

膩
粉
【
二
戔
】　

竒
良
【
一
戔
五
分
】　

　

鶏
舌
【
五
戔
】　

大
黄
【
四
分
】

桔
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右
五
味
為
末
粳
米
糊
丸
六
日
間
服
之
盡
至
七
日
服
后
方

　

三
物
巴
豆
丸　

鶏
舌
香
【
二
分
五
厘
】　

錦
大
黄
【
四
分
】　

老
陽
子

　

【
七
粒
連
皮
紙
包
打
碎
】

　

【
火
炙
去
油
】
右
三
味
為
末
糊
丸
至
第
七
日
三
服
之
凢
此
剤
要
計
大
人

　

小
児
強
弱
病
輕
重
而
用
焉
至自

七
八
分
至
八
九
分
△
有
瘡
者
忌

［
一
九
丁
裏
］

塞
疵
也
至
愈
日
可
以
塩
湯
洗
浴
△
疵
口
痕
者
以
塩
湯
洗
禁
酒　

　

餅
生
魚
生
菜
豆
辛
物
等
物
五
旬
殊
忌
魚
肉
犯
者
毒
発
不
治
服

　

後
方

　

觧
毒
湯　

竒
良
【
五
戔
】　

鵠
瀉
【
二
戔
五
分
】　

桂
枝
【
二
戔
半
】　

　

芎
藭
【
二
戔
五
分
】

　

右
四
味
以
水
四
合
煮
取
二
合
温
服

瓊
浦
陳
道
庸
蒸
黴
瘡
骨
節
疼
痛
者

　

樟
脳
【
二
戔
】　

好
酒
【
五
合
】　

鶏
卵
【
二
枚
】　

飛
白
麪
【
三
合
】

　

右
四
味
煮
文文

火
傅
綿
面
貼
痛
處
極
熱
為
冝

梅
肉
圓　

一
切
瘡
此
二
字
愆
字毒
黴
瘡

　

黒
丑
【
二
戔
】　

竹
茹
【
一
戔
】　

一
轉
【
一
戔
】　

塩
梅
肉
【
一
顆
】

　

右
四
味
為
末
糊
丸
以
茶
末
為
衣
毎
服
三
分
日
三
白
湯
送
下
尽

　

一
剤
後
服
備
急
四
五
分
穢
物
當
大
下
凢
施
剤
必
不
尽
一
剤
隨

［
二
〇
丁
表
］

　

病
者
強
弱
輕
重
夛
少
量
之
用
後
方
亦
夛
少
遲
速
隨
時
冝
凢
此

　

薬
后
口
中
爛
者
含
薬
自
立
愈
此
方
尤
峻
烈
慎
勿
過
用

　

煙
薫
方
一
切
黴
瘡
凝
聚
上
部
者

　

大
麻
稭
【
五
戔
焼
為
霜
阿
佐
加
羅
】　

朱
砂
【
二
戔
】
右
二
味
研
匀

　

以
紙
為
管
長
八

　

寸
以
薬
末
納
其
中
捻
其
両
端
【
作
紙
管
法
以
紙
條
轉
一
寸
糊
其
一
邉

　

手
舗
地
上
糊
処
向
外
択
作

　

管
圍
二
分
許
頭
未
均
斉
者
為
模
以
糊
邉
之
一
角
鈄
粘
管
末
因

　

輾
菅
令
焼
起
紙
邉
糊
處
逐
管
管
轉
自
貼
合
而
起
此
法
甚
良
也
】

　

以
紙
管
植
於
爐
―
上
中
火
於
管
頭
以
紙
方
幅
五
寸
者
巻
之
令
上

　

梢
孔
寛
如
竹
筍
形
以
寛
處
冒
覆
於
管
上
病
人
口
中
含
水
以
巻

　

紙
窄
處
挿
入
鼻
孔
以
氣
吸
其
煙
数
吐
其
水
更
含
新
水
日
一
夜

　

一
左
右
各
一
管
凢
此
法
無
含
口
中
爛
也

　

蕗
草
湯　

服
粉
剤
后
口
中
瘇
爛
者　

蕗
草
【
二
戔
】　

青
黛
【
一
戔
五
分
】

　

金
銀
花
【
三
戔
】　

右
五
味
呂
水
六
合
煎
取
三
合
数
噙
之
立
驗

［
二
〇
丁
表
頭
欄
六
行
目
］

斜
［
二
〇
丁
表
頭
欄
七
行
目
］

上
当
作
火

［
二
〇
丁
裏
］

防
風
通
聖
散　

楊
梅
瘡
骨
節
疼
痛
或
耳
嗚
頭
痛
或
亀
頭
有
疵
者

　

香
月
牛
山
常
用
奏
效　

防
風　

芎
藭　

昄
尾　

餘
容　

連
尭

　

麻
黄　

大
黄　

芒
硝　

石
羔　

桔
梗　

茇
苛　

白
朮　

黄
文

　

建
巵　

荊
芥　

滑
石　

甘
屮　

右
十
七
味
水
煎
温
服
兼
用
大

　

下
丸

忍
冬
大
黄
湯　

下
疳
便
毒
悉
主
之　

蝉
退
脱
【
三
戔
】　

露
蜂
房
【
三
戔
】

　

忍
冬
藤　

錦
大
黄　

金
銀
花
【
各
一
戔
】
右
五
味
水
煎
服

小
石
虎
杖
根
湯　

下
疳
便
毒
不
膿
潰
者
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虎
杖
根
【
八
分
】　

金
銀
花
【
一
戔
】　

錦
大
黄
【
二
戔
】
右
三
味
水
煎
服

四
物
觧
毒
湯　

諸
結
毒
者　

銀
花
【
一
戔
】　

蕺
菜
【
五
分
】　

芎
藭
【
六
分
】

　

黄
良　

右
四
味
水
煎
服
或
加
荊
芥
穂
妙

玉
凾
丹　

諸
結
毒
為
諸
症
者　

水
銀　

芒
硝　

緑
礬
【
各
二
戔
】

［
二
〇
丁
裏
頭
欄
八
行
目
］

京
師
小
石
元
俊

［
二
一
丁
表
］

　

戎
塩
【
五
分
】　

棗
肉
【
五
戔
】
右
五
味
合
搗
和
調
一
丸
一
分
以
蜜
蝋
為

　

衣
服
五
丸
白
湯
下

九
僊
丹　

黴
毒
便
毒
下
疳
爛
臭
潰
不
堪
忍
者

　

皀
莢
霜
【
二
戔
】　

蜂
巣
霜
【
四
戔
】　

眼
子
菜
【
四
戔
倭
名
比
畄
武

　

之
品
】　

葛
粉
【
六
戔
】

　

錦
大
黄
【
六
戔
】　

鷹
爪
聯
【
二
戔
】　

宿
妬
婦
【
二
戔
】　

一
轉
【
三

　

分
】　

右
八
味
為

　

末
繫
縷
自
然
汁
糊
丸
服
日
六
銭
毎
三
遠
食
服

乕
杖
散　

便
毒
瘳
后
核
不
消
者　

虎
杖
為
末
單
服
毎
服
一
戔
日

　

一
夜
一
白
湯
送
下
温
酒
無
得

仙
遺
糧
湯　

便
毒
下
疳
癱
瘓
骨
節
疼
不
動
揺
者

　

竒
良
【
四
戔
】　

屏
風　

木
瓜　

通
屮　

薏
苡
仁　

白
蘚
皮

　

金
銀
花
【
各
五
分
】　

皀
角
子
【
四
分
】
右
八
味
水
煎

咸
亨
丸　

黴
瘡
積
久
者　

薫
陸
香
【
二
十
戔
】　

胡
桃
肉
【
炒
令
黒
焦

細
研
篩
】　

槐
花

［
二
一
丁
裏
］

　

【
炒
令
微
黒
各
十
戔
】　

一
轉
【
八
戔
】　

大
棗
肉
【
二
十
戔
炒
令
焦

　

黒
研
】　

右
五
味
別
炒
胡
桃

　

槐
花
大
棗
等
次
炒
薫
陸
香
候
其
鎔
沸
黒
色
内
槐
花
拌
取
出
同

　

大
棗
搗
篩
胡
桃
細
研
與
一
轉
並
諸
薬
合
調
糊
丸
以
後
方
送
下

　

竒
良
【
七
戔
】　

萎
蕤
【
二
戔
】
右
二
味
以
水
五
合
煮
取
三
合
午
前
空
心

　

以
湯
一
合
送
下
丸
五
分
飮
湯
二
次
服
盡
病
重
者
服
八
分
或
一

　

銭
数
日
後
欲
口
中
腐
爛
者
日
三
分
長
服
取
效

　

松
葉
湯
服
輕
粉
口
中
爛
者　

辰
砂
【
一
戔
】　

阿
仙
薬
【
一
戔
】

　

松
葉
【
三
分
代
松
縁
無
佳
也
】　

右
三
味
水
煎
含
之

煙
薬
方　

黴
瘡
頭
痛
骨
節
疼
痛
手
足
不
能
挙
者

　

釜
底
墨
【
四
銭
】　

辰
砂
【
二
分
】　

右
二
味
研
和
蜜
匀
為
丸
毎
丸
三
分

　

干
乾
入
爐
火
中
以
帋
管
薫
入
于
鼻
中
口
含
冷
水
日
二

又
方　

女
【
一
戔
】　

鉛
粉
【
一
戔
】　

砂
辰
砂
【
六
分
】　

沈
香
【
五

　

分
】　

竹
節
薓
【
八
分
】

［
二
二
丁
表
］

　

右
五
味
為
粗
末
煙
薫
法
六
面
如
法
右
末
作
十
二
紙
撚
以
二
十

　

一
日
為
妙
無
口
中
腐
爛
之
患

正
宗
五
宝
丹　

結
毒
骨
節
疼
筋
痛
腐
爛
口
鼻
諸
薬
不
效
者
服
之

　

鐘
乳
石
【
四
戔
】　

琥
珀　

硃
砂
【
各
二
戔
】　

氷
片
【
一
戔
】
右
五

　

味
為
末
以

　

土
茯
苓
煎
汁
七
日
服
尽
禁
酒
塩
生
魚
肉
生
菜
粢
等
之
物

佐
井
定
策
療
黴
毒

―

餘
毒　

鶏
【
一
隻
】
厺
臑
羽
翅
毛
啄
足
屠
為
三
十

　

五
片
一
日
五
片
炙
喫
別
用
一
方

　

鹿
角
霜
【
五
戔
】　

黄
蘗
【
五
戔
】　

右
二
味
為
末
分
七
貼
七
日
服
土
茯
苓

　

一
斤
剉
細
分
七
貼
毎
日
一
服
以
九
合
水
煮
取
七
合
散
薬
送
下
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日
二

鶏
肉
膏　

療
結
毒　

海
人
屮
【
三
戔
五
分
】　

大
黄
【
三
戔
】　

人
参
【
一

戔
】　

甘
屮
【
六
分
】

　

右
四
味
為
末　

鶏
一
隻
以
水
二
升
煮
取
一
升
厺
鶏
肉
入
諸
薬

【
二
二
丁
表
頭
欄
六
行
目
】

毒
瘡
之
誤

［
二
二
丁
裏
］

　

末
和
匀
服

　
　

食
療

鶏
肉　

鶏
卵　

圑
魚
肉　

下
疳
便
毒
痼
疾
食
之
妙
也

　
　

膩
粉
製
法

以
麪
粉
和
水
為
餅
子
包
褁
輕
粉
納
于
火
中
焼
半
時
以
焦
黒
色
為

度
取
出
待
冷
打
碎
餅
子
取
出
用

　
　

又
法

入
土
噐
中
炒
粉
色
以
焦
巤
色
為
度

　
　

巴
豆
製
法

厺
皮
包
紙
打
碎
於
石
上
炙
火
去
油
用

　
　

粉
辨

凢
粉
夛
服
粉
毒
遺
而
為
諸
症
然
入
煎
湯
中
無
害
又
無
口
中
腐
爛

［
二
三
丁
表
］

之
患
也

黴
瘡
要
録
上
終

［
二
三
丁
裏
］

［
二
四
丁
表
］

黴
瘡
要
録
下

　
　
　
　
　
　
　

豊
後
唐
津
毉
官　

大
江
雲
澤
述

　
　

下
疳

内
蝕
疳
ト
云
テ
下
疳
ニ

三
種
ア
リ
淋
疾
ノ
如
ク
尿
道
ヨ
リ
膿
汁

出
テ
不
痛
モ
ア
リ
痛
モ
ア
リ
夛
ハ
淋
疾
ト
違
フ
テ
尿
道
爛
モ
ノ

ナ
リ
竜
膽
瀉
肝
湯
或
竒
良
剤
ヲ
可
與
婦
人
帯
下
ト
云
ニ

夛
ク
此
症

ア
リ
帯
下
ノ
剤
ヲ
與
ヘ
治
セ
ヌ
者
ナ
リ
唯
帯
下
ヲ
別
ニ

ハ
舌
ト
腹

ト
ニ
ア
リ
隂
莖
ノ
陥
キ
処
ニ
粟
粒
ノ
如
ク
ナ
リ
□
或
痛
或
不
痛

或
痒
或
不
痒
モ
ア
リ
必
ス
一
通
ニ
ハ
無
キ
モ
ノ
ナ
リ
下
疳
ハ
輕
キ

故
除
疳
斥
毒
丸
ヲ
五
日
計
リ
與
ヘ
六
日
目
ニ
下
剤
ヲ
與
ル
ガ
ヨ

シ
治
シ
カ
ヌ
ル
ト
覚
ヘ
ハ
七
日
與
ヘ
八
日
目
ニ
下
剤
ヲ
可
與
炙

三
日
ホ
ト
ス
ル
ナ
リ
傳
薬
ハ
朱
砂
千
金
方
ソ
レ
ニ
テ
モ
治
セ
ザ

［
二
四
丁
裏
］

レ
バ
炙
四
五
日
或
六
七
日
モ
ス
ヘ
シ
壮
細
而
七
壯
ツ
ヽ
斥
毒
丸

ヲ
日
々
ニ
三
分
ツ
ヽ
空
腹
ニ
白
湯
送
下
ス
二
日
用
ヒ
三
日
目
ニ

下
剤
ヲ
與
フ
ヘ
シ
ソ
レ
ニ
テ
不
治
ハ
四
日
計
リ
斥
毒
丸
ヲ
與
ヘ

五
日
目
ニ
又
下
剤
ヲ
與
可
シ
是
ニ
テ
不
治
ト
云
事
ナ
シ
若
頭
痛
シ

気
分
ア
シ
ク
鬱
々
而
飲
食
ヲ
不
思
心
骨
中
不
了
旨
者
敗
毒
散
加

黄
芩
若
頭
痛
強
キ
者
加
石
羔
用
ユ
或
ハ
膩
粉
ノ
毒
ニ
中
リ
寒
热

徃
来
ア
ル
ニ
ハ
敗
毒
散
加
黄
芩
用
ユ
又
毒
ニ
中
リ
傷
寒
ノ
如
ク

徃
来
寒
热
シ
加
ニ
積
気
心
下
ニ
痞
ス
ル
者
ハ
清
涼
散
主
之
若
不

治
者
隨
症
施
治
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除
疳
斥
毒
丸
方
兼
九
文
加
石
膏
湯　

白
朮
【
五
戔
】　

鶏
舌
香
【
五
分
】

　

将
軍
【
五
戔
】　

芎
藭
【
三
戔
五
分
】　

竒
良
【
五
戔
】　

牛
膝
【
五
戔
】　

　

一
轉
【
一
戔
二
分
因
病
者
虚
弱

　

病
輕
重
浅
深
而
増
減
也
】
右
七
味
為
末
白
箔
為
衣
或
黄
丹
或
茶
無
佳
也

［
二
五
丁
表
］

下
剤
方　

巴
豆
【
三
戔
去
皮
】　

大
黄
【
四
戔
】　

鶏
舌
【
二
戔
】　

塩

　

梅
霜
【
一
戔
】　

竹
茹
【
一
戔
】

　

芎
藭
【
五
戔
】　

沉
香　

不
下
則
倍
巴
豆　

右
七
味
為
末
糊
丸

又
方　

芎
藭
【
五
分
】　

黄
良
【
五
分
】　

鶏
舌
【
二
戔
五
分
】　

巴
豆
【
七

　

粒
去
皮
】

　

右
四
味
為
末
糊
丸

清
涼
散
方　

沉
香
【
三
分
】　

甘
屮
【
二
分
】　

竒
良
【
五
戔
】　

文
無
【
二

　

戔
二
分
】　

茯
苓
【
一
戔
】

　

黄
芩
【
一
戔
】　

黄
連
【
一
戔
】　

杜
仲
【
一
戔
】　

右
九
味
水
煎
服

不
膿
不
痛
シ
テ
巤
ノ
歯
ヲ
雙
タ
ル
如
ク
亀
頭
ノ
下
陥
キ
処
ニ
出

来
ル
ア
リ
色
ハ
自
色
ナ
リ
薬
ハ
初
ノ
如
ク
炙
治
ス
ヘ
シ
此
下
疳

ハ
炙
治
ヲ
最
上
ト
ス
内
薬
是
ニ
次
ク
附
薬
ナ
シ

腐
爛
シ
テ
膿
汁
出
少
痛
ア
ル
ニ
ハ
通
用
羔
ヲ
上
羔
ニ
シ
テ
中
ニ
玉

和
膏
ヲ
綿
ニ
ノ
ヘ
付
ル
ナ
リ
内
薬
ハ
斥
毒
丸
ヲ
日
ニ
三
分
ツ
ヽ

七
日
用
八
日
目
ニ
下
剤
ヲ
用
ユ
骨
節
疼
痛
モ
ナ
タ
只
隂
莖
ノ
事

［
二
五
丁
裏
］

ニ

ハ
下
剤
ヲ
用
ル
妙
之
若
治
セ
ズ
腫
物
モ
ト
ノ
如
ク
ナ
ラ
ハ
フ

チ
ノ
ク
マ
高
キ
処
ニ
灸
ス
ベ
シ
若
虚
症
ニ

シ
テ
臭
気
強
キ
者
ハ

兼
用
鶏
肉
散

玉
和
膏　

一
切
腫
物
吸
膿
能
和　

蝋
【
百
目
】　

千
也
旡
【
百
目
】　

松

　

脂
【
百
目
】

　

鹿
油
【
三
十
目
】　

鶏
油
【
三
十
目
】
右
四
味
保
畄
登
加
流
ノ
油
ニ

テ
能

　

加
減
ヲ
視
鍋
ヲ
上
ケ
褐
血
【
五
戔
】　

鬱
金
【
五
戔
】　

乳
香
【
十
戔
】　

各
為
末

　

サ
マ
ス
時
入
煉
合
也

痛
甚
血
出
テ
不
止
者
鶏
肉
羔
ヲ
附
ク
ベ
シ
又
以
薔
薇
露
温
之
内

薬
ハ
斥
毒
丸
ヲ
與
フ
ヘ
シ
疳
瘡
ハ
早
ク
下
サ
ヽ
ル
ユ
ヘ
ニ

色
々

ノ
変
ヲ
ナ
ス
ナ
リ
餘
毒
ア
ラ
ハ
消
疳
敗
毒
散
ヲ
可
用
〇或

敗
消
風
毒

散
忍
冬
大
黄
湯
モ
佳
也

鶏
油
膏
方　

鶏
卵
黄
【
三
十
去
白
】　

保
児
登
加
流
【
一
両
】
右
先
煮

鶏
卵
厺
白

［
二
六
丁
表
］

　

取
黄
和
保
畄
登
加
流
入
釜
中
少
炒
以
布
絞
之
去
滓
傅
患
所

消
疳
敗
毒
散　

防
風　

独
活　

連
尭　

荊
芥　

黄
連
【
各
七
分
】

　

蒼
述　

知
母
【
各
七
分
】　

黄
栢　

芍
薬　

竜
胆　

木
通　

茯
苓
【
各

　

九
分
】

　

柴
胡
【
一
戔
五
分
】　

甘
屮
【
二
分
】　

右
十
四
味
燈
艸
煎
量
虚
実
加
大
黄

消
風
敗
毒
散
方　

歸
尾　

芎
藭　

勺
薬　

生
地　

升
麻　

乾
葛

　

黄
芩
【
各
一
戔
】　

黄
連　

黄
栢　

連
尭　

防
風
【
各
八
分
】　

羗
活　

　

金
銀
花

　

【
各
五
分
】　

蝉
退
【
三
箇
】
甘
屮
【
五
分
】
右
十
五
味
煎
初
服
加
大

　

黄
馬
牙
硝

忍
冬
大
黄
湯　

忍
冬　

木
通　

茯
苓　

檞
木
【
葉
□
共
佳
各
六
戔
五
分
】
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大
黄
【
三
戔
】　

甘
屮
【
三
分
】　

或
加
竒
良　

右
六
味
水
煎
服

口
モ
ア
カ
ズ
唯
隂
莖
タ
ヽ
レ
皮
モ
水
ハ
レ
ア
ル
ハ
竜
胆
瀉
肝
湯

加
大
黄
ヲ
用
ユ
附
薬
ハ
朱
砂
千
金
方
洗
薬
ハ
蛇
床
子
荊
芥
穂
等

分
煎
シ
洗
フ

［
二
六
丁
裏
］

　
　

便
毒

口
ア
カ
ザ
ル
内
ハ
先
止
ヨ
リ
蒼
耳
ヲ
莖
葉
実
共
ニ

黒
焼
而
醋
ニ

テ
戔
附
ル
ナ
リ
内
薬
ハ
芎
藭
散
用
ヒ
樣
ハ
夕
飯
ニ

餈
ヲ
六
七
食
セ

其
夜
臨
臥
酒
ニ

テ
用
ユ
夛
ク
用
ヒ
子
ハ
不
下
モ
ノ
ナ
リ
又
竹
筎

牛
膝
丸
モ
佳
ナ
リ
禁
酒
青
菜

芎
藭
散
方　

芎
藭
【
二
戔
二
分
】　

大
黄
【
二
戔
四
分
】　

蕎
麥
【
一
戔
三
分
】

　

右
三
味
為
散
以
酒
送
下

発
シ
タ
ル
初
ニ

治
ス
ル
妙
剤
ア
リ
雲
林
ノ
追
毒
散
ナ
リ
附
薬
朱

砂
千
金
方
加
桑
耳
附
ベ
シ

襲
氏
追
毒
散
方　

帰
尾　

勺
薬　

白
芷　

金
銀
花　

天
花
粉
【
各
一

　

戔
】　

強
蚕
【
六
枚
】　

芒
硝
【
二
戔
】　

木
鼈
子
【
十
箇
】　

仙
山
甲
【
三

　

尾
】　

大
黄
【
三
戔
】

　

五
霊
子
【
一
戔
五
分
】
右
十
一
味
酒
煎
五
更
温
服
厚
葢
汗
利
二
三
次
即

［
二
七
丁
表
］

　

愈
一
本
去
芒
硝
加
射
于

便
毒
推
薬　

蒼
耳　

右
莖
葉
根
実
共
作
霜
和
酢
傅
患
所

腫
痛
色
付
口
ア
カ
ン
ト
欲
ス
ル
時
治
法
先
腫
物
ノ
頭
ト
思
処
ニ

度
々
灸
ス
ヘ
シ
上
ヨ
リ
羔
薬
ヲ
附
ル
上
膏
ハ
金
脂
膏
口
膏
ハ
王

和
膏
ナ
リ
口
ア
キ
膿
汁
出
ツ
膿
水
カ
タ
マ
リ
腐
薬

―

出
来
タ
ラ
ハ

腐
切
膏
ヲ
口
ニ

シ
テ
上
膏
ハ
金
脂
膏
ナ
リ
痒
ミ
ア
ラ
ハ
上
羔
ヲ
通
用

膏
ニ
カ
ユ
ル
ナ
リ
内
薬
ハ
荊
防
敗
毒
加
黄
芩
悪
実
口
ア
キ
膿
汁

出
テ
ハ
内
托
散
或
元
気
虚
損
ナ
ラ
ハ
益
気
湯
便
毒
ハ
カ
ハ
リ
タ

ル
者
ヲソ

老
人
ナ
ト
ハ
天
気
衰
ル
者
ニ
シ
テ
难
治
ナ
リ

内
托
散
方　

黄
耆　

當
皈
【
各
二
戔
】　

人
参　

芎
藭　

防
風　

梗
桔

　

白
芷　

厚
朴　

肉
桂　

甘
屮
【
各
一
戔
】
右
十
味
水
煎

益
気
湯
方　

當
皈　

橘
皮
【
各
五
分
】　

升
麻　

柴
胡
【
各
三
分
】　

黄

　

蓍　

白
朮

【
二
七
丁
表
頭
欄
五
行
目
】

薬
当
作
肉

［
二
七
丁
裏
］

　

人
参　

甘
屮
【
各
一
戔
半
】　

生
姜
【
二
分
】
右
九
味
水
煎

　
　

瘡
毒

骨
節
疼
痛
及
總
身
ニ

史
瘡
ノ
如
ク
ナ
ル
モ
ノ
出
ツ
是
ニ

加
フ
ル

ニ

下
疳
便
毒
ア
リ
便
毒
ハ
口
ア
ク
ト
ア
カ
サ
ル
ト
ヲ
不
問
竹
筎

牛
膝
丸
ヲ
用
ユ
一
日
ニ

三
度
ツ
ヽ
毎
服
三
分
空
腹
白
湯
送
下
ス

病
ノ
輕
重
病
人
虚
実
ヲ
考
エ
或
一
分
或
二
分
一
日
用
ユ
若
五
六

日
シ
テ
口
中
腐
爛
セ
バ
丸
薬
ヲ
與
フ
ベ
カ
ラ
ス
此
薬
ヲ
與
ヱ
テ
骨

節
疼
痛
甚
難
堪
事
ア
リ
不
可
恐
羗
活
湯
可
與
是
モ
七
日
目
ニ

與

ル
ナ
リ
一
通
リ
ハ
牛
膝
丸
ヲ
四
五
日
與
ヱ
七
日
目
ニ

九
丈
加
石

膏
黄
芩
湯
ニ

テ
発
ス
ヘ
シ
其
後
枳
実
大
黄
湯
ヲ
與
フ
ベ
シ
若
腹

中
刺
痛
シ
大
便
セ
ス
ハ
大
承
気
湯
唯
心
下
コ
ヽ
ロ
ア
シ
ク
腹
痛

セ
バ
枳
實
大
黄
湯
ヲ
與
テ
佳
ナ
リ
又
粉
薬
ヲ
イ
カ
ホ
ト
用
イ
テ

［
二
八
丁
表
］
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モ
治
セ
ヌ
モ
ノ
ア
リ
此
レ
ニ

ハ
鼹
巤
霜
ヲ
酒
ニ
テ
用
ユ
妙
ニ

治

ス
ル
ナ
リ
鼹
巤
ナ
キ
時
ハ
鶏
肉
ヲ
食
セ
テ
良
シ

竹
茹
牛
膝
丸
方　

竹
茹
【
二
戔
】　

牛
膝
【
二
戔
】　

牽
牛
子
【
二
戔
】　

人
参
【
一
戔
二
分
】

　

一
轉
【
二
戔
】　

大
黄
【
四
分
】　

塩
梅
肉
【
生
二
箇
去
核
】
右
七
味

為
末
糊
丸
以
金

　

箔
七
枚
為
衣
毎
服
三
分
日
三
白
湯
送
下
尽
一
剤
當
以
敗
毒
散

　

発
热
毒
而
後
隨
証
與
枳
実
大
黄
湯
若
瀉
心
湯
大
承
気
湯
凢
施

　

丸
必
不
尽
一
剤
隨
人
弱
強
病
浅
深
輕
重
而
夛
少
量
之
用
後
方

　

無
寛
急
夛
少
隨
時
可
也
此
丸
尤
駿
烈
慎
勿
過
夛

枳
実
大
黄
湯
方　

枳
実　

大
黄　

厚
朴　

梹
榔
【
各
五
分
】　

甘
艸
【
一
分
】

　

右
五
味
水
煎

瀉
心
湯
方　

大
黄
【
二
両
】　

黄
連
【
一
両
】
右
二
味
水
煎

大
承
気
湯
方　

大
黄
【
七
戔
半
】　

厚
朴　

枳
実
【
各
一
両
】　

芒
硝
【
半
合
】

［
二
八
丁
裏
］

　

右
四
味
水
煎

羗
活
湯
方　

羗
活　

蒼
朮
【
各
五
分
】　

防
風　

芎
藭
【
各
一
戔
】　

白

　

芷　

地
黄

　

黄
芩
【
各
一
戔
】　

細
辛　

甘
屮
【
各
三
分
】
右
九
味
水
煎

骨
節
痛
及
梅
楊
瘡
ラ
発
シ
是
ニ

加
ル
ニ
下
疳
便
毒
ア
リ
テ
口
ノ

ア
ク
ト
ア
カ
サ
ル
ト
ヲ
不
問
治
法
ハ
前
ノ
如
シ
又
水
銀
ノ
入
齅

薬
妙
ナ
リ
骨
節
計
リ
ニ

テ
腫
物
ナ
キ
モ
ノ
ニ

□
右
ノ
治
法
ヲ
施

ス
頭
面
ニ

楊
梅
瘡
ヲ
発
シ
タ
ル
ハ
齅
薬
妙
ナ
リ
七
日
分
ヲ
四
五

日
ニ

カ
ヾ
セ
テ
良
シ
後
枳
実
大
黄
湯
ヲ
與
フ
ヘ
シ

齅
薬　

女　

朱　

沈
香　

百
艸
霜
【
各
一
戔
】　

艾
葉
末
【
一
両
半
】

　

右
為
末
以
紙
色
之
薫
爐
上
以
手
蓋
爐
上
齅
之
口
含
冷
水
温
則

　

吐
之
復
含
冷
水

又
方　

光
明
朱
【
一
戔
】　

百
霜
艸
【
二
両
】
製
同
上

［
二
九
丁
表
］

楊
梅
瘡
ヲ
発
シ
骨
節
疼
痛
モ
セ
ズ
シ
テ
下
便
毒
下
疳
ア
リ
或
内
股

小
腹
辺
マ
デ
膿
水
甚
出
或
��
中
ヨ
リ
モ
出
ル
モ
ノ
ナ
リ
水
銀
ノ

入
ラ
ザ
ル
カ
ギ
薬
ヲ
用
ユ
ベ
シ
後
枳
実
大
黄
湯

　
　

黴
瘡

粉
薬
ヲ
服
シ
骨
節
疼
痛
不
止
年
ヲ
經
テ
痼
疾
ト
ナ
リ
タ
ル
ニ

羗

活
湯
【
方
見
前
】
若
ハ
桂
枝
加
附
子
湯
ニ

神
解
丸
ヲ
兼
用
ス
ベ
シ
若
口

中
ア
シ
ク
ナ
ラ
バ
神
解
丸
ヲ
止
ム
ベ
シ
口
中
□
ク
ナ
ラ
バ
復
用

ユ
ベ
シ
若
是
ニ

テ
モ
心
ヨ
カ
ラ
ズ
元
気
虚
シ
盗
汗
ナ
ド
出
ル
ニ

ハ
益
気
湯
【
方
見
前
】
ニ

神
解
丸
ヲ
兼
用

神
解
丸
方　

又
主
黴
毒
入
眼

　

一
轉　

大
黄
【
各
二
戔
】　

赤
小
豆
【
五
戔
】　

鼹
巤
霜
【
二
戔
】　

珍
珠
【
二
分
】

　

右
五
味
為
末
糊
丸
束
砂
為
衣

［
二
九
丁
裏
］

粉
薬
ヲ
服
シ
テ
後
骨
節
疼
疼痛

手
足
浮
腫
或
盗
汗
自
汗
或
遺
尿
或
夢

夛
ク
或
麻
木
或
咳
セ
バ
益
気
湯
ニ

神
解
丸
或
鼹
巤
ヲ
兼
用
ス
ル

モ
良
ナ
リ
都
テ
粉
薬
ヲ
服
シ
テ
七
八
日
ヨ
リ
咽
喉
腫
声
鼻
ニ

洩
ル

ア
リ
是
粉
薬
動
シ
テ
如
此
ナ
ル
ア
リ
不
可
恐
痼
疾
ニ

テ
咽
喉
ノ

腫
ル
ト
ハ
別
ナ
リ
忍
冬
大
黄
湯
若
ハ
益
気
湯
加
附
子
ナ
ル
ベ
シ
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尤
虚
実
ヲ
見
合
薬
ヲ
施
ヘ
シ
咽
喉
瘡
ハ
梅
毒
ニ
限
ラ
ス
甚
虚
痼

疾
腰
節
疼
痛
或
ハ
鼻
ニ

痛
ア
リ
及
咽
喉
ニ

腐
タ
ル
ハ
五
宝
丹
三

四
剤
若
五
六
剤
與
ヘ
ヨ
一
剤
ニ

テ
治
ス
ル
モ
ア
リ
ト
カ
ク
咽
喉

鼻
ノ
事
ニ
ハ
珍
珠
剤
ト
心
得
ヘ
シ
食
療
ニ

ハ
鶏
肉
鼈
肉
佳
也

五
寳
丹　

鐘
乳
石
【
六
分
】　

大
丹
砂
【
四
分
】　

琥
珀
【
二
分
】　

竜

　

脳
【
弐
分
】　

珍
珠

　

【
二
分
】　

飛
白
麪
【
三
戔
】
右
六
味
為
末
糊
丸
以
土
茯
苓
煎
汁
十
四
日

　

服
尽

［
三
〇
丁
表
］

粉
剤
及
土
茯
苓
ナ
ト
服
シ
テ
後
面
色
青
不
了
々
腰
節
痛
モ
□
頭

重
者
益
気
湯
ヲ
末
ト
シ
テ
竒
良
煎
汁
ニ

テ
用
ユ
病
重浅

者
ハ
一
剤
若

二
剤
深
者
三
剤
ヨ
リ
四
五
剤
ニ

至
ル
粉
薬
ヲ
服
セ
ズ
シ
テ
如
此
ア

ル
モ
同
シ
食
鶏
鼈
為
良
元
気
衰
面
色
青
或
瘰
癧
ノ
如
ク
出
テ
頭

面
ニ

腫
物
ア
ル
ニ
ハ
鶏
肉
散
ヲ
酒
或
ハ
竒
良
煎
汁
ヲ
以
テ
送
下

病
浅
者
一
剤
深
者
二
剤
若
ハ
三
剤

鶏
肉
散
一
名
逐
毒
散
黴
瘡
痼
於
上
部
者

　

候
莎
【
八
十
目
】　

廣
東
参
【
二
戔
】
二
味
為
末
和
以
少
酒
僅
令
可
圑
鶏
一

　

隻
厺
腸
羽
毛
啄
取
肉
納
留
盆
内
榴
爛
和
二
味
納
薬
腹
中
縫
封

　

入
釡
中
亟
之
以
肉
熟
為
度
取
出
為
末
毎
三
分
酒
調
服
日
三
兼

　

以
九
文
加
石
膏

粉
剤
ヲ
服
シ
テ
效
ア
ラ
ズ
又
竒
良
ヲ
服
シ
テ
效
ア
ラ
ズ
毒
ヲ
逐

［
三
〇
丁
裏
］

ト
テ
頻
ニ

粉
竒
良
ノ
類
ヲ
以
ス
ト
雖
尚
骨
節
疼
痛
不
止
或
ハ
足

腫
或
ハ
頭
面
ニ

鶏
卵
ノ
如
ク
腫
膿
汁
出
ル
ニ

益
気
湯
ニ

鶏
肉
散

ヲ
兼
用
ス
ベ
シ
鶏
肉
散
許
リ
モ
佳
ナ
リ

上
衝
シ
或
耳
鳴
リ
頭
痛
シ
頭
重
者
痼
疾
ナ
ラ
ハ
大
防
風
玄
参
湯

ニ

神
解
丸
兼
用
ス
新
疾
ナ
ラ
バ
竹
茹
牛
膝
丸
ヲ
兼
用
ス
ベ
シ

大
防
風
玄
参
湯
方　

草
薢
【
十
八
戔
】　

金
銀
花
【
三
戔
】　

亭
夷
【
五
戔
】

　

防
風　

玄
参　

芎
藭　

天
麻　

烏
頭　

蔓
荊
子
【
各
五
戔
】　

燈
艸

　

上
茶
【
各
三
分
】　

右
十
一
味
水
煎

輕
粉
ヲ
服
シ
上
衝
シ
テ
耳
鳴
リ
頭
痛
或
ハ
頭
重
不
了
々
者
ニ

大

防
風
玄
参
湯
ニ

鼹
巤
霜
ヲ
酒
ニ

テ
送
下
ス

足
腫
気
腫
物
モ
ナ
ク
骨
節
ノ
痛
モ
無
ク
只
足
許
リ
ニ

毒
ア
ル
者

ニ

ハ
益
気
湯
ニ

牛
膝
ヲ
加
ヘ
用
ユ
ベ
シ

［
三
一
丁
表
］

年
久
ク
不
愈
骨
節
ノ
痛
モ
ナ
ク
只
頭
ニ

腫
上
推
セ
バ
凹
ニ

ナ
リ

膿
汁
出
甚
者
頭
骨
見
ル
ア
リ
益
気
湯
ニ

竜
胆
珍
珠
丸
ヲ
兼
用
ス

假
令
ヒ
此
薬
ニ

テ
效
ア
ラ
ズ
ト
モ
必
ス
外
薬
ヲ
用
ル
事
勿
レ
ヒ
タ

モ
ノ
竜
脳
珍
珠
丸
ヲ
與
フ
ベ
シ
食
療
鶏
肉
ヲ
最
上
ト
ス
鼈
肉
次

之
總
テ
黴
毒
ニ

限
ラ
ズ
虚
シ
タ
ル
腫
物
ニ

ハ
肉
ヲ
食
セ
腫
ヲ
助

ル
事
専
要
ナ
リ

竜
脳
珍
珠
丸
方　

葛
根
【
二
戔
】　

大
黄
【
二
戔
】　

芎
藭
【
一
戔
五
分
】　

　

黄
芩
【
一
戔
】

　

黄
連
【
一
戔
】　

上
茶
【
一
戔
】　

丁
香
【
六
分
】　

桂
枝
【
七
分
】　

　

一
轉
【
六
分
】　

甘
松
【
二
分

　

□
厘
】　

鼹
巤
【
六
分
】　

阿
仙
薬
【
一
戔
】　

珍
珠
【
三
分
】　

竜
脳
【
三

　

分
】
右
十
四
味
為

　

末
糊
丸
金
箔
為
衣
日
三
毎
服
二
十
丸
空
腹
白
湯
送
下
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粉
薬
ヲ
服
シ
テ
骨
節
疼
痛
不
止
腰
痛
ハ
ゲ
シ
ク
忍
ビ
ガ
タ
キ
者
葳

霊
仙
一
味
ヲ
煎
服
シ
テ
妙
ナ
リ
痛
輕
者
ニ

ハ
無
効
少
々
手
足
ノ

［
三
一
丁
裏
］

痛
ア
リ
ト
雖
ト
モ
腰
痛
甚
キ
ヲ
目
當
ニ

用
ユ
ベ
シ

腰
ナ
ヱ
テ
ア
ガ
ラ
ザ
ル
ニ
ハ
酒
剤
ニ

神
解
丸
ヲ
兼
用
ス
ベ
シ

滴
剤
方　

交
趾
桂　

唐
牛
膝　

唐
勺
薬　

蝮
蛇
【
各
一
両
】　

氷
砂
糖

　

點
紅
椒
【
各
一
両
】
右
六
味
以
酒
一
升
十
四
日
而
后
可
服
其
上
澄

腰
及
手
足
ヒ
キ
ツ
リ
或
半
身
不
遂仁

或
ハ
手
足
ナノ

ミト
不
仁
シ
ナ
ト

ス
ル
ニ

ハ
酒
剤
ヲ
與
フ
ヘ
シ
神
解
丸
ヲ
兼
用
ス
ル
亦
佳
ナ
リ

毒
気
上
衝
シ
耳
聲
ス
ル
ニ

ハ
大
防
風
玄
参
湯
ヲ
与
ヘ
鉄
砂
ヲ
煎

シ
耳
中
ニ

入
レ
磁
石
麝
香
ヲ
末
ト
シ
紙
捻
ニ

テ
附
ケ
耳
中
ニ

サ

ス
ベ
シ

目
タ
ヽ
レ
目
脈
赤
失
明
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
竜
胆
瀉
肝
湯
ニ

神

解
丸
ヲ
兼
用
ス
ベ
シ

　
　

餘
毒

［
三
二
丁
表
］

黴
瘡
治
シ
テ
後
肩
或
臂
腰
足
膝
ナ
ト
餘
毒
生
ス
ル
事
ア
リ
腐
功

膏
ヲ
以
テ
治
ス
ベ
シ
内
薬
ハ
用
ル
モ
可
ナ
リ
不
用
モ
良

齅
薬
粉
剤
ノ
後
臂
ナ
ド
引
ツ
ケ
重
物
挙
ラ
レ
サ
ル
ア
リ
二
朮
湯

ニ

神
解
丸
ヲ
兼
用
ス

二
朮
湯　

南
星　

橘
皮　

茯
苓　

香
附
子
【
各
一
戔
】　

酒
黄
芩　

威
霊

　

羗
活　

甘
艸
【
各
一
戔
】　

半
夏　

蒼
朮　

白
朮
【
各
二
戔
】　

生
姜

　

右
十
二
味
水
煎

諸
薬
效
ア
ラ
ズ
ハ
黴
毒
ニ

拘
ラ
ズ
先
元
気
ヲ
取
玄
補
血
ノ
剤
ヲ

与
ヘ
其
間
ニ

本
薬
ヲ
兼
用
ス
ヘ
シ
是
一
術
ナ
リ
如
此
而
效
ヲ
得

ル
事
甚
夛
シ

黴
毒
目
ニ

入
ル
ヲ
治
ス
ル
ニ

見
法
ア
リ
瞳
子
ノ
カ
ゲ
物
ヲ
見
ル

ニ

チ
ラ
ヽ
ヽ
ト
シ
テ
見
ヘ
难
ク
又
目
ノ
中
赤
黒
ニ

ナ
ル
ア
リ
夛
ハ
初

［
三
二
丁
裏
］

発
ハ
赤
キ
モ
ノ
之
瘡
毒
ノ
目
ノ
赤
キ
ハ
風
毒
ノ
赤
ト
異
ナ
リ
風

眼
ハ
只
赤
キ
許
リ
ニ
テ
黒
ミ
ナ
シ
復
翳
ヲ
生
ス
ル
ア
リ
常
ノ
障

翳
ト
カ
ケ
ヤ
ウ
違
フ
ナ
リ
夛
ク
ハ
瞳
子
ニ
カ
ヽ
リ
テ
ク
ル
モ
ノ

ゾ
珍
珠
平
毒
丸
ヲ
與
フ
ベ
シ

珍
珠
平
毒
丸
方　

朱
砂
【
八
分
】　

竒
良
【
二
戔
五
分
】　

竜
脳
【
四
分
】　

珍
珠
【
五
分
】

　

大
黄
【
一
戔
五
分
】　

琥
珀
【
四
分
】　

一
轉
【
三
戔
八
分
】　

金
箔
【
五

　

枚
】
右
八
味
為
末
糊
丸

　

白
湯
送
下
一
方
有
鐘
乳
石
一
戔
二
分
飛
白
麪
六
戔

毒
気
鼻
ニ

出
来
ル
ト
キ
ハ
鼻
落
ル
事
ア
リ
附
菜
ニ

テ
毒
ヲ
外
ヘ
引

ヘ
シ
此
方
ハ
非
其
人
勿
傳

　
　

附
方

含
薬
方　

治
口
中
腐
爛
者　

獨
活　

芎
藭　

防
風　

桔
梗
【
各
一
戔
】

　

荊
芥
穂　

茇
□　

地
黄
【
各
四
戔
】　

甘
艸
【
二
分
】
右
八
味
水
煎
含
之

［
三
三
丁
表
］

吸
薬
方　

治
楊
梅
瘡
骨
節
疼
痛
者　

女
【
一
戔
】　

鉛
灰
【
一
戔
】

　

肉
桂
【
五
分
】　

甘
艸
【
二
分
】　

朱
【
七
分
】　

陳
艾
【
五
戔
】

　

右
六
味
為
末
以
紙
包
嚢
之
入
油
中
燈
之
塞
四
邉
不
出
煙
気
少

　

作
孔
穴
以
管
吸
之
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硃
砂
千
金
方　

下
疳
附
薬

　

赤
石
脂
【
五
分
】　

丹
【
一
戔
】
右
二
味
為
極
末
傅
患
所

散
毒
方　

散
瘡
毒
竒
々
妙

　

胡
桃
【
七
箇
】
右
為
末
傅
患
所
傅
鼻
柱
則
鼻
毒
忽
移
他

治
中
粉
毒
欲
死
者

　

青
松
葉　

單
水
煎
服

楊
梅
瘡
後
筋
骨
疼
服
膩
粉
而
久
年
不
愈
者

　

威
霊
仙
【
三
斤
】　

右
水
酒
十
瓶
封
煮
去
滓
逐
日
飲
之
以
愈
為
度

［
三
三
丁
裏
］

　
　

旧
出
集
簡
方

黴
瘡
要
録
下
尾

　
　
　

于
時
天
保
十
二
辛

丑
七
月
十
四
日

　
　
　
　

於
常
陸
笠
間
長
谷
川
塾
写
終

　
　
　
　
　

湖
東　

西
川
原
村
住
杦
田
僲
隆

［
見
返
し
］

［
裏
表
紙
］

【
参
考
文
献
及
び
史
料
】

参
考
文
献

▲
阿
知
波
五
郎
「
わ
が
国
外
科
に
及
ぼ
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
の
影
響

（
三
）
」
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
一
二
巻
二
号
、
一
九
六
六
年
）
。

▲
天
野
陽
介
「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
書
入

れ
に
つ
い
て
」（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
六
〇
巻
四
号
、
二
〇
一
四
年
）
。

▲
磯
野
直
秀
「
小
野
蘭
山
の
『
本
草
綱
目
草
稿
』
（
『
本
草
綱
目
』
講
義

用
覚
え
書
）
」
（
『
参
考
書
誌
研
究
』
第
六
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）
。

▲
磯
野
直
秀
「
小
野
蘭
山
年
譜
」
（
『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要　

自
然

科
学
』
第
四
六
号
、
二
〇
〇
九
年
）
。

▲
伊
藤
逑
『
黴
瘡
鄙
言
』（
皆
山
三
郎
右
衛
門
、
西
村
吉
兵
衛
、
林
伊
兵
衛
、

享
和
三
［
一
八
〇
三
］
年
刊
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
。

▲
大
島
明
秀
「
「
雲
澤
先
生
痢
疾
口
授
」
に
見
る
医
学
と
医
療
」
（
ヴ
ォ

ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
、
吉
田
洋
一
、
大
島
明
秀
共
編
『
中
津
市

歴
史
民
俗
資
料
館 

分
館 

医
家
史
料
館
叢
書
』
第
一
二
巻
、
中
津
市

教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
）
。

▲
大
田
三
秀
『
黴
瘡
備
考
方
』
（
亀
屋
安
兵
衛
、
大
坂
、
天
明
五

［
一
七
八
五
］
年
跋
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
。

▲
笠
間
藩
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
笠
間
藩
史
』
上
巻
、
笠
間
市
、

一
九
九
三
年
。

▲
川
嶌
眞
人
『
医
は
不
仁
の
術　

努
め
て
仁
を
な
さ
ん
と
欲
す
』
、
西

日
本
臨
床
医
学
研
究
所
、
中
津
、
一
九
九
六
年
。

▲
蒲
原
宏
「
江
戸
時
代
に
作
製
さ
れ
た
木
製
人
体
骨
骼
模
型
（
木
骨
）
」

（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
一
七
巻
二
号
、
一
九
七
一
年
）
。
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▲
漢
方
医
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
漢
方
医
学
大
辞
典
』
、
雄
渾
社
、

東
京
、
一
九
八
三
年
。

▲
龔
廷
賢
編
『
万
病
回
春
』
、
寛
永
六
［
一
六
二
九
］
年
和
刻
本

（
和
刻
漢
籍
医
書
集
成
第
一
一
輯
、
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
、
東
京
、

一
九
九
一
年
影
印
版
）
。

▲
小
曽
戸
洋
『
日
本
漢
方
典
籍
辞
典
』
、
大
修
館
書
店
、
東
京
、

一
九
九
九
年
。

▲
小
林
勝
人
訳
注
『
孟
子
』
上
（
岩
波
文
庫
、
東
京
、
二
〇
〇
四
年
第

四
七
刷
）
。

▲
創
医
会
学
術
部
編
『
漢
方
用
語
大
辞
典
』
、
燎
原
、
東
京
、
一
九
八
四
年
。

▲
宗
田
一
「
大
槻
玄
沢
『
蘭
畹
摘
芳
』
に
つ
い
て
」（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

第
三
三
巻
一
号
、
一
九
八
七
年
）
。

▲
高
橋
文
「
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
―
至
適
用
量
の
梅
毒
水
銀
処
方
を
も
た
ら

し
た
医
師
・
植
物
学
者
―
」
（
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
、
鳥
井
裕
美
子
、
川

嶌
眞
人
共
編
『
九
州
の
蘭
学
―
越
境
と
交
流
―
』
、
思
文
閣
出
版
、

京
都
、
二
〇
〇
九
年
）
。

▲
中
医
研
究
院
、
広
州
中
医
学
院
、
成
都
中
医
学
院
編
著
、
中
医
学

基
本
用
語
邦
訳
委
員
会
訳
編
『
中
国
漢
方
医
語
辞
典
』
、
中
国
漢
方
、

東
京
、
一
九
八
〇
年
。

▲
陳
司
成
『
黴
瘡
秘
録
』（
戸
倉
屋
喜
兵
衛
、
江
戸
、
安
永
三
［
一
七
七
四
］

年
和
刻
本
再
板
［
初
刊
は
寛
永
二
〈
一
七
二
五
〉
年
］
、
架
蔵
本
）
。

▲
永
富
独
嘯
庵
『
黴
瘡
口
訣
』（
河
内
屋
喜
兵
衛
、
播
磨
屋
新
兵
衛
、
大
坂
、

天
明
八
［
一
七
八
八
］
年
序
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
。

▲
中
村
謙
介
『
和
漢
薬
方
意
辞
典
』
、
緑
書
房
、
東
京
、
二
〇
〇
四
年
。

▲
平
野
満
「
寺
尾
（
隆
喬
）
顕
融
・
隆
純
兄
弟
の
小
野
蘭
山
講
義
録

筆
録
と
隆
純
養
子
雲
仙
の
大
槻
玄
沢
入
門
」
（
『
洋
学
』
第
一
五
号
、

二
〇
〇
六
年
）
。

▲
平
林
香
織
、
今
栄
駿
介
、
川
原
嵩
、
秋
元
成
鎬
「
岩
手
医
科
大
学
附

属
図
書
館
巌
手
醫
學
文
庫
『
絵
本
黴
瘡
軍
談
』
に
つ
い
て
―
船
越
敬

祐
の
文
理
融
合
的
な
梅
毒
治
療
普
及
活
動
―
」
（
『
岩
手
医
科
大
学
教

養
教
育
研
究
年
報
』
第
五
三
号
、
二
〇
一
八
年
）
。

▲
布
連
吉
原
著
、
杉
田
立
卿
訳
、
青
地
林
宗
校
正
『
黴
瘡
新
書
』
（
天

真
楼
蔵
版
、
文
政
四
［
一
八
二
一
］
年
刊
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館

富
士
川
文
庫
蔵
）
。

▲
町
泉
寿
郎
、
小
曽
戸
洋
、
天
野
陽
介
、
花
輪
壽
彦
「
医
家
合
田
家
の

歴
史
と
蔵
書
」（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
五
一
巻
四
号
、
二
〇
〇
五
年
）
。

▲
森
春
樹
「
蓬
生
譚
」
（
森
銑
三
、
野
間
光
辰
、
中
村
幸
彦
、
朝

倉
治
彦
編
『
随
筆
百
花
苑
』
第
一
五
巻
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、

一
九
八
一
年
所
収
）
。

▲
梁
永
宣
「
中
国
に
お
け
る
梅
毒
の
病
名
史
」
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

第
四
五
巻
二
号
、
一
九
九
九
年
）
。

▲
和
気
惟
亨
著
、
平
井
庸
信
、
村
上
図
基
、
間
島
信
言
校
『
黴
瘡
約
言
』（
永

田
調
兵
衛
、
京
都
、
享
和
二
［
一
八
〇
二
］
年
刊
、
早
稲
田
大
学
図

書
館
蔵
）
。

▲L
am

bertus N
olst: V

erhandeling
 over de venusziekten. D

ordrecht, 

1792.
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史
料

▲
大
江
文
明
「
雲
澤
先
生
痢
疾
口
授
」
（
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
二
〇
丁
、

二
七
・
〇
糎
×
二
〇
・
〇
糎
、
寛
政
七
［
一
七
九
五
］
年
以
降
成
、
中

津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）
。

▲
大
江
文
明
「
黴
瘡
新
書
」
（
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
三
三
丁
、
二
六
・
七

糎
×
一
九
・
三
糎
、
天
保
一
二
［
一
八
四
一
］
年
頃
成
、
熊
本
県
立

大
学
歴
史
学
研
究
室
蔵
）
。

▲
大
江
文
明
「
［
無
題
雑
綴
写
本
］
」
（
「
雲
澤
先
生
痢
疾
口
授
」
、
「
黴
瘡

經
驗
方
」
、
無
題
［
梅
毒
、
疥
癬
な
ど
に
つ
い
て
の
漢
方
系
の
処
方
］
、

無
題
［
気
付
の
処
方
］
）
（
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
六
〇
丁
、
二
四
・
一

糎
×
一
六
・
三
糎
、
寛
政
七
［
一
七
九
五
］
年
以
降
成
、
中
津
市
歴

史
博
物
館
蔵
）
。

▲
寺
尾
隆
純
「
十
四
経
絡
弁
解
」（
写
本
、
一
冊
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
。

▲
吉
雄
耕
牛
訳
「
布
斂
吉
黴
毒
論
」
（
写
本
、
一
冊
、
一
七
九
〇
年
代

中
頃
成
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
蔵
）
。

注１ 

拙
稿
「
「
雲
澤
先
生
痢
疾
口
授
」
に
見
る
医
学
と
医
療
」
。

２ 

前
掲
拙
稿
「
「
雲
澤
先
生
痢
疾
口
授
」
に
見
る
医
学
と
医
療
」
、
三
三
～
三
四
頁
。

３ 

磯
野
直
秀
「
小
野
蘭
山
年
譜
」
、
七
六
頁
。
な
お
、
磯
野
は
こ
の
人
物
の
名
を
寺
尾
隆

純
と
し
て
い
る
が
、
署
名
の
構
成
か
ら
、
一
般
的
に
は
寺
尾
純
胤
だ
と
見
ら
れ
る
が
確

証
は
な
い
。

４ 

平
野
満
は
、
名
を
隆
純
、
別
名
を
胤
、
不
羨
と
し
て
い
る
。
「
寺
尾
（
隆
喬
）
顕
融
・

隆
純
兄
弟
の
小
野
蘭
山
講
義
録
筆
録
と
隆
純
養
子
雲
仙
の
大
槻
玄
沢
入
門
」
、
四
〇
頁
。

５ 

天
野
陽
介
「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
書
入
れ
に
つ
い
て
」
、

三
九
一
頁
。

６ 

前
掲
平
野
満
「
「
寺
尾
（
隆
喬
）
顕
融
・
隆
純
兄
弟
の
小
野
蘭
山
講
義
録
筆
録
と
隆
純

養
子
雲
仙
の
大
槻
玄
沢
入
門
」
、
四
〇
、
五
九
～
六
一
頁
。

７ 

『
笠
間
藩
史
』
上
巻
、
六
二
九
頁
。

８ 

蒲
原
宏
「
江
戸
時
代
に
作
製
さ
れ
た
木
製
人
体
骨
骼
模
型
（
木
骨
）
」
、
三
～
四
頁
。
宗

田
一
「
大
槻
玄
沢
『
蘭
畹
摘
芳
』
に
つ
い
て
」
、
七
四
～
七
五
頁
。
阿
知
波
五
郎
「
わ

が
国
外
科
に
及
ぼ
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
の
影
響
（
三
）
」
、
三
六
頁
。

９ 

前
掲
平
野
満
「
「
寺
尾
（
隆
喬
）
顕
融
・
隆
純
兄
弟
の
小
野
蘭
山
講
義
録
筆
録
と
隆
純

養
子
雲
仙
の
大
槻
玄
沢
入
門
」
、
五
九
頁
。

10 

町
泉
寿
郎
、
小
曽
戸
洋
、
天
野
陽
介
、
花
輪
壽
彦
「
医
家
合
田
家
の
歴
史
と
蔵
書
」
で

報
告
さ
れ
た
書
誌
は
、
「
『
黴
瘡
要
録
』
、
寺
尾
隆
純
・
大
江
雲
澤
、
写
、
二
巻
一
冊
」

で
あ
る
。

11 

梁
永
宣
に
よ
る
と
、
韓
悉
『
韓
氏
医
通
』
（
一
五
二
二
刊
）
に
「
黴
瘡
」
の
謂
が
見
え
る
。

「
中
国
に
お
け
る
梅
毒
の
病
名
史
」
、
一
九
四
～
一
九
五
頁
。

12 

平
林
香
織
、
今
栄
駿
介
、
川
原
嵩
、
秋
元
成
鎬
「
岩
手
医
科
大
学
附
属
図
書
館
巌
手
醫

學
文
庫
『
絵
本
黴
瘡
軍
談
』
に
つ
い
て
―
船
越
敬
祐
の
文
理
融
合
的
な
梅
毒
治
療
普
及

活
動
―
」
、
一
四
頁
。
そ
の
他
、
高
橋
文
「
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
―
至
適
用
量
の
梅
毒
水
銀

処
方
を
も
た
ら
し
た
医
師
・
植
物
学
者
―
」
参
照
。

13 

『
黴
瘡
秘
録
』
は
一
六
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
梅
毒
専
門
書
で
、
戸
倉
屋
喜
兵
衛
に
よ

る
和
刻
本
が
、
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）
年
に
、
さ
ら
に
同
書
肆
か
ら
安
永
三
（
一
七
七
四
）

年
に
再
板
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

14 

「
梅
瘡
新
書
」
で
は
「
忘
」
と
誤
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
正
し
く
改
め
た
。

15 

川
嶌
眞
人
『
医
は
不
仁
の
術　

努
め
て
仁
を
な
さ
ん
と
欲
す
』
、
九
四
～
九
五
頁
。

16 

前
掲
拙
稿
「
「
雲
澤
先
生
痢
疾
口
授
」
に
見
る
医
学
と
医
療
」
、
三
五
～
三
六
頁
。

17 

森
春
樹
「
蓬
生
譚
」
、
三
八
八
頁
。
な
お
、
表
記
や
句
読
点
は
底
本
に
従
う
。
以
下
同
。

18 

前
掲
森
春
樹
「
蓬
生
譚
」
、
三
八
八
頁
。
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要
旨

　

横
井
家
は
、
下
毛
郡
永
添
村
（
現
中
津
市
永
添
）
を
本
貫
と
す
る
家

で
、
近
世
初
頭
は
小
笠
原
家
に
仕
え
、
中
津
藩
主
が
奥
平
家
に
な
る
と
、

永
添
村
に
移
住
し
て
医
業
を
始
め
た
。
本
稿
で
は
幕
末
か
ら
明
治
期
に

活
躍
し
た
横
井
古
城
（
一
八
四
五
～
一
九
一
六
）
が
記
し
た
日
記
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
史
料
は
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）

か
ら
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
に
記
さ
れ
た
三
点
で
、
幕
末
動
乱
期
の

様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
元
来
「
乾
乾
録
」
と
称
さ
れ
る

日
記
は
全
て
古
城
の
執
筆
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
り
、

別
人
の
筆
記
の
可
能
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
現
在
不
明
瞭

で
あ
る
一
九
世
紀
後
半
以
降
の
中
津
藩
の
動
向
、
特
に
横
井
古
城
に
代

表
さ
れ
る
教
育
者
の
藩
内
で
の
位
置
づ
け
な
ど
が
明
確
に
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド

中
津
藩
、
横
井
古
城
、
横
井
豊
山
、
乾
乾
録
、
文
久
三
年
、
元
治
元
年
、

生
麦
事
件

　

は
じ
め
に

　

平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
に
空
家
で
あ
っ
た
旧
横
井
病
院
（
中
津

市
永
添
）
が
解
体
さ
れ
、
同
年
中
津
市
委
員
会
の
概
要
調
査
の
結
果
、

約
一
五
〇
〇
件
の
史
料
が
確
認
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
史
料
群
中

横
井
古
城
（
一
八
四
五
～
一
九
一
六
）
が
記
し
た
と
さ
れ
る
「
日
記
」

の
う
ち
、
比
較
的
古
い
と
考
え
ら
れ
る
三
点
に
つ
い
て
、
そ
の
史
料
の

概
要
と
史
料
か
ら
判
明
し
た
古
城
に
関
す
る
事
績
を
述
べ
る
。

　

一
、
横
井
古
城
の
日
記
に
つ
い
て

　

横
井
家
は
近
世
初
頭
小
笠
原
家
に
仕
え
、
「
小
笠
原
中
津
藩
分
限

帳
覚
」
に
は
「
惣
御
家
中　

百
五
拾
石　

横
井
所
右
衛
門
」
と
あ
る

１

。
中
津
藩
主
が
奥
平
家
に
な
る
と
、
横
井
所
右
衛
門
（
忠
重
）
が
永

添
村
に
移
住
し
て
医
業
を
始
め
た
と
い
う
。
忠
重
か
ら
五
代
後
裔
の
湧

泉
（
忠
一
）
は
、
藩
主
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）

年
村
上
玄
水
（
一
七
八
一
～
一
八
四
三
）
が
主
導
し
た
刑
死
解
剖
に
も

立
ち
会
っ
た
。
そ
の
子
豊
山
は
中
津
藩
儒
野
本
白
巌
（
一
七
九
七
～

一
八
五
六
）
、
日
出
藩
の
帆
足
万
里
（
一
七
七
八
～
一
八
五
二
）
に
学

ん
だ
。
豊
山
の
甥
に
あ
た
る
古
城
（
忠
直
）
は
、
広
瀬
淡
窓
（
一
七
八
二

～
一
八
五
六
）
に
学
ん
だ
後
、
咸
宜
園
の
塾
頭
に
も
抜
擢
さ
れ
、
帰
藩

後
私
塾
培
養
舎
を
創
設
し
た
２

。

　

現
在
中
津
市
歴
史
博
物
館
で
保
管
さ
れ
て
い
る
横
井
家
史
料
は
、
典

籍
類
（
写
本
も
含
む
）
、
書
簡
類
、
雑
記
類
、
洋
装
本
な
ど
に
大
別
さ

横
井
家
の
日
記
帳
に
つ
い
て

吉
田
洋
一
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れ
、
同
市
教
育
委
員
会
の
概
要
調
査
に
よ
り
、
概
ね
天
保
年
間
か
ら
昭

和
三
〇
年
代
こ
ろ
ま
で
の
年
次
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
古
城
関
連
史
料

は
横
井
家
歴
代
の
な
か
で
最
も
多
数
を
占
め
る
よ
う
で
あ
る
が
、
古
城

自
筆
史
料
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
同
史
料
群
の
な
か
で
彼

の
自
筆
日
記
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
表
題
に
は
「
乾
乾
録
」
と
い
う
語

が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

「
乾
乾
」
と
は
「
進
ん
で
や
ま
ぬ
さ
ま
。
怠
ら
ず
努
力
す
る
さ
ま
」

の
意
で
、『
易
経
』
乾
卦
の
「
君
子
終
日
乾
乾
（
君
子
は
終
日
乾
乾
す
）
」

を
典
拠
と
す
る
。
表
題
に
「
乾
乾
」
の
語
が
含
ま
れ
て
い
る
史
料
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

　

乾
々
録 

甲
子
仲
秋
（
史
料
番
号
⑧
―
三
）
【
史
料
三
】

　

乾
乾
録 

暮
春
（
史
料
番
号
⑧
―
七
）
【
史
料
一
】

　

乾
乾
録 

甲
子
古
城
（
史
料
番
号
⑧
―
八
）
【
史
料
二
】

　

乾
乾
録 

慶
應
二
年
（
史
料
番
号
⑧
―
一
五
）

　

乾
乾
録 

慶
應
二
年
（
史
料
番
号
⑧
―
二
一
）

　

乾
乾
録 

第
三 

文
久
元
年
（
史
料
番
号
⑧
―
二
二
）

　

乾
乾
録 

第
五 

文
久
二
年
（
史
料
番
号
⑧
―
二
三
）

　

古
城
乾
乾
録 

丑
寅
（
史
料
番
号
⑧
―
二
九
）

　

乾
乾
録 

戌
辰 

明
治
元
年
（
史
料
番
号
⑧
―
三
七
）

　

乾
乾
録 

丁
卯 

慶
應
三
年
（
史
料
番
号
⑧
―
三
八
）

　

乾
乾
録 

壬
戌
八
月　

文
久
二
年
（
史
料
番
号
⑧
―
三
九
）

　

乾
乾
録 

丙
寅　

慶
應
二
年
（
史
料
番
号
⑧
―
四
一
）

　

乾
乾
録 

辛
酉
巻
四　

文
久
元
年
（
史
料
番
号
⑧
―
四
三
）

　

乾
乾
録 

壬
戌
七
月　

文
久
二
年
（
史
料
番
号
⑧
―
四
七
）

　

乾
乾
録 

第
一
庚
申　

万
延
元
年
（
史
料
番
号
⑧
―
四
八
）

　

乾
乾
録 

乙
丑 

慶
應
元
年
（
史
料
番
号
⑧
―
五
一
）

　

乾
乾
録 

第
二 

万
延
元
年
（
史
料
番
号
⑧
―
五
二
）
３

　

計
一
七
件
の
「
乾
乾
録
」
の
う
ち
、
「
乾
乾
録 

第
一
」
及
び
「
乾
乾

録 

第
二
」
に
は
「
横
井
濟
伯
美
手
記
」
と
あ
る
。
こ
の
表
記
は
他
の

関
連
史
料
か
ら
は
見
い
だ
せ
ず
、
古
城
と
は
別
人
の
可
能
性
も
あ
る
が
、

現
時
点
で
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

二
、
日
記
の
内
容

　

本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
に
関
し
て
瞥
見
す
る
と
、
【
史
料
一
】
は
表

紙
に
「
文
久
癸
亥
暮
春
乾
々
録　

至
四
月
十
六
日
」
と
あ
り
（
図
一
）
、

［
一
丁
表
］
に
「
三
月
朔
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

三
月
一
日
か
ら
同
年
四
月
一
六
日
の
記
述
で
あ
る
と
分
か
る
。
［
一
丁

表
］
の
「
三
月
朔
」
の
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
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三
月
朔

読
傷
寒
論
補
註
〇
往
診
榎
並
屋
氏
息
〇
謁
天
満
菅
廟
買
神
符
〇
與
一

徳
之
藩
邸
於
妻
木
氏
取
金
一
円
一
方
主
人
供
酒
黄
昏
而
帰
肥
後
橋
側

観
因
幡
侯
帰
自
京
師
〇
今
日
聞
英
艦
六
隻
以
数
日
前
雷
于
横
濱
港
請

三
件
事
於
官
曰
請
期
二
十
日
得
其
報
若
不
允
乎
不
得
不
兵
也
官
不
允

之
将
発
軍
追
之
乃
散
帰
所
在
京
列
藩
諸
侯
各
脩
海
軍
或
曰
大
君
今
在

府
中
以
四
日
入
京
又
曰
既
東
駕
而
回
或
曰
三
件
中
之
一
云
願
獲
島
津

三
郎
或
曰
数
隻
墨
艦
在
于
姫
路
洋
或
曰
已
入
兵
庫
津
諸
説
紛
紜
人
心

頗
動
（
以
下
略
）

　

『
傷
寒
論
補
註
』
と
い
う
書
物
に
関
す
る
情
報
は
管
見
に
及
ぶ
限
り

見
い
だ
し
得
な
い
が
、
斎
宮
静
斎
著
、
浅
野
徽
（
元
甫
）
補
註
の
『
傷

寒
論
特
解
』
（
一
七
九
〇
年
刊
）
が
あ
り
、
横
井
家
史
料
に
は
『
傷
寒

論
国
字
解
』
（
史
料
番
号
①
―

六
）
が
存
す
る
４

。
関
連
性
の
検
証
が
必

要
で
あ
る
。
日
記
は
そ
の
後
、
往
診
な
ど
の
日
常
生
活
の
記
述
が
な
さ

れ
、
当
日
に
入
手
し
た
情
報
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
記
述
の
前
年
に
は
生
麦
事
件
が
起
き
て
い
る
。
薩
摩
藩
主
の
父

島
津
久
光
（
一
八
一
七
～
八
七
）
は
勅
使
大
原
重
徳
（
一
八
〇
一
～

七
九
）
と
と
も
に
江
戸
か
ら
帰
洛
の
途
次
に
あ
っ
た
が
、
英
国
生
糸
商

マ
ー
シ
ャ
ル
ほ
か
四
名
は
、
同
年
八
月
二
十
一
日
、
神
奈
川
近
郊
生
麦

村
（
現
横
浜
市
鶴
見
区
）
に
お
い
て
こ
の
行
列
に
遭
遇
し
、
薩
摩
藩
士

に
斬
り
つ
け
ら
れ
た
。
居
留
民
団
は
列
国
外
交
代
表
に
強
硬
な
抗
議
を

要
請
し
、
英
国
側
は
犯
人
の
検
挙
、
外
国
人
遊
歩
の
保
護
な
ど
を
幕
府

に
要
請
、
つ
い
で
翌
三
年
二
月
、
本
国
政
府
の
訓
令
に
基
づ
く
要
求
条

項
を
提
出
、
幕
府
の
謝
罪
と
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
金
を
求
め
た
。
そ

の
後
薩
英
戦
争
勃
発
の
要
因
と
な
る
が
、
古
城
は
日
記
の
中
で
、
当
時

適
塾
の
塾
長
で
あ
っ
た
「
岡
野
某
」
（
松
三
郎
の
こ
と
か
）
が
現
地
に

赴
い
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

　

ペ
リ
ー
来
航
以
来
、
全
国
諸
藩
が
藩
政
改
革
を
断
行
す
る
折
、
中
津

藩
は
江
戸
詰
家
老
奥
平
壱
岐
に
よ
る
独
裁
専
権
の
た
め
、
一
向
に
改
革

図
一
　
暮
春
乾
々
録
（
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）
。
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が
進
展
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
下
級
武
士
や
学
者
た
ち
は
こ
の

横
暴
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出
し
（
亥
年
の
建
白
事
件
）
壱
岐
を
解
任

さ
せ
た
５

。
古
城
も
藩
士
の
意
見
集
約
な
ど
に
奔
走
し
た
可
能
性
が
見

て
取
れ
る
。

　

【
史
料
二
】
の
表
紙
に
は
「
甲
子　

古
城
乾
々
録　

秋
之
一　

自
七

朔
至
八
十
一
」
と
あ
り
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
七
月
一
日
～
八
月

十
一
日
の
記
録
で
あ
る
（
図
二
）
。
二
丁
目
以
降
は
裏
紙
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
で
判
読
不
能
な
部
分
が
多
い
が
、
ほ
ぼ
連
日
記
述
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

「
赤
間
関
」
な
ど
の
記
述
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
下
関
へ
の
四
国
艦

隊
砲
撃
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

【
史
料
三
】
は
「
乾
々
録 

甲
子
仲
秋
」
と
あ
り
、
表
紙
か
ら
記
述
が

な
さ
れ
て
い
る
（
図
三
）
。
恐
ら
く
（
図
二
）
の
続
編
で
、
同
年
一
一

月
六
日
ま
で
確
認
で
き
る
。
八
月
二
十
二
日
条
に
は
、
長
州
の
砲
声
が

書
楼
ま
で
届
い
た
と
あ
り
、
戦
闘
の
生
々
し
さ
を
伝
え
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

図
二
　
古
城
乾
々
録
（
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）
。

図
三
　
乾
々
録
（
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
）
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
古
城
の
自
筆
と
考
え
ら
れ
る
日
記
の
う
ち
、
比
較
的
年

次
の
古
い
も
の
を
中
心
に
掲
載
し
た
。
「
乾
乾
録
」
以
外
に
も
、
単
に

「
日
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
「
古
城
雑
記
」
（
史
料
番
号
⑧‒

四
二
）
な
ど
も
あ
り
、
今
後
丹
念
な
比
較
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
中
津
藩
政
史
料
（
「
惣
町
大
帳
」
な
ど
）
を
渉
猟
す
る
こ
と
に

よ
り
、
史
料
中
の
人
名
な
ど
に
関
す
る
事
績
を
把
握
す
れ
ば
、
現
在
不

明
瞭
で
あ
る
一
九
世
紀
後
半
以
降
の
中
津
藩
の
動
向
、
特
に
横
井
古
城

に
代
表
さ
れ
る
教
育
者
の
藩
内
で
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

【
史
料
一
】

［
表
紙
］

文
久
癸
亥

暮
春
乾
々
録　

至
四
月

十
六
日

［
一
丁
表
］

　
　

三
月
朔

読
傷
寒
論
補
註
〇
往
診
榎
並
屋
氏
息
〇
謁
天
満
菅
廟
買
神
符
〇
與
一
徳

之
藩
邸
於
妻
木
氏
取
金
一
円
一
方
主
人
供
酒
黄
昏
而
帰
肥
後
橋
側
観
因

幡
侯
帰
自
京
師
〇
今
日
聞
英
艦
六
隻
以
数
日
前
雷
于
横
濱
港
請
三
件
事

於
官
曰
請
期
二
十
日
得
其
報
若
不
允
乎
不
得
不
兵
也
官
不
允
之
将
発
軍

追
之
乃
散
帰
所
在
京
列
藩
諸
侯
各
脩
海
軍
或
曰
大
君
今
在
府
中
以
四
日

入
京
又
曰
既
東
駕
而
回
或
曰
三
件
中
之
一
云
願
獲
島
津
三
郎
或
曰
数
隻

墨
艦
在
于
姫
路
洋
或
曰
已
入
兵
庫
津
諸
説
紛
紜
人
心
頗
動
〇
一
徳
曰
官

艦
称
順
動
丸
者
将
東
帰
以
我
行
欲
托
此
船
也
蓋
緒
方
氏
将
送
什
具
故
得

監
一
人
乗
之
然
什
具
載
否
未
定
若
不
載
之
二
人
乗
之
亦
可
緒
方
氏
塾
長

岡
野
某
将
行
也
船
軍
艦
也
広
亦
可
知
二
人
得
乗
三
人
豈
不
可
乎
然
君
他

塾
之
徒
少
似
不
可
但
言
之
江
都
将
入
浩
庵
氏
門
則
亦
豈
不
可
乎
僕
方
周

旋
不
知
成
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［
一
丁
裏
］

余
曰
此
実
天
幸
君
請
能
請
之

　
　

二
日

午
前
観
池
田
信
州
侯
西
下
〇
出
月
俸
一
円
金
〇
償
結
髪
銭
及
雑
費
〇
往

診
西
天
満
本
傳
寺
僧
〇
今
日
雨
晡
後
凡
騒
雨
止

　
　

上
巳

暁
夢
與
元
璋
天
夫
吉
也
嬉
戯
談
話
正
夫
咏
国
歌
元
璋
和
之
余
欲
和
之
構

思
須
臾
已
而
開
目
各
就
几
案
読
書
余
即
賦
詩
一
絶
曰
警
懶
阿
爺
厳
析
鳴

群
談
声
歇
起
書
声
云
々
眠
乃
醒
矣
追
思
転
結
二
句
范
々
不
得
枕
上
直
補

之
曰
叔
歌
仲
和
季
方
幼
何
日
雄
飛
誰

［
二
丁
表
］

大
成
〇
読
夜
航
詩
話
〇
午
傾
白
醸
喫
赤
豆
飰
〇
未
上
與
勝
甫
琳
三
散
歩

謁
菅
廟
ニ
東
小
亭
観
牡
丹
群
開
因
得
一
絶
曰
恵
凡
和
暢
好
徘
徊
菅
相
祠

辺
且
挙
杯
游
子
欲
愁
春
脚
速
桃
花
時
節
牡
丹
開　

其
北
有
神
池
十
畝
之
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間
死
水
潢
ニ
有
亀
浮
泳
其
頭
簇
ニ
不
知
幾
千
散
而
敷
者
聚
而
重
者
恰
似

敗
江
萍
葉
行
人
自
橋
上
投
菓
楽
之
池
畔
有
余
地
亀
又
上
焉
而
曝
背
累
々

畳
々
又
疑
廃
瓦
嗚
呼
亀
而
優
游
自
得
如
此
所
謂
蓬
莱
嶋
者
豈
他
乎
哉
有

藤
花
未
開
遂
歩
至
天
満
橋
度
之
而
帰
〇
晡
後
与
復
平
勝
甫
小
田

昌
平

琳
三
飲
干

浪
花
橋
下
舩
額
曰
貨
狄
楼
春
水
溶
々
直
到
膝
頭
仮
擬
流
觴
之
宴
亦
愉
快

矣
〇
此
日
快
晴
頃
来
所
稀
〇
借
師
家
日
本
外
史
貸
之
田
士
穣

　
　

四
日

朝
聴
講
〇
朝
仁
四
郎
来
曰
家
翁
将
有
所
嘱
有
間

［
二
丁
裏
］

願
臨
午
後
乃
往
旭
翁
曰
余
欲
抄
近
文
章
以
為
二
巻
願
煩
玉
手
謄
写
余
諾

遂
随
旭
翁
出
散
歩
北
郊
菜
花
漠
ニ
一
望
如
海
林
罅
邨
隙
無
所
不
到
人
往

来
於
黄
波
之
間
而
不
見
其
路
美
景
郊
光
使
人
呼
返
詩
魂
旭
翁
行
誦
近
製

数
詩
示
予
遂
回
妙
見
祠
外
過
猩
々
庵
帰
至
新
地
飯
於
鳥
定
氏
日
暮
而
出

秀
三
来
迎
曰
正
吉
君
不
在
乃
急
還
則
已
在
座
矣
夜
雨
下
借
傘
与
提
灯
帰

〇
今
日
河
村
束
来
訪
不
値

　
　

五
日

往
診
山
田
屋
源
七
杉
山
氏
謁
御
霊
祠
〇
田
士
穣
来
曰
中
津
舩
昨
日
來
矣

托
五
円
金
於
余
〇
夜
与
勝
甫
琳
三
飲
於
丼
池
街
魚
多
氏
酔
帰
有
事
於
伊

予
生
飯
塚
文
治
氏

［
三
丁
表
］

　
　

六
日

先
生
命
余
点
検
蔵
書
分
儒
医
仏
三
部
〇
中
津
植
田
屋
吉
兵
衛
来
訪
安
否

且
曰
西
氏
将
托
東
於
奴
適
舛
利
舩
先
奴
発
故
東
付
彼
矣
不
知
達
否
余
曰

未
達
然
如
子
言
則
東
必
已
在
妻
木
氏
矣
〇
未
牌
至
旭
翁
許
取
其
随
筆
及

紙
遂
之
藩
邸
求
余
郷
書
妻
木
氏
曰
未
達
為
之
懆
然
田
士
穣
已
先
余
来
在

佐
竹
氏
帰
路
相
俱
〇
往
診
本
傳
寺
帰
至
丼
池
街
頭
復
平
孝
斎
琳
三
勝
甫

滋
造
連
歩
云
謁
御
霊
祠
遂
勾
引
余
去
至
京
坊
橋
東
鳥
□
楼
者
割
雞
命
酒

初
更
而
帰
余
語
被
□
於
勝
甫
則
々
々
亦
如
余
被
却
誘
也
嗚
呼
上
巳
至
今

日
不
日
無
到
酒
亭
而
不
飲
酒
自
朔
至
今
除
一
日
而
已
余
也
嚢
中
既
空
日

留
郷
舩
載
東
至
東
贈
余
至
而
尚
泄
沓
如
此
者
何
也
雖
因
同
人
之
促
抑
亦

余
志
之
不
堅
也
豈
可
不
対
郷
之
二
厳
及
他
叔
父
輩
為
余
金
事
周
旋
者
而

愧
死
乎
哉
今
已
噬
臍
不
及
願
以
往
無
敢
此
事
記
以
為
戒

［
三
丁
裏
］

　
　

七
日

往
診
吉
喜
大
市
二
氏
〇
為
旭
翁
写
其
随
筆

　
　

八
日

聴
講
〇
朝
秀
三
来
曰
旭
翁
将
他
出
欲
一
見
君
午
前
請
来
予
曰
諾
午
前
乃

往
旭
翁
云
将
之
池
田
三
四
日
游
為
遣
文
稿
四
巻
嘱
予
遂
之
妻
木
氏
西
叔

父
東
至
矣
贈
韈
一
〇
夜
与
一
徳
飲
於
二
見
楼
亦
謀
東
遊
件
也
四
皷
帰
臥

　
　

九
日

衛
藤
季
次
来
曰
某
以
六
日
入
尾
崎
氏
門
先
生
以
今
日
亦
尋
講
席
〇
晡
後
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雨
［
四
丁
表
］

　
　

十
日

雨
〇
代
先
生
赴
河
茂
氏
小
祥
忌
帰
路
訪
尾
崎
氏
〇
一
徳
来
曰
今
夕
将
遡

澱
水
拝
明
日
加
茂
之
行
幸
且
開
軍
艦
之
左
右
予
曰
僕
亦
従
請
之
夫
人
被

允
敬
順
琳
造
勝
甫
亦
欲
行
日
晡
之
妻
木
氏
取
金
且
曰
随
便
利
則
遂
之
東

都
亦
不
可
知
澤
右
曰
我
以
公
用
明
日
将
謁
高
野
山
云
帰
路
遇
一
徳
氏
告

有
同
行
一
徳
曰
我
亦
有
同
行
不
如
各
与
其
党
予
曰
諾
帰
□
三
人
已
束
装

而
遅
敬
順
琳
造
典
衣
作
遊
費
戌
下
牌
冒
雨
而
出
過
今
橋
遇
一
徳
与
他
二

生
帰
曰
舟
無
一
有
不
如
帰
也
同
行
曰
無
舟
則
有
轎
無
轎
則
有
足
遂
別
至

八
軒
家
有
舟
即
所
謂
三
十
石
航
者
既
載
五
六
十
人
且
積
魚
拠
無
有
余
地

唯
舟
子
作
意
以
魚
累
積
僅
作
一
二
尺
地
估
之
余
等
各
出
五
百
銭
而
乗
余

人
併
肩
膝
不
足
客
艱
不
可
言
亥
牌
舟
出
四
更
過
牧
方

［
四
丁
裏
］

小
舟
来
売
酒
及
併

　
　

十
一
日

昧
爽
初
過
八
幡
山
崎
之
際
須
臾
入
澱
城
雨
猶
不
已
辰
牌
達
伏
見
京
橋
下

入
松
屋
命
酒
飯
店
人
曰
行
幸
以
雨
止
期
在
明
外
日
予
等
舟
中
皆
虚
期
延

至
此
則
謂
信
然
以
昨
夜
不
得
安
眠
皆
乗
酔
而
臥
嘱
店
婦
曰
雨
巳
則
起
至

未
下
酔
雨
勢
漸
疎
日
影
円
白
乃
書
路
遇
白
京
帰
人
行
話
今
朝
鳳
輦
之
美

乃
問
曰
今
朝
果
有
行
幸
乎
還
幸
可
拝
乎
曰
直
往
則
猶
可
迨
拝
還
幸
乃
従

竹
田
道
申
牌
入
京
直
赴
禁
闕
文
武
之
臣
厳
衛
四
門
四
民
往
来
雞
還
如
織

榊
原
侯
着
鞋
踞
小
林
従
士
僅
十
余
人
観
立
如
一
平
士
而
―
―

在
後
民
庶

直
過
其
前
不
曽
礼
之
聞
人
言
而
如
ク
如
為
榊
原
侯
矣
詩
置
幸
於
伏
見
親

王
宮
前
至
亥
牌
前
隊
始
至
備
前
侯
佐
竹
侯
長
州

［
五
丁
表
］

侯
仙
臺
侯
細
川
侯
上
杉
侯
因
幡
侯
阿
波
侯
土
佐
侯
薩
州
侯
藝
州
侯
對
馬

侯
亀
井
侯
会
津
宇
和
島
侯
等
皆
束
帯
騎
馬
従
士
赤
衣
帽
皆
提
灯
照
道
次

為
縉
伸
自
某
々
将
監
大
夫
侍
従
中
少
弁
左
右
中
少
将
大
中
少
納
言
宰
相

中
将
至
近
衛
左
大
将
徳
大
寺
内
府
二
條
右
府
皆
在
先
駈
焼
茅
炬
而
不
用

灯
有
騎
馬
者
有
歩
者
近
衛
公
則
在
輿
鳳
輦
之
前
随
身
騎
者
四
人
鳳
輦
之

至
万
民
拍
手
而
九
拝
仰
拝
鳳
輦
御
影
彷
彿
写
在
相
簾
不
堪
感
涙
如
後
鷹

司
関
白
輿
従
次
更
皮
鎗
至
乃
将
軍
公
也
一
橋
公
春
岳
公
尾
張
公
水
戸
公

等
朝
廷
而
騎
尤
後
為
閣
老
皆
歴
々
拝
観
真
近
古
所
稀
盛
事
吾
生
遇
之
亦

何
□
乎
亥
下
索
投
宿
之
家
一
無
有
之
東
西
奔
走
無
可
如
何
偶
有
依
河
漏

者
刀
請
宿
其
家
ニ
無
衣
被
移
僅
容
膝
蓋
初
拝
還
幸
不
及
之
恐
而
不
暇
索

宿
遂
至
夜
深
進
退
雖
谷
以
致
此
是
有
輩
未
□
世
事
所
致
為
□
□
之
□
亦

勝
読

抜
書
聞
之
書

［
五
丁
裏
］

　
　

十
二
日

出
河
漏
氏
過
三
條
橋
大
阪
薬
舗
大
久
□
在
職
敬
順
□
有
革
索
宿
乃
延
至

其
所
宿
亀
屋
嘉
右
衛
門
者
宅
始
得
所
帰
穆
公
地
獄
亦
智
是
之
謂
也
飯
後
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与
三
人
出
探
東
山
勝
至
智
恩
院
大
谷
上
杉
□
焉
祇
園
清
水
寺
午
帰
北
亀

屋
午
後
又
出
過
黒
谷
会
津
□
焉
真
如
堂
吉
田
祠
古
萬
一
丁
薬
寺
至
下
加

茂
遂
入
禁
中
細
川
侯
備
前
侯
方
帰
一
条
公
殿
兄
之
而
帰

　
　

十
三
日

漸
雨

朝
与
□
送
出
訪
土
肥
典
膳
又
□
知
一
徳
来
否
将
先
尋
山
崎
玄
逸
之
大
村

泰
助
氏
問
之
否
乃
至
油
小
路
出
水
中
津
邸
遇
藤
野
秀
右
ヱ
門
氏
□
□
□

□
□
或
東
先
生
曰
不
至
也
乃
出
至
堀
河
喫
酒
飯
至
北
野
天
神
祠
遂
至
金

閣
寺
観
□
□
氏
勝
区
帰
過
等
持
院
又
出
北
野
遇
方
策
於
祠
前
一
言
而
別

過
二
條

［
六
丁
表
］

城
外
至
東
西
本
願
寺
而
帰
聊
訪
宮
武
主
税
帰
則
一
徳
在
座
曰
遅
人
云
蓋

以
十
一
日
朝
上
舟
夜
拝
還
□
尚
右
処
五
條
橋
東
太
郎
氏
予
訪
藩
邸
後
至

藩
邸
也
乃
命
酒
而
飲

　
　

十
四
日

朝
与
一
徳
別
与
勝
甫
出
而
入
禁
中
蓋
昨
日
土
肥
氏
人
云
明
日
諸
侯
皆
参

内
云
々
故
然
ニ
禁
中
寂
然
知
前
者
之
訛
也
乃
出
又
過
二
條
城
外
及
島
原

妓
街
至
東
寺
帰
路
六
角
堂
過
宍
戸
□
斎
者
門
前
乃
与
長
年
昨
年
五
日
東

新
斎
曰
吾
不
知
長
司
君
唯
□
弟
知
之
故
今
之
東
上
封
則
談
而
中
□
□
也

雖
然
尚
以
昨
八
月
甚
麻
疹
遂
死
云
午
牌
□
為
帰
装
申
牌
出
亀
屋
雨
又
下

過
誓
願
寺
□
出
薬
師
寺
坊
渡
五
条
橋
過
大
仏
及
三
十
三
間
堂
□
□
□
□

過
東
福
寺
前
日
晩
入
伏
見
投
綿
長
氏
□
酒
飯
戌
上
ニ
舟
□
臥
北
野
舟
中

不
知
東
方
□
□

［
六
丁
裏
］

　
　

十
五
日

暁
眠
醒
則
舟
已
在
桜
初
前
暁
霧
談
々
□
□
鵜
声
□
八
軒
屋
上
卯
下
帰
□

十
氏
〇
往
診
榎
並
屋
□
湯
屋
〇
逢
松
浦
春
庵

　
　

十
六
日

点
検
蔵
書
〇
読
山
陽
外
史
及
大
東
世
語
〇
夜
訪
征
矢
野
元
雄

　
　

十
七
日

亦
為
先
生
点
検
蔵
書
先
生
賜
桂
幅
一
酬
労
幅
画
二
條
官
女
肥

後
中
島
廣
足
題
歌

〇
晡
後
訪
妻
木
氏

澤
右
曰
以
大

［
七
丁
表
］

昨
日
帰
自
高
野
話
次
曰
今
朝
江
戸
飛
報
至
大
略
云
開
兵
端
在
近
邸
中
上

自
夫
人
下
至
奴
隷
老
者
才
者
皆
退
之
麻
布
離
都
三
里
亦
云
米
価
騰
躍
一

石
価
二
千
四
百
匹
以
尼
吾
行
〇
夜
作
呈
大
人
京
坊
西
両
叔
東
〇
読
気
海

観
瀾
広
義

　
　

十
八
日

今
日
又
為
先
生
点
検
蔵
書
先
生
又
賜
桂
幅
一
再
謝
余
労
幅
係
白
隠
禅
師
書
文
曰

若
人
欲
長
寿
常
須
黙

〇

朝
之
妻
木
氏
托
郷
書
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［
七
丁
裏
］

　
　

十
九
日

往
診
猩
々
庵
及
天
満
屋
宇
助
〇
読
芳
翁
医
譚
〇
夜
己
眠
一
徳
自
戸
外
呼

而
予
不
覚
也
蓋
方
自
京
師
帰
也

　
　

二
十
日
申
牌
雨

天
点
検
蔵
書
先
生
又
賜
扇
子
〇
読
上
池
釣
魚
〇
夜
先
生
頒
付
諸
子
菓
子

些
許
曰
此　

天
皇
所
賜
吾
侯
者
侯
以
頒
賚
群
臣
我
亦
得
与
焉
因
為
分
之

［
八
丁
表
］

　
　

二
十
一
日

朝
訪
田
一
徳
〇
春
日
氏
之
為
塾
也
生
徒
分
為
二
等
一
在
楼
上
業
在
読
書

兼
行
代
診
而
明
出
飯
俸
人
客
視
之
一
在
製
薬
処
業
在
執
匙
兼
行
師
家
之

事
故
不
出
日
俸
執
匙
常
以
四
人
為
率
今
前
田
復
平
三
崎
孝
斎
安
陪
敬
順

橋
本
文
太
則
充
之
而
孝
斎
以
妹
有
病
帰
于
藤
澤
氏
敬
順
亦
臥
疾
文
太
則

充
使
役
而
已
因
乃
欲
以
楼
上
之
人
補
闕
自
楼
下
為
執
匙
者
概
以
入
門
之

前
後
為
後
先
予
今
尤
為
旧
乃
下
矣
〇
敬
順
病
頗
劇

　
　

二
十
二
日

敬
順
病
革
先
生
投
以
大
陥
胸
湯
不
下
利
乃
灌

［
八
丁
裏
］

腸
取
利
夜
塾
生
代
看
侍
之
〇
夜
半
天
満
災
予
率
滋
蔵
赴
吊
近
于
災
之
家

　
　

二
十
三
日

朝
一
徳
来
〇
未
牌
敬
順
逝
嗚
呼
哀
哉
余
自
昨
秋
来
此
家
新
加
者
七
人
而

逝
者
三
人
退
者
二
人
朋
友
之
坎
壈
未
有
如
此
之
甚
也
酉
牌
送
骸
至
堂
嶋

杏
田
脩
碩
宅

　
　

二
十
四
日

復
平
琳
三
往
吊
五
百
羅
漢
寺
敬
順
新
墳
夜
帰
曰

［
九
丁
表
］

埋
葬
勿
卒
顧
昨
夕
之
雨
水
已
逼
其
骸
更
無
供
一
香
一
花
噀
一
杯
水
為
之

憫
然
云
嗚
呼
杏
田
氏
之
薄
情
如
此
豈
人
之
謂
哉
〇
郡
靫
負
来

　
　

二
十
五
日

秀
三
来
致
青
邨
林
外
二
先
生
本
日
朔
所
作
東
〇
夜
往
診
天
満
屋
訪
田
代

氏
　
　

二
十
六
日
晴

昌
琢
生
来
謀
入
緒
方
氏
学
〇
夜
謁
御
霊
祠
〇
一
徳
一
郎
来
〇
往
診
山
田

屋
源
七

［
九
丁
裏
］

　
　

二
十
七
日

小
田
勝
甫
亦
下
楼
昉
于
今
日
〇
午
後
過
緒
方
氏
征
矢
野
氏
病
久
矣
一
徳
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為
之
作
東
将
達
之
于
郷
余
乃
持
以
往
藩
邸
妻
木
及
邸
留
守
不
在
下
吏
見

曰
我
侯
以
十
八
日
発
江
都
将
見
幕
府
行
至
吉
原
乃
発
置
邨
告
之
其
書
昨

日
至
二
氏
以
故
昨
夜
潮
于
淀
江
矣
乃
托
郷
東
帰
過
旭
荘
先
生
宅
被
供
河

漏
〇
聞
薩
州
之
洋
有
英
艦
五
百
隻
来
未
知
信
否

　
　

二
十
八
日

明
日
為
敬
順
氏
一
七
日
忌
塾
生
乃
出
金
呈
之
往
師
家
檀
寺
天
満
龍
海
寺

為
供
養
午
時
与
諸
子
赴
受
其
斎
帰
路
診
天
満
屋
卯
助
〇
読
素
問
補
注
〇

写
正
骨
要
訳
了

　
　

二
十
九
日

午
後
御
一
徳
ノ
方
飲
乃
相
献
酬

［
一
〇
丁
表
］

読
難
経
本
蔵

　
　

晦

黄
昏
一
徳
来
〇
読
小
児
痘
疹
方
〇
夜
写
狐
白
裘　

医
断
吐
法
考

　
　

四
月
朔

雨
等
後
少
歇
〇
訪
杉
山
氏
帰
路
過
尾
崎
氏
〇
読
原
機
啓
微
保
嬰
金
餝
録

〇
夜
四
皷
就
寝
頃
刻
先
生
月
外
帰
見
之
大
叱
励
其
惰
退

［
一
〇
丁
裏
］

　
　

二
日

読
潰
癘
瘍
機
要
正
體
類
要

　
　

三
日

夜
復
平
孝
斎
道
益
赴
八
幡
以
欲
拝
鳳
輦
行
幸
〇
往
診
天
宇
氏
〇
読
徽
癘

新
書

　
　

四
日

△
三
浦
大
明
又
今
朝
赴
八
幡
〇
往
診
紙
屋
四
郎
兵
衛
高
嶋
氏
帰
路
過
一

徳
而
話
〇
読
内
科
摘
要
小
児
直
訣

［
一
一
丁
表
］

　
　

五
日

読
外
科
精
要
〇
孝
斎
道
益
帰
曰
行
幸
期
延
為
十
一
日
百
里
之
行
終
為
空

足
矣
〇
往
診
廣
嶋
屋
氏

　
　

六
日

聴
講
〇
往
診
紙
屋
天
宇
日
野
善
氏
〇
読
外
科
枢
要

　
　

七
日

朝
診
廣
嶋
屋
氏
〇
午
後
与
一
徳
之
藩
邸
路
過
妻
木
氏
帰
路
雨
至
滂
沱
借

傘
藤
本
氏
入
適
斎
飲
之
丼
店
飯
初
更
帰
〇
読
明
医
雑
著

［
一
一
丁
裏
］
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八
日

俊
太
季
次
来
訪
〇
読
明
医
雑
著
〇
訪
一
徳

　
　

九
日

朝
三
浦
前
田
氏
帰
自
南
北
都
〇
午
後
一
徳
来
曰
吾
藩
和
田
生
来
云
舟
以

昨
日
入
港
淺
田
屋
庄
七
等
来
顧
僕
与
子
之
仰
信
必
在
焉
願
一
往
予
諾
之

俵
屋
彌
平
治
氏
庄
七
方
出
不
在
少
遅
之
帰
曰
東
与
衣
在
既
送
之
妻
木
氏

某
即
今
方
発
入
京
師
将
拝
明
外
日
之
行
幸
乃
之
邸
取
東
衣
大
人
三
月

十
五
日
同
廿
ナ
ナ
日
東
北
堂
三
月
十
五
日
同
廿
七
日
東
元
璋　

東
西

［
一
二
丁
表
］

叔
父
母
三
月
廿
七
日
東
落
合
姉
三
月　

東
皆
促
予
帰
東
中
云
大
人
以
二

月
二
十
二
日
卒
倒
気
絶
宵
発
至
雞
鳴
初
醒
三
月
三
日
至
賀
来
三
貞
氏
会

□
宴
間
持
杯
而
倒
乃
急
報
我
家
ニ
人
驚
櫌
謂
已
死
帰
発
轎
迎
之
轎
至
則

已
醒
言
笑
自
若
下
来
轎
而
帰
以
如
此
之
故
親
戚
会
議
急
□
予
帰
也
予
一

則
以
愕
一
則
以
憂
嗚
呼
何
予
之
不
幸
才
拙
議
暗
加
□
家
貧
親
病
志
業
不

立
一
生
碌
ニ
徒
増
親
戚
之
憂
招
党
之
笑
言
独
不
愧
乎
心
乎
為
之
茫
然
〇

夜
往
診
紙
屋
氏
〇
為
先
生
読
明
正
洪
範
軍
学
繻
知　

　
　

十
日

午
後
訪
一
徳
〇
製
寛
中
散
〇
読
吴
医
京
□

［
一
二
丁
裏
］

逢
松
下
世
民
一
郎
供
柏
葉
餻

　
　

十
一
日

往
診
天
宇
氏
〇
訪
一
徳
不
在
已
帰
少
頃
則
来
訪
〇
夜
散
歩
喫
蒼
玉
魄
鮓

　
　

十
二
日

未
後
至
御
霊
祠
前
花
月
堂
氏
下
予
東
行
遇
無
妄
之
復
又
卜
府
君
之
病
遇

鼎
之
同
人
〇
夜
与
一
徳
和
田
某
□
川
一
郎
飲
于
二
見
店
〇
四
更
先
生
帰

召
復
平
昌
平
予
等
按
摩

　
　

十
三
日

作
荅
大
人
西
叔
東　

晡
時
与
一
徳
之
藩
邸
逢
和
田
氏
返
傘
于
藤
本
氏
至

妻
木
氏
方
飲
奥
平
某

［
一
三
丁
表
］

在
座
澤
乃
老
人
方
進
礒
馴
味
噌
云
是
公
之
所
賜
也
托
東
而
帰
一
徳
過
話

監
察
服
部
氏
出
曰
東
行
成
矣
暮
返
適
々
斎
出
暦
擇
吉
辰
預
定
啓
行
之
日

為
十
又
八
日
〇
四
更
先
生
帰
命
按
摩
如
咋

　
　

十
四
日

読
錦
嚢
秘
録
〇
改
写
蔵
書
目
録
〇
作
与
矢
野
完
八
氏
東

［
一
三
丁
裏
］

　
　

望

聴
講
〇
往
診
大
市
天
宇
及
某
氏
〇
夜
□
□
街
□
妓
右
□
劇
□
〇
読
鶴
林
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玉
露

　
　

既
望

琳
三
道
益
等
尼
文
次
〇
午
後
与
田
代
氏
之
藩
邸
妻
木
氏
不
在
俵
屋
問
銭

未
帰
飲
一
旗
亭
〇
夜
請
哉
陽
先
乃
帰
省
右
以
父
病
被
允
〇
徹
宵
作
郷
書

　
　

十
七
日

朝
又
赴
妻
木
氏
告
明
日
東
行
澤
右
元
之
悪
道
中
日
記
銭
数
盃
酒
帰
路
雨

下
借
□
□
〇
杉
琳
三
代
予
識
□
昌
平
蔵
書
監
〇
□
□
三
月
日
東
至
自
三

河
中
有
帰
春
録
〇
托
被
於

［
一
四
丁
表
］

田
代
氏
送
衣
什
於
藩
邸
藤
本
氏
托
之
別
作
一
荷
嘱
□
舟
至
江
戸
〇
踏
先

生
所
賜
二
條
因
妻
木
氏
〇
会
計
月
俸
并
仮
借
金
銀
〇
夜
大
明
復
平
琳
三

昌
平
道
益
三
省
太
沖
蓋
買
酒
肴
銭
予
皆
酔
余
大
打
文
次
〇
告
別
先
生
大

人
贈
羊
羹
一
筐
子
牌
出
春
日
氏
皆
送
至
緒
方
氏
〇
今
宵
宿
適
々
斎

　
　

十
又
八
日

吉
日
辰
良
加
以
之
伏
雨
忽
新
晴
恰
如
天
為
我
輩
払
拭
之
□
訪
一
絶
記
喜

　

時
情
巷
説
礙
東
行
師
父
書
成
杜
宇
声

　

独
有
葵
天
形
吾
志
掃
除
陰
雨
敏
新
嗜

昌
平
窺
来
餞
扇
与
乎
巾
重
以
詩
一
絶

　

又
去
華
越
向
東
海
多
君
奮
抜
意
方
豪

　

函
峰　

共
荒
雪
建
業
応
期
自
此
高

辰
牌
出
適
々
斎
過
今
橋
西
淀
屋
与
兵
衛
氏
乃
書
和
昌
平
詩
韻
一
絶
托
之

［
一
四
丁
裏
］

　

離
杯
灑
盡
歌
相
和
東
去
征
人
一
剣
豪

　

杜
宇
□
帰
呼
不
行
輸
□
□
□
詞
尤
高

適
塾
生
送
至
八
軒
屋
於
是
□
登
三
丁
右
航
巳
牌
始
出
舟
顧
望
金
城
自
有

并
州
之
感
午
後
舟
至
牧
方
小
舟
東
買
食

申
牌
自
橋
本
上
入
八
幡
山
穿
林
町
四
丁
達
□
祠
焼
香
欽
拝

　

【
史
料
二
】

［
表
紙
］

甲
子

古
城
乾
々
録　

秋
之
一

　
　

自
七
朔
至
八
十
一

［
表
紙
裏
］

七
月
朔

　

往
診
皆
雲
院
円
琳
寺
〇
柳
平
内
東
下
小
路
報
至
〇
贈
麪
粉

　

妻
木
氏
沢
右
東
至
并
恵
美
淋
酒

二
日

　

小
川
兄
来
午
牌
之
中
津
〇
往
診
清
三
郎
内
〇
元
璋
帰
家

三
日
〇
療
斧
間
柳
蔵
息
金
瘡
用
鉞
三
予
為
金
療
実
以
此
為
始

　

〇
往
診
浄
證
寺
清
五
郎
内
〇
東
和
歌
社
中
謝
一
月
三
回
之

　

会
〇
此
月
榊
園
為
会
予
之
岩
草
之
次
訪
此
者
唯
法
有
流
情



43

　

孝
七
耳
〇
夜
往
診
民
四
郎
〇
夜
小
川
兄
来
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
日　

昧
爽
小
川
兄
去

　

龍
勝
甚
下
利
朝
往
診
〇
午
后
往
診
半
平

五
日

［
一
丁
表
］

　

未
牌
入
城
訪
京
坊
塩
坊
氏
傳
吉
従
焉
往
診
半
平
民
四
郎
円

　

琳
唯
専
寺

六
日

　

作
乞
巧
紙
〇
用
矢
頭
兄
来

七
日

　

朝
矢
頭
兄
去
使
傳
吉
送
之
〇
往
診
半
平
民
四
郎
中
尾
市
平

　

過
宗
家
元
璋
供
酒
〇
夜
井
上
玄
秀
拉
其
子
到
来
委
贄
六日

嘱

　

法
眼
作
灯
将
□
贈
落
合
此
日
成
矣

八
日

　

往
診
円
琳
寺
正
信
坊
〇
元
璋
来

［
一
丁
裏
］

九
日

　

皆
運
院
来
〇
□
田
寿
助
佐
助
荒
屋
敷
安
平
門
前
傳
平
各
以

　

為
我
□
取
薪
於
青
山

十
日

　

晡
后
往
診
食
堂
福
造
〇
石
堂
清
吉
将
談
朝
赴
日
田
乃
作
呈

　

林
外
先
生
亀
谷
□
□
大
渡
又
三
郎
□
□
□
之
助
東
托
之

十
一
日

　

遣
要
平
於
落
合
東
甚
策

十
二
日

　

遣
傳
吉
到
於
大
貞

十
三
日

　

遣
義
助
笠
松
買
酒
〇
僕
新
兵
有
積
過
此
日
逐
之

［
二
丁
表
］

　

夜
展
墓

十
四
日

　

石
堂
伊
三
郎
来
〇
夜
狂
歌
于
近
邨

十
五
日

　

作
中
元
詩
〇
安
全
寺
瑞
福
寺
瑞
泉
寺
徳
成
院
及
天
寧
明
音

　

二
寺
尼
来
行
施
餓
鬼

　
　

詩
云

　
　

管
弦
何
物
戯
開
場
方
朔
滑
稽
箕
子
狂
黄
口
亦
能
優
孟
伎

　
　

緇
徒
或
学
婦
人
粧
瑠
歌
月
下
團
□
影
蓮
飯
風
前
馥
郁
香

　
　

此
際
墓
門
誰
独
去
疎
燈
一
点
洩
隣
墻
此
狂
歌
亦
如
作
僧

　
　

亦
有
為
狂
戯
者

既
望

　

正
信
坊
贈
大
人
白
酒
一
升
〇
巳
牌
至
未
牌
于
三
樹
楼
〇
朝
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来
下
利
数
行

［
二
丁
裏
］

十
七
日　
　

　

朝
来
過
雨
其
喜
可
知
〇
専
脩
寺
老
婆
来

十
八
日

　

〇
□
木
利
乃
股
不
換
金
方
疎
雨
中
元
後
□
頭
豆
莢
肥
暮
門

　

灯
紙
破
書
室
艾
烟
徴
病
我
受
今
累
狂
□
悟
昨
非
□
情
将
吉

　

友
支
枕
□
毫
揮

　

傳
吉
之
大
貞
乃
東
備
中
守
并
寄
二
詩

　
　

専
脩
寺
老
人
并
阿
蝶
阿
水
往
謁
大
江
祠
祭

十
九
日

　

数
人
帰
自
中
津
〇
以
深
水
村
健
六
者
為
僕
要
平
徳
右
ヱ
門

　

周
旋
之
雇
金
二
両

二
十
日

　

為
大
人
代
書
招
下
小
路
五
蔵
遣
傳
吉
往

二
十
一
日

　

赤
関
人
来
待
小
田
屋
藤
一
者
東
請
大
人
一
診
蓋
藤
吉
病
也

　

大
人
充
之
期
以
二
十
三
日
往

　

舟
已
在
児
祝
浦

［
三
丁
表
］

二
十
二
日

　

検
薬
籠
〇
遣
傳
吉
中
津
者
凡
二
〇
五
蔵
氏
来
供
酒
〇
夜
作

　

送
元
璋
五
古
蓋
元
璋
陪
□
大
人
也

二
十
三
日

　

午
后
大
人
出
駕
元
璋
要
平
従
焉
余
与
正
夫
送
至
児
祝
浦
路

　

作
奉
送
大
人
詩
七
律
視
舟
解
觧
纜
而
還
謁
広
津
金
毘
羅
祠

　

帰
路
過
京
坊
氏
日
暮
而
帰

二
十
四
日

　

午
后
小
帒
庄
□
正
清
吉
遣
某
老
人
来
請
予
診
乃
往
勝
蔵
亦

　

従
至
諌
山
并
診
源
平
及
円
平
小
児
小
児
足
患
風
毒
腫
按
之

　

謂
已
成
膿
鍼
之
只
流
一
眠
之
血
耳
録
以
自
警
診
清
吉
供
酒

　

及
温
飩
帰
路
至
諌
山
幸
兵
衛
氏
招
予
入
請
其
妻
病
及
一
貧

　

人
病
日
暮
而
帰

［
三
丁
裏
］

二
十
五
日　

午
前
診
浄
證
寺
妹

　

午
后
往
診
湯
屋
儀
悴
新
助
供
酒
〇
夜
浄
證
寺
来
〇
正
行
寺

　

中
将
僧
来
浄
證
寺
弘
宣
従
焉
贈
扇
子
二
告
継
嗣

二
十
六
日

　

遣
健
六
引
馬
於
跡
田
及
羅
漢
寺
東
仙
意
氏
送
楮
幣
百
二
十

　

八
銭
五
分
以
西
瓜
一
候
暑
横
井
氏
以
麪
粉
一
升
五
合
南
瓜

　

一
候
暑
羅
漢
寺
□
購
薪
〇
午
後
遣
義
助
於
笠
松
購
酒
一
斗

　

夜
与
皆
雲
院
及
其
二
女
阿
管
正
信
坊
智
力
庵
小
滴
翠
及
其

　

母
其
子
勝
蔵
及
其
母
其
妹
開
宴
於
平
臺
待
月
北
堂
及
蝶
水

　

亦
往
石
堂
理
吉
皷
絃
余
酔
甚
三
更
皆
帰
于
我
舎
余
即
臥
終

　

不
迨
観
月
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〇
京
師
之
変
此
日
初
聞

二
十
七
日

　

晡
後
往
診
浄
證
寺
妹
過
正
信
坊

［
四
丁
表
］

二
十
八
日

　

遣
義
助
持
勝
蔵
東
之
中
津
〇
朝
往
診
西
永
添
勘
兵
衛
〇
晡

　

時
往
診
池
永
房
右
ヱ
門
及
源
田
清
三
郎
内

二
十
九
日

　

智
春
尼
来
誦
経
〇
福
島
傳
平
来
使
之
作
華
表
〇
法
尓
贈
梯

　

〇
付
金
一
両
於
甚
左
衛
門
即
健
六
半
給
也

　

〇
製
人
参
丸

　

〇
夜
□
黒
雷
鳴
頗
有
雨
意
而
於
不
雨

晦
　

建
未
華
表
於
荒
屋
敷
稲
荷
祠
前
以
奉
謝
我
志
願
之
半
成
〇

　

午
后
円
純
来
〇
未
牌
知
鳳
来
共
到
于
大
貞
也
永
氏
与
備
中

　

□
示
京
師
今
月
十
九
日
之
事
写
之
又
示
達
造
今
月
三
日
東

　

薄
暮
帰
飲
于
吾
盧
少
之
玄
秀
携
魚
至
又
飲

［
四
丁
裏
］

　
　

八
月
朔
己
巳

朝
回
視
秧
田
〇
玄
秀
之
浄
證
寺
遂
去
〇
午
后
往
診
佐
知
茂
平
母
傳
吉
従

焉
供
酒
〇
午
后
天
陰
雷
電
而
毫
无
雨
意
至
晩
驟
雨
一
陣
其
喜
不
可
言

　
　

二
日
庚
午

前
日
官
檄
到
城
令
我
侯
会
征
于
長
州
藩
中
脩
兵
且
聞
赤
関
上
舟
来
往
世

情
擾
動
而
大
人
去
後
曽
無
一
信
且
信
宿
日
久
乃
朝
使
正
夫
入
城
聴
事
顛

末
未
下
牌
帰
曰
赤
関
之
事
未
詳
知
或
云
无
事
五
蔵
氏
致
東
曰
応
無
事
也

若
有
新
聞
必
平
報
之

〇
日
晡
后
謁
鶴
市
祠
帰
路
過
宗
家
供
酒

［
五
丁
表
］

　
　

三
日
辛
未

午
後
往
診
石
堂
伊
三
郎
慎
六
供
酒
皷
絃
助
歓
〇
夜
法
分
勢
蔵
書
抜
〇
中

原
喜
十
郎
抛
藁
刀
傷
其
妹
創
五
寸
許
予
之
縫
之
三
□

　
　

四
日
壬
申

藩
兵
得
報
欲
待
令
初
課
闔
郡
家
出
鞋
□
□
□
焉
福
蔵
来
乃
嘱
之
結
髪
〇

智
鳳
来
訪
曰
大
先
生
必
為
長
州
被
奪
〇
日
晡
往
診
犬
丸
与
助
妻
到
従
焉

日
暮
帰
家
〇
皆
雲
院
来
訪
大
人
安
否
〇
法
尓
造
酒
三
半
平
来
供
酒

此
日
聞
夷
船
十
余
隻
向
赤
関
予
思
□
左
大
人
身
上

　
　

五
日
癸
酉

午
后
入
城
問
赤
関
消
息
之
京
坊
氏
西
氏
下
小
路
氏
及
塩
坊
中
津
屋
氏
或

曰
赤
関
大
里
□
渡
或
曰
赤
関
不
出

［
五
丁
裏
］

人
于
他
邦
亦
不
帰
他
邦
之
人
或
曰
某
商
以
前
月
廿
日
同
□
□
云
□
於
関

船
以
廿
六
日
払
去
不
□
留
一
隻
或
曰
赤
関
必
帰
西
来
帰
本
日
朔
日
二
日

為
五
穀
神
祭
喧
―

倍
常
平
安
如
此
君
勿
煩
念
或
曰
来
舶
礙
田
浦
既
而
至
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下
小
路
遥
聞
砲
声
遥
見
烟
颺
皆
以
為
是
焼
赤
関
也
予
心
動
蓋
余
何
入
五

蔵
氏
叔
父
不
在
内
人
謂
曰
赤
関
絶
不
容
他
邦
之
舟
□
□
中
津
舩
児
祝
淺

□
者
右
昨
日
自
彼
帰
今
日
将
往
主
公
因
書
小
田
屋
藤
吉
字
与
之
以
令
候

大
人
安
否
云
〇
乃
稍
心
降
又
望
遠
長
山
烟
雲
則
愁
睨
視
久
之
而
帰
〇
宗

家
叔
父
熊
谷
氏
在
座
歩
飲
〇
夜
之
皆
雲
院
正
信
坊

　

聞
此
日
正
信
坊
来
候

　
　

六
日
甲
戌

高
家
僧
来
乞
高
田
曰
今
朝
海
上
有
夷
艦
五
六
隻
西
過
蓋
向

［
六
丁
表
］

長
州
也
云
々
又
傷
我
心
○
或
曰
朝
来
砲
声
如
打
一
□
然
亦
可
愁
也

　
　

七
日

此
日
聞
長
州
之
乱
稍
平
本
藩
之
戒
稍
緩
〇
暮
謁
八
幡
祠
過
往
診
大
貞
與

兵
衛
娘

　
　

八
日

清
徹
与
方
策
来
過
返
大
□
問
答
孟
子
集
注
借
左
氏
傳
十
冊
云
連
城
兵
死

又
云
長
年
指
王
城
而
上
〇
遣
正
夫
之
下
小
路
聞
赤
関
消
息
叔
父
東
致
告

云
　々

〇
東
池
永
士
載
送
諧
句

［
六
丁
裏
］

　
　

九
日
丁
丑

遣
伝
記
入
城
東
下
小
路
五
蔵
氏
〇
往
診
諌
山
勇
平
西
永
添
従
〇
彌
四
郎

卒
然
昏
倒
往
診
焉
〇
往
診
下
池
永
房
右
ヱ
門
供
美
淋
酒
〇
池
永
氏
室
来

訪
　
　

十
日
戊
寅

午
后
謁
金
毘
羅
祠
過
下
小
路
過
金
吉
畑
田
二
僧
遂
宿
夜
与
叔
父
之
中
武

氏
面
矢
頭
叔

　
　

十
一
日
己
卯

早
発
帰
家
〇
辰
牌
湧
伯
来
致
京
坊
叔
東
ニ
云
島
屋
藤
助
之
八
屋
過
鵜
島

聞
載
阿
兄
赴
赤
関
者
惣
四
郎
者
以
大
昨
日
帰
云
々
欲
聞
大
人
安
否
頻
往

鵜
島
親

［
七
丁
表
］

聴
之
予
喜
不
啻
得
□
金
使
湧
伯
先
帰
使
正
夫
報
之
宗
家
已
下
率
傳
吉
出

家
過
京
坊
氏
中
武
及
西
氏
下
小
路
氏
遂
至
鵜
島
沓
川
駅
倉
蕃
設
関
検
人

余
告
事
由
而
過
至
惣
四
郎
氏
惣
四
郎
曰
舟
以
廿
四
日
出
港
廿
五
日
着
関

本
月
四
日
将
帰
適
夷
船
入
港
不
得
帰
主
公
使
貴
僕
与
僕
先
帰
貴
僕
入
我

舟
既
而
又
至
主
公
処
時
小
船
皆
觧
纜
逃
難
余
乃
棄
貴
僕
而
遁
于
小
倉
也

貴
僕
衣
服
及
主
公
東
我
在
我
舟
但
我
去
小
倉
舟
与
載
物
悉
遺
之
矣
然
主

公
等
平
安
在
赤
関
之
北
野
縦
令
赤
関
灰
燼
於
尊
□
无
□
也
云
々
予
下
小

路
謁
金
毘
羅
祠
時
也
至
京
坊
氏
将
活
鵜
島
漁
夫
之
言
家
人
曰
尊
大
人
舟

達
矣
令
要
平
報
告
矣
予
乃
喜
不
知
乎
□
□
踏
走
将
至
下
小
路
島
藤
自
後

□
田
尊
大
人
帰
矣
今
与
京
坊
公
出
必
過
西
氏
也
予
乃
令
傳
吉
報
之
下
小
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路
又
走
□
西
氏
大
人
不
在
蓋
自
豊
後
坊
帰
家
也
然
従
叔
母
之
言
過
京
坊

氏
与
傳
吉
走
出
城
且
走
且
歩
至
金
平
西
北
方
聞
吴
語
之
声
蓋
要
平
之
声

也
〇
乃
令
傳
吉
先
帰
報
之
□
□
余
則
又
折
路
迎
大
人
々
々
尊
體
安
全
従

歩
而
帰
吉
古
実
有
不
可
言
者
他
元
璋
要
平
皆
安

　
　

赤
関
之
人
吉
助
亦
従
焉
際
晩
至
家

［
七
丁
裏
］

　

相
逢
何
日
話
襟
期
我
萍
跡
東
西
各
自
移

　

世
事
従
来
易
愆
期
多
君
志
東
未
曽
移

　

駸
々
□
□
超
先
進
恋
々
□
情
憶
旧
知

　
　

□
□
佳
人
遠
隔
地
北
方
学
者
不
逢
時

　

【
史
料
三
】

［
表
紙
・
一
丁
表
］

乾
々
録　

甲
子
仲
秋

十
又
二
日
庚
辰

　

東
矢
頭
叔
兄
報
大
人
帰

　

午
后
往
診
犬
丸
與
助
妻
到
従
焉
帰
路
将
過
専
脩
寺
老
叔
母

　

適
在
門
外
予
問
何
之
云
之
君
宅
也
乃
相
伴
帰
○
夜
宗
家
叔

　

来
昨
日
京
坊
叔
東
尾
曰
宇
野
佐
々
木
氏
将
従
邦
君
出
戦
宗

　

家
則
何
如
故
来
謀
此
事
也

十
三
日
辛
巳

　

嘱
福
蔵
結
髪
○
午
前
往
診
斧
問
長
澤
氏
室
午
後
往
診
諫
山

　

勇
平
帰
路
診
源
田
吉
兵
衛
内
及
中
原
彌
四
郎
○
此
日
遣
健

　

六
落
合
購
炭
併
東
甚
策

十
四
日
壬
午

　

午
后
往
診
犬
丸
鍼
焉
正
夫
従
帰
路
過
専
脩
寺
供
酒
高
瀬
浄

　

満
寺
浄
願
寺
至
痛
飲
須
臾
与
此
出
徘
徊
大
貞
市
上
而
帰

［
一
丁
裏
］

中
秋　

癸未

　

午
后
与
甚
策
元
璋
正
夫
蝶
子
華
子
陪
随
家
君
謁
大
貞
祠
夜

　

帰
飲
○
予
初
作
諧
句
若
干
送
于
大
貞
矣
今
日
観
神
前
之
灯

　

則
予
稲
花
之
句
為
圧
巻
矣

十
六
日　

甲申

　

甚
策
之
中
津
○
大
人
往
診
一
松
蛎
瀬
病
人
傳
吉
従
焉
日
晩

　

未
帰
乃
使
正
夫
率
要
平
健
六
喜
十
郎
肩
輿
迎
之
少
之
帰
云

　

過
之
金
手
〇
伊
三
郎
福
蔵
来

十
七
日　

乙酉

　

午
牌
池
永
士
載
率
其
弟
説
二
郎
来
委
束
脩
乃
供
酒
遂
分
韻

　

賦
詩
晩
餐
後
而
去
○
東
正
信
坊
不
在
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十
八
日　

丙戌

　

授
読
説
二
郎
昉
于
此
日
士
載
東
至
〇
令
元
璋
入
城
謀
戎
行

　

件
于
京
坊
叔
〇
夜
法
尓
来
封
銀
五
両
賀
浄
證
寺
新
婚
盖
予

　

与
元
璋
法
尓
弘
宣
円
純
也
〇
此
日
爵
陶
甚
嘱
健
六
結
髪
〇

　

北
堂
之
池
永
氏

［
二
丁
表
］

十
九
日　

丁亥

　

午
後
元
璋
帰
〇
午
後
大
人
赴
犬
丸
診
與
助
妻
〇
往
診
一
松

　

傳
平
蛎
瀬
長
蔵
妻
〇
夜
与
元
璋
赴
浄
證
寺
宴
会
者
法
積
寺

　

元
泉
法
尓
円
純
忠
三
郎
安
右
ヱ
門
新
次
郎
與
一
清
吉
等
也

二
十
日　

戊子

　

朝
与
元
璋
赴
宗
家
謀
戎
行
件
巳
牌
帰
作
上
書
二
通
使
元
璋

　

入
城
出
之
代
官
清
水
與　

氏
〇
往
診
中
尾
市
平
元
右
ヱ
門

　

妻
〇
夜
宗
家
叔
来
供
酒
亥
牌
去

二
十
一
日　

己丑

　

朝
東
士
載
托
遣
宇
佐
到
津
氏
東
并
金
於
共
父
伯
州
刺
史
〇

　

法
雷
寄
述
懐
七
絶
并
国
詩
二
首
〇
清
徹
四
日
市
所
作
東
自

　

□
見
浦
至
中
有
慷
慨
詩
〇
往
診
〇
午
后
元
璋
帰
自
中
津
云

　

戎
行
件
将
成

二
十
二
日　

庚寅

　

士
載
東
至
午
後
報
之
併
示
法
雷
清
徹
及
予
詩
〇
和
法
雷
韵

　

并
賦
国
詩
二
首
托
之
唯
専
寺
送
于
法
雷
〇
往
診
池
永
房
右

　

ヱ
門

　
　

雲
容
惨
淡
満
天
秋
細
雨
凄
風
惹
杞
憂
応
是
長
州
有
夷
警

　
　

砲
声
彼
境
到
書
楼

［
二
丁
裏
］

　

〇
井
上
玄
秀
来
〇
午
后
元
璋
帰
家

二
十
三
日　

辛卯

　

遣
健
六
笠
松
購
酒
一
斗
〇
往
診
中
尾
元
右
妻
過
正
信
坊
主

　

人
適
〇
伻
于
包
正
予
乃
作
東
付
之
〇
士
載
次
予
韵
来
報
之

　

〇
元
璋
入
城
〇
夜
陪
北
堂
謁
正
行
寺
坊
柱
稜
陵
僧
而
話
弘

　

宣
亦
至

二
十
四
日　

壬辰

　

此
日
脩
菅
公
祭
祀
全
辟
子
弟
献
書
余
賦
一
絶
曰

　
　

秋
天
奉
祀
思
無
邪
朝
野
蘋
□
知
幾
家
梅
藻
芬
芳
今
不
在

　
　

要
将
檎
藻
換
春
花

　

夜
皆
雲
院
法
尓
勝
蔵
来
〇
雇
要
平
与
伝
記
取
泥
鰌
夜
供
之

二
十
五
日　

癸巳

　

大
人
往
診
彌
四
郎
午
后
上
駕
往
診
宮
永
安
五
郎
病
〇
嘱
清
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吉
結
髪
〇
往
診
諌
山
勇
平
供
酒
及
鮓
将
帰
武
平
贈
鮓
令
余

　

為
孟
宗
矣

二
十
六
日　

甲午

［
三
丁
表
］

　

午
后
率
傳
吉
往
診
犬
丸
與
助
妻
帰
路
過
池
永
氏

二
十
七
日　

乙未

　

午
后
入
城
過
元
璋
之
帰
于
勢
溜
訪
京
坊
氏
過
中
武
過
笠
松

　

叔
父
過
西
氏
過
診
蛎
瀬
一
松
而
帰
傳
長
蔵
贈
圭
根
皮
〇
此

　

日
士
載
送
東
答
之

二
十
八
日　

丙申　

晡
后
雨
至

　

朝
与
元
璋
撃
剣
〇
東
法
有
報
至
〇
大
人
往
診
宮
永

二
十
九
日　

丁酉　

雨

　

落
合
甚
策
来
過
供
酒
立
飲
而
去
〇
玄
剛
玄
意
萬
次
郎
来
供

　

酒
飯
〇
往
診
西
尾　
　

母
四
五
日
来
頭
痛
四
肢
疼
痛
予
以

　

為
風
熱
也
投
荊
防
敗
毒
散

晦
　

此
日
又
撃
剣
〇　

来
曰
母
夜
来
譫
語
朝
来
心
神
昏
々
予
乃

　

将
往
診
一
人
路
迎
曰
今
死
矣
嗚
呼
何
其
劇
也
蓋
是
中
寒
文

　

証
也
初
脈

　

稍
沈
小
乃
其
候
而
予
不
□
終
使
此
人
□
□
矣
哉

［
三
丁
裏
］

　

〇
往
診
中
尾
喜
八
内
〇
黄
昏
清
徹
来
云
帰
自
日
田
致
亀
谷

　

省
軒
東
及
詩
供
酒
飯
之
大
貞
宿

九
月

朔
　

昧
爽
与
元
璋
撃
剣
〇
此
日
侯
練
兵
于
植
野
原
闔
家
往
観

　

〇
西
氏
来
過
伯
二
根
来
忠
之
助
従
焉

二
日

　

往
診
犬
丸
與
助
内
傳
吉
従
焉
供
酒
温
飩
帰
路
過
北
原
於
津

　

左
宅
喫
茗
嘱
其
来
洗
濯
〇
此
日
大
人
往
診
湯
屋
及
中
尾

三
日

　

大
人
往
診
一
松
東
濱
〇
智
鳳
東
之
将
会
法
華
寺
房
則
何
如

　

并
俗
碁
子
〇
法
雷
来
訪
〇
法
有
東
至

四
日　

時
な
ら
ぬ
身
ニ
は
あ
れ
と
も
さ
き
か
け
て

　
　
　

志
こ
る
ゑ
み
し
を
う
ち
き
た
ま
な
む

［
四
丁
表
］

　

往
診
宮
永
冨
五
郎
安
吉
入
城
訪
渡
邉
重
春
間
談
移
晷
借
異
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聞
記
往
診
蛎
瀬
一
松
而
帰
〇
杏
山
来
贈
香
魚
柿

五
日

　

朝
与
元
璋
撃
剣

　

東
士
載

　

夜
訪
法
有
適
与
皆
雲
院
囲
棋
乃
与
法
尓
勝
蔵
帰

六
日

　

写
異
聞
記

　

夜
士
載
法
有
来
賦
詩

七
日

　

写
因
侯
筑
侯
肥
侯
上
書
〇
夜
法
尓
来
〇
読
中
庸
図
解

［
四
丁
裏
］

八
日

　

嘱
元
璋
結
髪
〇
切
菝
葜

九
日

　

重
業
贈
鱧
魚
〇
龍
勝
忍
成
波
津
女
各
贈
嘉
儀
〇
流
情
来
与

　

元
璋
撃
剣
〇
製
医
王
丸
〇
往
診
中
尾
喜
八
男
〇
夜
浄
写
諧

　

句
八
百
余
章
流
情
法
尓
勝
蔵
来

十
日

　

午
后
謁
広
津
金
毘
羅
祠
路
診
宮
永
冨
五
郎
過
兵
助
宅
帰
路

　

訪
西
氏
与
叔
母
話
訪
重
春
返
異
聞
記
又
借
一
本
贈
重
湯
儀

　

酒
券
一
適
幸
七
来
乃
与
此
出
且
行
話
至
金
手
始
別
時
已
黄

　

昏
矣

十
一
日　

晴

　

午
後
率
要
平
至
池
永
氏
看
古
牀
席
将
求
之
也
遂
与
士
載
話

　

使
要
平
先
去
供
晩
□
及
酒
賦
甲
子
紀
事
詩
二
絶
正
夫
傳
吉

　

来
迎
乃
帰
時
已
二
更
法
尓
方
来
話

十
二
日　

好
晴
倍
昨

［
五
丁
表
］

　

朝
遣
傳
吉
今
津
取
諧
句

　

朝
飯
後
往
診
池
永
新
右
ヱ
門
〇
午
後
書
諧
句
八
十
余
章
於

　

灯
〇
夜
小
川
甚
蔵
来

十
三
日

　

暁
遣
健
六
笠
松
東
矢
頭
兄
買
酒
已
上
帰
云
告
阿
姉
安
産
挙

　

男
〇
与
甚
蔵
飲
未
牌
与
甚
蔵
出
赴
落
合
路
飲
于
野
路
于
青

　

原
日
暮
過
跡
田
達
于
落
合
大
飲
宴
于
新
室

十
四
日　

晴

　

午
飲
于
甚
策
許
夜
飲
于
甚
蔵
許
亦
宿
于
新
室
元
麟
来
陪
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十
五
日　

晴

　

朝
嘱
金
蔵
結
髪
〇
午
別
飲
于
甚
策
許
既
而
将
帰
皆
奪
予
刀

　

不
帰
夜
亦
飲
于
新
室
宿
于
本
宅

十
六
日

［
五
丁
・
付
紙
］

十
六
日　

二
雞
起
飯
昧
爽
初
落
合
到
跡
田
中
潤
屋
氏
之
門
寝
而
未
起
愁

野
路
辰
下
牌
到
家
〇
観
正
行
寺
僧
徒
争
鹿
稿
数
巻
〇
往
診
加
治
屋
佐
右

ヱ
門
夜
来
心
順
撹
痛
困
苦
垂
死
乞
治
属
泉
而
无
寸
安
〇
朝
来
乞
大
人
診

大
人
投
以
竹
石
即
獲
快
吐
撹
痛
頓
軽
二
服
而
獲
下
利
困
苦
益
安
晡
牌
予

診
之
脈
緊
舌
黄
胸
下
痞
悶
適
腹
凸
凹
按
之
成
声
問
頤
痛
乎
曰
数
刻
前
始

痛
問
渇
同
数
刻
前
始
渇
蓋
□
□
頭
痛
煩
渇
而
悶
痛
々
甚
不
吸
覚
彼
二
者

也
乃
報
与
水
少
々
和
之
而
帰
〇
夜
会
久
平
要
平
廣
助
阿
貞
等
飲
酒
俗
称

之
□
□
薦
新
也
此
日
病
家
贈
魚
□
五
盤
肴
不
購
片
尾
而
足
矣
大
人
□
秣

陵
□
昨
日
来
訪
汝
贈
姉
并
云
自
称
□
字
名
書
□
処
請
先
生
字
行
扁
之
因

示
書
□
処
詩
〇
元
璋
出
士
載
東
曰
昨
日
重
業
□
致

十
七
日　

往
診
池
永
俊
三
加
治
屋
佐
右
〇
作
次
書
□
処
及
士
載
十
三
夜

詩
韻
〇
夜
会
正
行
寺
斎
蓋
十
一
日
以
来
脩
雲
外
上
人
三
回
忌
也
斎
後
訪

書
□
処
而
話
〇
池
永
友
右
ヱ
門
来
剪
栽
庭
樹
□
于
此
日
〇
此
日
大
人
往

診
新
開
正
夫
従

十
八
日　

朝
又
赴
正
行
寺
斎
食
午
後
始
畢
〇
元
璋
帰
家

十
九
日　

遣
正
夫
大
貞
東
士
載
〇
大
人
往
診
池
永
加
治
屋

二
十
日　

正
夫
傳
吉
与
龍
勝
忍
成
重
業
謁
宇
佐
祠
〇
元
璋
来
〇
宇
野
屋

幸
太
郎
来
贈
魚
数
尾
供
酒
〇
此
夜
当
□
詩
会
于
池
永
氏
適
予
作
丸
薬
不

得
之
乃
与
法
有
談
之
遂
東
□
□
謝
不
能

二
十
一
日　

元
璋
与
法
尓
尋
謁
宇
佐
宮
〇
往
診
新
開
〇
往
診
池
永
俊
三

与
順
吉
内
人
〇
訪
法
華
寺
栢
樹
上
人

二
十
二
日　

製
五
宝
丹
〇
未
牌
湯
屋
俊
平
来
曰
弥
右
衛
門
息
因
恐
懼
発

驚
風
放
□
木
診
乃
往
於
医
元
理
東
問
与
何
剤
曰
方
近
抑
肝
散
与
来
妙
安

神
丸
予
云
殊
不
悪
仍
与
抑
肝
□
□
二
貼
而
帰
〇
諾
町
加
寿
女
帰
自
落
合

得
甚
蔵
東

［
五
丁
裏
］

二
十
三
日　

夜
来
大
雨

　

士
載
折
東
招
予
曰
今
夕
愚
母
将
作
鮓
飯
請
献
一
杯
聞
今
永

　

有
奮
自
長
崎
帰
亦
招
之
矣
晡
後
刀
往
雄
奮
在
座
既
而
供
酒

　

及
醋
飰
上
脩
院
大
語
法
孫
兵
衛
亦
来
二
人
酒
未
酣
予
等
赴

　

于
別
院
賦
詩

　
　
　

贈
有
奮

　
　

交
情
元
莫
逆
蹤
跡
久
相
睽
業
講
詞
林
外
游
窮
日
域
西
音
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書
紫
山
隔
瞻
望
碧
雲
迷
却
喜
今
宵
会
新
詩
対
榻
題

　
　
　

席
上
次
士
載
韻

　
　

己
陪
清
宴
去
別
院
逐
間
遷
詩
思
飛
瓊
浦
談
機
及
虜
舩

　
　

川
興
到
忐
宵
永
剪
灯
暁
未
眠

　
　
　

同
次
有
奮
韻

　
　

花
屋
填
山
隘
全
然
隙
隙
地
無
英
夷
愁
性
点
清
女
憫
躬
癯

　
　

険
境
徒
如
蜀
名
家
未
出
蘇
崎
陽
談
不
尽
勃
々
動
虬
鬚

　

快
談
徹
暁

二
十
四
日

［
六
丁
表
］

　

朝
帰
自
大
貞
〇
晡
后
往
診
池
永
俊
三
及
直
右
衛
門
息

二
十
五
日　

東
渡
邉
重
春
返
異
聞
記
報
至
又
貸
浪
士
書
士
載

　

東
至
中
有
詩
次
吾
韻
者
数
首
午
牌
作
報
与
其
僕
〇
東
正
信

　

坊
〇
大
人
往
診
湯
屋
彌
右
衛
門
息
〇
夜
与
法
有
会
池
永
氏

　

詩
盟
有
奮
亦
至
課
題
同
賦

　
　
　

秋
夜
聞
雁

　

何
処
嗷
々
数
雁
鳴
秋
風
蕭
颯
月
三
更
偶
随
遠
郭
争
砧
響
忽

　

向
高
旻
起
櫖
声
千
里
関
山
閨
女
怨
一
封
書
信
故
人
情
空
斎

　

眠
覚
幽
心
動
憶
昨
孤
帆
与
彼
行

　
　
　

秋
日
拝
観
上
原
講
武　

是
ハ
先
日
ノ
作
也
此
夜
持
前

　

上
原
張
幕
陣
営
寛
旌
旆
悠
々
馬
語
寒
隊
別
魚
鱗
兼
鶴
翼
将

　

分
虎
踞
又
龍
蟠
砲
声
一
道
雷
頻
震
硝
気
満
郊
雲
未
残
我
武

　

維
揚
方
若
此
須
知
家
国
泰
山
安
四
更
与
法
有
帰

二
十
六
日　

陰
晴
相
半

　

北
堂
之
笠
松
〇
写
長
州
三
大
臣
及
諸
浪
士
弾
会
侯
書

［
六
丁
裏
］

　

〇
往
田
長
丸
診
湯
屋
與
五
郎
病
〇
夜
智
鳳
来
話
〇
二
更
包

　

正
来
話

二
十
七
日

　

〇
往
診
池
永
俊
三
吉
兵
衛
唯
吉
妻
友
右
ヱ
門
母
遇
暴
雨
〇

　

遣
傳
吉
中
津
東
渡
辺
氏
取
咏
草

二
十
八
日

　

往
診
新
開
宇
野
屋
氏
女
過
妻
木
氏
渡
辺
氏
京
坊
氏
初
更
始

　

帰
〇
書
短
冊
贈
栢
樹
法
師
〇
東
包
正
送
歌
二
十
首

二
十
九
日

　

元
璋
帰
家
〇
製
辰
砂
膏
〇
士
載
東
至
〇
展
墓
北
堂
夜
北
堂

　

帰
〇
朝
遣
新
助
笠
松
完
八
兄
迎

晦
　

書
々
謡
処
三
字
并
録
五
律
一
首
贈
之
敬
意
僧
〇
元
璋
正
夫
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与
説
二
郎
法
尓
竜
勝
等
採
菌
於
森
山
〇
大
人
往
診

［
七
丁
表
］

　

専
脩
寺
老
人
〇
清
徹
来
訪
晡
時
去
之
四
日
市
托
呈
青
邨
先

　

生
東
〇
夜
与
正
夫
法
尓
久
平
赴
宗
家
招
路
過
包
正
氏
作
与

　

重
春
東
□
時
事
及
北
門
私
議
托
之
明
日
中
津
便
栢
樹
上
人

　

来
在
已
而
借
提
灯
之
宗
家
沓
川
高
橋
氏
在
座
大
飲
遂
宿

　
　

十
月
朔
日　

己巳

朝
自
宗
家
帰
〇
往
診
俊
三
吉
兵
衛
勘
兵
衛
女
〇
東
士
載

　
　

二
日
午　

〇
忍
成
来
寓
昉
于
此
日
観
理
来
西
周
哲
来
謀
湧
伯
事
伯

二
従
焉
供
酒

往
診
湯
屋
与
五
郎
路
過
正
信
坊
〇
夜
与
池
永
士
載
今
永
有
奮
会
於
滴
翠

園
徹
宵
論
語

　
　
　

滴
翠
園
席
上
作

　
　

同
心
尋
約
会
僧
家
話
詩
玄
談
聴
不
譁

　
　

幽
超
更
除
煩
悩
尽
松
濤
声
裡
夜
煎
茎

［
七
丁
裏
］

　
　

夜
叩
柴
門
□
菊
花
別
園
瀟
洒
絶
奢
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　

耻
使
高
僧
廃
結
跏

　
　

三
日

朝
与
士
載
有
奮
帰
二
客
直
去
〇
往
診
俊
三
勘
兵
衛
女

　
　

四
日
雨

士
載
東
至
〇
巳
牌
亀
谷
行
蔵
従
一
生
来
訪
児
嶋
長
年
亦
相
踵
至
云
探
耶

馬
渓
羅
漢
寺
之
勝
而
来
乃
終
日
与
之
話
談

　
　

五
日

行
蔵
長
年
尚
在
〇
作
送
長
年
叙
〇
行
蔵
作
訪
予
詩
而
贈
即
次
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　

天　
　
　
　
　
　

年

　
　

春
風
對
貽
蕩
桃
山
酒
細
雨
空
濛
淀
水
舩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

捐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

烟

［
八
丁
表
］

〇
往
診
高
師
僧
正
行
寺
学
寮
〇
結
髪

　
　

六
日

午
後
省
軒
参
次
去
予
送
至
前
田
岐
路
已
別
而
帰
与
法
雷
逢
傾
蓋
相
話
者

久
之
使
要
平
送
参
次
行
李
於
福
島
〇
今
日
磨
粟
米
〇
診
門
前
弥
八
〇
夜

作
文
会
録
序

　
　

七
日

遣
傳
吉
福
島
迎
阿
水
女
東
士
載
報
至
〇
往
診
原
田
吉
右
ヱ
門
弥
八
学
寮

僧
〇
大
人
往
診
池
永
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八
日

朝
元
璋
来
〇
遣
正
夫
中
津
之
西
氏
取
江
戸
信
黄
昏
帰
得
久
恒
良
仙
水
野

立
卓
八
月
十
日
所
作
東
及
予
書
所
遺
忘
者
京
梁
雑
著
診
病
奇
侅
傷
寒
金

匱
欄
外
書
及
菜
根
談
〇
大
人
往
診
正
行
寺
〇
夜
秣
村
三
之
助
自
小
倉
来

初
路

［
八
丁
裏
］

三
之
助
就
与
学
書
学
句
読
四
五
年
頃
十
四
五
歳
去
之
日
足
村
恒
之
丞
氏

為
番
頭
已
而
客
歳
去
之
赤
関
又
還
小
倉
盈
云
今
□
在
二
木
氏
今
辺
綺
服

美
剣
将
以
省
父
蓋
衣
錦
帰
郷
也
乃
止
而
宿
焉
〇
前
舎
積
稲
貯
粟
方
多
而

鎖
鑰
不
厳
守
夜
者
不
有
乃
予
初
更
臥
而
三
更
起
き
以
守
夜
灯
下
読
温
疫

論
二
巻

　
　

九
日

午
後
之
新
濱
診
宇
野
屋
氏
女
又
将
観
飽
台
遥
歩
田
問
施
京
坊
氏
収
未
場

過
西
叔
父
伯
二
□
恭
及
阿
文
氏
阿
初
哲
与
□
京
坊
叔
父
又
至
往
観
砲
台

帰
而
与
西
叔
父
帰
其
宅
過
京
坊
氏
偖
世
説
与
八
家
文
章
去
之
広
津
謁
金

毘
羅
愛
宕
二
祠
昨
日
已
喧
矣
踏
月
而
帰
〇
守
夜
如
昨
読
世
説
八
家
文

　
　

十
日　

栢
樹
来
訪
〇
遣
傳
吉
入
城
〇
阿
賀
数
帰
家
〇
遣　

笠
松
買
酒
且
東
矢
頭

兄
〇
往
診
下
池
永
俊
蔵
〈
脈
微
咽
喉
気
不
利
吻
々
作
／
大
声
肚
腹
稍
大

按
之
則
鳴
〉
〇
守
夜
依
前
〇
読
世
説
八
大
家
文

［
九
丁
表
］

　
　

十
一
日

作
書
架

夜
往
診
□
久
々
兵
衛
男
〇
守
夜
如
昨
読
世
説
八
家
文

　
　

十
二
日

今
朝

大
人
往
診
新
濱
宇
野
屋
〇
往
診
俊
三
及
久
兵
衛
男

〇
滴
翠
園
和
歌
会
栢
樹
酬
予
曩
日
ー
韻
而
贈

○
重
相
如
昨
談
正
伝
世
説

　
　

十
三
日

徆
掃
室
中
○
午
後
小
堂
供
予
髪
○
往
診
今
永
恰
及
諫
山
法
雷
内
人
適

佐
々
木
元
亮
在
与
之
□
法
雷
不
在
□
氏
○
帰
家
○
貸
六
千
文
銭

久
平
○
守
夜
如
昨
作
与
京
□
之
生
久
恒
良
仙
同
代
一
徳
小
野
立
卓
東
○

元
野
帰
自
落
合
○
此
夜
搗
餻
私
以
明
外
○
為
村
祭
也
矣

　
　

十
四
日

以
遣
江
戸
東
托
于
西
氏
○
午
后
杏
山
与
婦
及
子
亀
次
郎
来
贈

［
九
丁
裏
］

酒
肴
夜
与
之
飲
○
飲
于
□
僕
及
廣
助
要
平
○
守
夜
如
昨
○
兵
助
伊
三
郎

来
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十
五
日

朝
来
又
飲
○
矢
頭
兄
来
談
密
事
少
之
東
門
陪
臣
福
澤
氏
来
飲
之
遂
共
之

中
津
○
黄
昏
杏
山
初
去
○
夜
与
傳
吉
謁
大
貞
祠
賽
者
無
有
池
庭
寂
寥
帰

時
月
明
咏
東
坡
後
赤
壁
賦
而
帰

　
　

十
六
日

東
重
春
送
詠
草
○
東
門
陪
臣
福
田
某
ー
ー
某
来
○
皆
雲
院
来
○
元
璋
帰

家
　
　

十
七
日

使
傳
吉
帰
省
乃
其
父
春
碩
○
往
診
門
前
長
平
書
晡
牌
往
診
皆
雲
院
内
阿

管
幷
診
京
師
僧
養
斎

　
　

十
八
日

［
一
〇
丁
表
］

池
永
氏
贈
酒
二
升
○
忍
成
帰
家
○
巳
牌
往
診
今
永
恰
○
午
後
往
診
下
池

永
俊
三
東
濱
阿
須
摩
○
元
璋
来
黄
昏
与
之
赴
宇
野
吉
兵
衛
氏
村
祭
酉
下

始
抵
唐
原
又
右
ヱ
門
在
座
少
之
中
村
覚
蔵
武
十
郎
来
大
飲
垂
水
代
助
助

観
玄
牌
酔
臥
二
雞
又
赴
謁
貴
船
祠
観
神
楽

　
　

十
九
日

神
楽
畢
則
東
方
既
白
乃
帰
又
飲
午
前
其
弟
傳
八
宅
被
招
又
赴
焉
晡
牌
八

代
龍
王
祠
有
神
楽
観
之
帰
時
又
飲
酒
而
後
去
時
已
黄
昏
余
時
至
家
又
与

元
璋
至
宗
家

　
　

二
十
日

嘱
元
璋
結
髪
○
午
後
入
城
訪
京
坊
氏
将
為
宗
家
叔
言
湧
伯
件
□
不
在
乃

跡
過
西
氏
遂
到
新
濱
与
京
坊
叔
話
帰
路
過
下
小
路
氏
渡
辺
氏
又
至
京
坊

氏
喫
酒
飯
借
□
而
帰

　
　

二
十
一
日

皆
雲
院
贈
鱸
大
二
尺
有
余
午
後
招
焉
与
大
人
回
基
少
焉
有
家
来
迎
乃
□

供
酒
肴
終
送
至
貴
家
院
又
親
来
迎
北
堂
而
至
乃
与
妖
精
ー
ー
寺
飲
二
更

而
帰

［
一
〇
丁
裏
］

　
　

二
十
二
日　

自
朝
至
于
風
雨
寒
甚

朝
之
久
平
宅
談
健
六
事
○
午
后
往
診
牛
神
理
吉
夜
訪
皆
雲
院

　
　

二
十
三
日

作
荏
菜
于
門
外
田
○
往
診
門
前
長
平
妻
○
製
万
能
膏
○
夜
与
智
鳳
流
情

良
種
会
於
滴
翠
園

　
　

二
十
四
日

元
璋
来
○
朝
之
久
平
氏
云
健
六
事
○
泰
碩
来
○
自
吹
炉
火
沸
溶
鉱
湯

　
　

二
十
五
日
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往
診
下
池
永
俊
三
傳
七
勘
兵
衛
娘
○
此
日
新
□
料
峭
○
夜
之
宗
家
報
京

坊
氏
答
辞
供
酒
帰
路
過
榊
固
不
在

　
　

二
十
六
日

八
屋
於
雪
氏
将
謁
四
日
市
来
過
供
于
飯
○
往
診
法
雷
妻
供
酒
酎
談
稍
久

日
暮
而
帰
○
元
璋
入
城

［
一
一
丁
表
］

　
　

二
十
七
日

士
載
東
至
夜
与
法
有
訪
清
滴
斎
作
記
夢
及
新
寒
詩
徹
宵
論
話

　
　

二
十
八
日

北
堂
結
髪
○
夜
北
堂
之
久
平
氏
被
餐
正
夫
之
万
来
屋
○
此
夜
奏
神
楽
於

貴
夫
船
祠

　
　

二
十
九
日

浄
證
寺
来

午
后
之
宗
家
堀
新
左
ヱ
門
父
子
及
野
口
関
右
ヱ
門
来
方
飲
乃
共
飲
蘸
黄

昏
始
去
○
夜
浄
證
寺
招
府
君
北
堂
供
酒

　
　

十
一
月
朔

午
後
入
城
○
松
平
閑
叟
公
今
朝
入
津
宿
于
村
屋
共
藩
士
来
往
満
城

○
訪
京
坊
氏
不
在
訪
西
宇
治
与
叔
母
話
帰
路
診
牛
神
理
吉
○
夜
清
吉
来

飲

［
一
一
丁
裏
］

　
　

二
日

元
璋
入
城
帰
路
来
過
○
往
診
下
池
永
俊
三
傳
七
勘
兵
衛
女
○
夜
為
正
信

坊
被
招
与
北
堂
元
璋
赴
焉
清
吉
来
助
歓

　
　

三
日

元
璋
帰
家

午
后
之
宮
永
鍼
于
中
野
晋
斎
父
晋
斎
供
酒
兵
助
来
陪
黄
昏
始
帰
○
此
播

麦
于
中
坪
田
久
平
半
平
与
助
造
徳
造
来
与
家
婢
僕
合
十
一
人

　
　

四
日

朝
元
璋
来
○
之
宗
家
謀
赴
小
倉
件
飲
酒
帰
路
訪
栢
樹
上
人
不
在
○
浴
○

往
診
門
前
新
助
児
○
弘
宣
折
簡
告
京
師
鬼
頭
掃
部
東
中
所
言
七
月
十
九

日
事
顛
末

　
　

五
日

午
牌
甚
策
来
供
酒
飯
須
臾
去
○
未
牌
宗
家
叔
父
来
供
酒
日
暮
而
後
去
元

璋
亦
従

［
一
二
丁
表
］

　
　

六
日
夜
来
雨
到
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史
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献

▲
市
古
貞
治
等
編
『
国
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人
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辞
典
』
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書
店
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東
京
、
一
九
九
五
年
。

▲
大
分
県
編
『
大
分
県
史
近
世
編
Ⅱ
』
大
分
県
、
一
九
八
五
年
。

▲
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
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於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
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）
吉

川
弘
文
館
、
東
京
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一
九
九
四
年
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三
版
）
。

▲
京
都
府
医
師
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医
学
史
編
纂
室
編
『
京
都
の
医
学
史
』
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出
版
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京
都
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一
九
八
〇
年
。

▲
黒
屋
直
房
『
中
津
藩
史
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国
書
刊
行
会
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東
京
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一
九
九
一
年
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第
二
刷
）
。

▲
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、

一
九
七
九
～
九
七
年
。

▲
小
曽
戸
洋
『
日
本
漢
方
典
籍
辞
典
』
大
修
館
書
店
、
東
京
、
一
九
九
九
年
。

▲
鈴
木
理
恵
「
培
養
舎
の
教
育
活
動
」
（
中
国
四
国
教
育
学
会
編
『
教

育
学
研
究
紀
要
』
第
六
三
巻
、
二
〇
一
七
年
、
所
収
）
。

▲
日
本
学
士
院
日
本
科
学
史
刊
行
会
編
『
明
治
前
日
本
医
学
史
（
増
補

復
刻
版
）
』
（
財
）
日
本
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
、
東
京
、
一
九
七
八
年
。

▲
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二

版
』
小
学
館
、
東
京
、
二
〇
〇
一
年
。

▲
『
日
本
大
百
科
全
書
』
小
学
館
、
東
京
、
一
九
八
四
年
初
版
。

▲
『
日
本
地
名
大
系
二
四　

大
分
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
東
京
、

一
九
八
三
年
（
初
版
）
。

▲
諸
橋
轍
次
編
『
大
漢
和
辞
典
』
大
修
館
書
店
、
東
京
、
一
九
五
七
年
初
版
。

▲
文
部
省
編
『
日
本
教
育
史
資
料
』
（
全
九
巻
）
、
臨
川
書
店
、
京
都
、

一
九
八
〇
年
。

▲
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
他
編
『
史
料
と
人
物
Ⅴ
』
中
津
市
歴

史
民
俗
資
料
館
分
館
医
学
史
料
館
叢
書
Ⅻ
、
中
津
市
教
育
委
員
会
、

中
津
、
二
〇
一
三
年
。

▲
山
崎
有
信
『
豊
前
人
物
志
（
復
刻
版
）
』
美
夜
古
文
化
懇
話
会
編
、
福
岡
、

一
九
七
三
年
。

▲
山
本
利
夫
校
訂
『
中
津
来
由
記
』
株
式
会
社
豊
光
舎
、
中
津
、

一
九
三
五
年
。

史
料

▲
「
史
料
一
（
文
久
癸
亥
暮
春
乾
々
録
）
」
（
史
料
番
号
⑧
―

七
、
横
半
帳
、

表
紙
共
墨
付
一
五
丁
、
一
二
・
三
糎
×
一
六
・
八
糎
、
中
津
市
歴
史
博

物
館
蔵
）
。

▲
「
史
料
二
（
甲
子
古
城
乾
々
録
）
」
（
史
料
番
号
⑧
―

八
、
横
半
帳
、

表
紙
共
墨
付
八
丁
、
一
二
・
三
糎
×
一
六
・
七
糎
、
中
津
市
歴
史
博
物

館
蔵
）
。

▲
「
史
料
三
（
乾
々
録
甲
子
仲
秋
）
」
（
史
料
番
号
⑧
―

三
、
横
半
帳
、

表
紙
共
墨
付
一
二
丁
、
一
三
・
四
糎
×
一
九
・
三
糎
、
中
津
市
歴
史
博

物
館
蔵
）
。

注１ 

中
津
市
教
育
委
員
会
「
横
井
家
（
旧
横
井
医
院
）
の
襖
に
つ
い
て
」
参
照
。

２ 

横
井
家
の
事
績
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
横
井
家
入
門
簿
に
つ
い
て
」
（
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ

ル
フ
ガ
ン
グ
他
編
『
史
料
と
人
物
Ⅴ
』
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
医
学
史
料
館
叢
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書
Ⅹ
Ⅸ
、
中
津
市
教
育
委
員
会
、
中
津
、
二
〇
二
〇
年
、
所
収
）
な
ど
参
照
。
私
塾
培

養
舎
に
関
し
て
は
、
鈴
木
理
恵
「
培
養
舎
の
教
育
活
動
」
（
中
国
四
国
教
育
学
会
編
『
教

育
学
研
究
紀
要
』
第
六
三
巻
、
二
〇
一
七
年
所
収
）
な
ど
参
照
。

３ 
現
状
保
存
の
た
め
箱
番
（
⑧
）・
通
番
の
順
に
列
記
し
、
可
能
な
限
り
和
暦
を
補
足
し
た
。

４ 

『
傷
寒
論
国
字
解
』
は
雲
林
院
了
作
（
一
七
三
五
～
七
八
）
編
（
一
七
七
一
年
自
序
）

が
あ
る
（
『
日
本
漢
方
典
籍
辞
典
』
）
。

５ 

『
大
分
県
史
近
世
編
Ⅱ
』
五
八
八
頁
。
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要
旨

　

「
惣
町
大
帳
」
は
、
享
保
三
年
か
ら
慶
應
二
年
ま
で
付
け
ら
れ
た
中

津
城
下
町
・
惣
町
の
記
録
で
あ
る
が
伝
染
病
流
行
の
際
の
記
述
も
多
く

残
さ
れ
て
い
る
。
特
に
病
気
の
終
息
を
祈
願
す
る
た
め
、
城
下
の
寺
社

へ
多
く
の
祈
祷
が
申
し
付
け
ら
れ
、
日
本
最
古
の
操
り
人
形
と
さ
れ
る

古
表
神
社
の
傀
儡
子
が
城
下
町
へ
渡
御
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
る
。
一
方

で
、
医
者
た
ち
は
触
書
の
形
で
予
防
法
を
認
め
た
り
天
然
痘
に
つ
い
て

は
種
痘
の
導
入
に
尽
力
す
る
な
ど
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
措
置
を
講

じ
た
。
本
稿
で
は
『
惣
町
大
帳
』
の
記
述
に
従
い
、
近
世
の
中
津
城
下

に
お
け
る
伝
染
病
へ
の
対
応
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド

中
津
、
予
防
、
藩
医
、
コ
レ
ラ
、
天
然
痘
、
桧
原
山
正
平
寺
、
八
幡
古

表
神
社
、
傀
儡
子
、
神
尾
雄
策

　

は
じ
め
に

　

「
惣
町
大
帳
」
は
、
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
か
ら
慶
應
二
（
一
八
六
六
）

年
ま
で
付
け
ら
れ
た
中
津
城
下
町
の
記
録
で
あ
る
。
中
津
の
城
下
町
は

惣
町
と
称
さ
れ
、
町
人
に
よ
る
自
治
組
織
が
存
在
し
た
。
「
惣
町
大
帳
」

は
町
会
所
に
置
か
れ
記
録
さ
れ
続
け
た
資
料
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
城
下

町
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
伝
染
病
が
流
行
し
、
藩
や
町
民
・
医
者
・

寺
社
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
が
記
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
九
年
の

本
叢
書
に
て
著
者
ら
は
城
下
町
で
活
動
し
た
医
家
・
神
尾
家
の
系
図
を

用
い
、
藩
医
に
登
用
さ
れ
た
神
尾
雄
策
が
藩
へ
向
け
て
種
痘
の
請
願
を

行
い
、
コ
レ
ラ
流
行
の
際
に
は
か
な
書
き
に
よ
る
対
処
法
を
提
出
し
た

こ
と
に
触
れ
た
１

。
種
痘
の
請
願
及
び
コ
レ
ラ
対
処
法
が
「
惣
町
大
帳
」

へ
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
が
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
が

裏
付
け
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
「
惣
町
大
帳
」
の
記
録
を
中

心
に
、
中
津
城
下
に
お
け
る
伝
染
病
、
特
に
安
政
五
年
～
六
年
に
発
生

し
た
コ
レ
ラ
へ
の
対
応
を
寺
社
で
の
祈
祷
と
医
術
の
二
面
か
ら
示
し
た

い
。

　

一
、
疫
病
退
散
の
祈
祷

　

人
々
は
往
古
か
ら
、
流
行
病
を
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
人
々
の
御
霊
が

も
た
ら
す
も
の
と
考
え
、
祭
り
を
行
っ
た
。
著
名
で
あ
る
の
は
、
京
都

八
坂
神
社
の
祇
園
祭
や
平
野
神
社
の
や
す
ら
い
祭
り
で
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
信
仰
の
原
初
と
い
え
る
祭
礼
が
、
宇
佐
宮
放
生
会
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
宇
佐
宮
に
祀
ら
れ
る
八
幡
神
は
、
神
の
身
な
が
ら
、
朝
廷
に

よ
る
隼
人
征
伐
に
加
担
し
、
多
く
の
人
命
を
奪
っ
た
。
自
ら
の
行
い
を

懺
悔
す
る
と
と
も
に
、
隼
人
の
霊
が
災
い
を
も
た
ら
す
こ
と
を
恐
れ
た

【
研
究
ノ
ー
ト
】

記
録
史
料
か
ら
み
る
近
世
中
津
の
伝
染
病
と
そ
の
対
応

曽
我
俊
裕

髙
倉
博
文
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八
幡
神
は
出
家
す
る
こ
と
で
自
ら
の
ケ
ガ
レ
を
除
き
、
ま
た
隼
人
の
霊

を
慰
め
よ
う
と
し
た
。
飯
沼
賢
司
氏
の
指
摘
に
基
づ
け
ば
２

、
そ
の
具

体
的
な
慰
め
の
方
法
が
「
放
生
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
鎌
倉
時
代
に
成

立
し
た
「
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
」
に
よ
れ
ば
、
八
幡
神
は
放
生
会
を

催
す
よ
う
に
神
託
を
下
し
た
。
放
生
は
仏
教
行
事
の
一
つ
で
、
生
物
を

解
き
放
つ
こ
と
で
殺
生
を
戒
め
る
儀
式
で
あ
る
。

　

宇
佐
宮
の
放
生
会
に
は
仏
教
的
な
放
生
の
儀
式
と
と
も
に
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
芸
能
が
あ
っ
た
。
木
偶
を
も
ち
い
た
、
傀
儡
子
の
舞

と
相
撲
で
あ
る
。
「
宇
佐
宮
放
生
会
記
」
（
中
津
市
歴
史
博
物
館
寄
託
）

に
よ
れ
ば
、
隼
人
の
注
意
を
引
き
付
け
る
た
め
に
傀
儡
子
の
舞
を
行
い
、

そ
の
後
攻
撃
を
行
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
戦
い
に
勝
利
で
き
た
の
だ
と
い

う
。
放
生
会
は
寄
藻
川
の
河
口
に
あ
る
和
間
の
浮
殿
（
和
間
神
社
）
で

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
船
で
到
来
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の

諸
役
は
豊
前
国
上
毛
郡
と
下
毛
郡
が
そ
れ
ぞ
れ
担
っ
た
と
さ
れ
る
。
現

在
は
宇
佐
神
宮
で
の
奉
納
は
断
絶
し
て
い
る
も
の
の
、
傀
儡
子
の
行
事

は
、
中
津
市
の
古
要
神
社
及
び
福
岡
県
吉
富
町
の
八
幡
古
表
神
社
で
伝

承
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
江
戸
時
代
に
は
医
者
た
ち
に
よ
る
伝
染
病
へ
の
対
策
と
並
行

し
て
、
神
仏
へ
の
祈
祷
が
行
わ
れ
た
。

　

管
見
の
限
り
、
中
津
藩
に
お
け
る
最
古
の
疫
病
除
け
信
仰
の
記
録
は
、

元
禄
一
三
（
一
七
〇
〇
）
年
の
桧
原
山
正
平
寺
の
梵
鐘
銘
で
あ
る
。
こ

の
梵
鐘
は
現
存
し
な
い
が
、
下
毛
郡
津
民
村
の
小
河
満
重
・
久
徳
親
子

ら
郷
民
の
尽
力
に
よ
り
、
桧
原
山
座
主
南
教
の
代
に
小
倉
の
鋳
物
師
・

藤
原
安
部
貞
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。
銘
文
は
中

津
城
下
の
真
宗
大
谷
派
・
宝
蓮
坊
の
住
職
・
良
快
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
宝
蓮
坊
は
代
々
村
上
氏
が
住
職
を
務
め
て

お
り
、
藩
医
・
村
上
家
と
は
親
類
に
当
た
る
。
銘
文
は
、
寺
の
由
来
に

続
い
て
境
内
の
様
子
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は

　

「
（
前
略
）
石
體
権
現
其
他
湧
霊
泉
。
第
一
歩
傍
置
辨
天
像
。
伝
曰
。

火
膳
水
。
未
詳
其
義
。
必
除
疫
気
痘
疹
。
先
中
津
侯
小
笠
原
匠
作
君
飲

而
有
効
。
君
命
使
遠
致
于
東
都
。
（
後
略
）
」
３

と
あ
る
。
こ
れ
に
従
う
と
桧
原
山
の
石
体
権
現
の
た
も
と
に
湧
く
火
膳

水
が
疫
気
と
痘
疹
を
防
ぐ
と
古
来
よ
り
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
藩
主
小
笠

原
候
が
飲
ん
で
有
効
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
水
は
江
戸
ま
で

運
ば
れ
た
。
藩
政
史
料
に
よ
れ
ば
、
近
世
末
に
至
る
ま
で
桧
原
山
は
疱

瘡
除
け
の
祈
祷
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
現
在
も
不
老
水
と
称

す
る
水
が
湧
き
出
し
て
い
る
４

。

　

ほ
か
に
も
、
中
津
城
下
町
で
は
米
町
の
文
殊
堂
が
疱
瘡
除
け
の
御
符

を
出
し
て
お
り
、
現
在
も
版
木
な
ど
が
米
町
文
殊
堂
に
現
存
し
て
い
る

（
図
一
）
。

図
一
　
疱
瘡
安
全
御
守
の
版
木
（
米
町
文
殊
堂
蔵
）
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さ
ら
に
大
新
田
の
白
髭
神
社
は
疱
瘡
除
け
の
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
、

古
く
は
神
符
を
出
す
こ
と
で
著
名
だ
っ
た
と
い
う
５

。

　

安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
～
六
（
一
八
五
九
）
年
に
か
け
て
の
コ
レ

ラ
流
行
の
際
に
も
多
く
の
寺
社
が
藩
や
町
民
か
ら
の
要
求
、
な
い
し
自

主
的
に
疫
病
を
鎮
め
る
た
め
の
祈
祷
を
行
っ
た
こ
と
が
『
惣
町
大
帳
』

よ
り
判
明
す
る
（
表
一
）
。
城
下
町
の
寺
社
で
は
、
城
内
に
所
在
し
た

長
福
寺
の
ほ
か
、
三
社
と
よ
ば
れ
る
中
津
城
近
辺
に
位
置
す
る
神
社
が

積
極
的
に
関
わ
っ
た
よ
う
だ
［
史
料
一
］
。
こ
の
三
社
と
は
六
所
宮
（
現

在
の
中
津
神
社
）
、
大
江
八
幡
宮
（
八
幡
大
江
神
社
）
、
竜
王
宮
（
闇
無

浜
神
社
）
の
三
社
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
レ
ラ
の
流
行
に
際
し
て
は
、
三

社
へ
祈
祷
が
仰
せ
付
け
ら
れ
、
ま
た
汐
汲
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
通
例
で

あ
っ
た
。
汐
汲
は
「
お
汐
井
」
な
ど
と
も
称
さ
れ
豊
前
地
方
で
一
般
的

に
見
ら
れ
る
祈
願
の
形
で
、
海
水
を
汲
ん
で
神
仏
へ
供
え
る
作
法
で
あ

る
。

　

さ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
古
表
宮
（
八
幡
古
表
神
社
）
の
祈
祷
で
あ

る
。
［
史
料
二
］
に
よ
れ
ば
、
安
政
六
年
七
月
、
古
表
宮
に
て
二
夜
三

日
、
流
行
病
除
け
の
祈
祷
が
行
わ
れ
、
満
日
に
至
っ
た
。
古
表
宮
と
末

社
四
十
神
が
中
津
城
二
の
丸
に
神
幸
し
、
殿
様
や
家
中
へ
向
け
た
祈
祷

が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
城
下
の
三
勢
溜
で
も
同
じ
祈
祷
が
捧
げ
ら
れ

た
と
い
う
。
こ
の
末
社
四
十
神
と
は
、
末
社
の
四
十
柱
宮
に
祀
ら
れ
る

傀
儡
子
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
傀
儡
子
に
疫
病
除
け
の
役
割
が
あ
る

と
い
う
意
識
が
、
近
世
に
は
存
在
し
た
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
６

。

図
二
　
古
表
神
社
の
傀
儡
子
の
舞
と
相
撲
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表
一　

安
政
五
年
～
六
年
に
か
け
て
の
祈
祷
一
覧

年
月
日

寺
社

場
所

内
容

出
典
（
惣
町
大
帳
）

安
政
五
年

八
月
一
六
日
（
一
五
？
）

長
福
寺

長
福
寺

祈
祷

後
四
〇
―
一
六
一
頁

八
月
一
六
日

六
所
宮

六
所
宮

祈
祷

後
四
〇
―
一
六
一
頁

八
月
一
九
日

長
福
寺

城
下

祈
祷
札
配
布

後
四
〇
―
一
六
三
頁

八
月
二
四
日

宇
佐
宮

城
下

祈
祷
、
御
神
酒
配
布

後
四
〇
―
一
六
九
頁

八
月
二
九
日

円
明
院

城
下

祈
祷

（
般
若
心
経
一
万
巻
読
誦
）

後
四
〇
―
一
七
一
頁

八
月
二
九
日

三
社

城
下

神
幸

後
四
〇
―
一
七
一
～
一
七
二
頁

九
月
二
四
日

良
学
院

上
勢
溜

柴
燈
護
摩

後
四
〇
―
一
六
九
頁

一
〇
月
七
日

桜
町
天
満
宮

勢
溜

神
幸
・
祈
祷
・
人
形
踊
り

後
四
〇
―
一
六
九
頁

安
政
六
年

七
月
二
日

大
江
宮

城
下

神
輿
神
幸
・
傘
鉾
巡
行
・

祈
祷
・
子
供
踊

後
四
一
―
一
二
四
～

　
　

一
二
五
・
一
二
七
頁

七
月
二
日

龍
王
宮

城
下

神
輿
神
幸

後
四
一
―
一
二
八
頁

七
月
七
日

長
福
寺

長
福
寺

祈
祷

後
四
一
―
一
二
八
頁

七
月
九
日
～
一
一
日

三
社

城
下

神
輿
神
幸
・
踊

後
四
一
―
一
二
九
頁

七
月
二
八
日
～
八
月
一
日

古
表
宮

古
表
宮
、
中
津
城
二
の
丸
、

城
下
、
勢
溜

祈
祷
・
神
幸
・
四
十
神

後
四
一
―
一
三
四
頁

七
月
二
八
日

大
江
宮

大
江
宮

願
ほ
ど
き
の
た
め
汐
汲

後
四
一
―
一
三
四
～
一
三
五
頁

七
月

三
社

三
社

願
ほ
ど
き
の
た
め
汐
汲

後
四
一
―
一
三
五
頁

八
月
二
日

三
社

三
社

願
ほ
ど
き
の
た
め
汐
汲

後
四
一
―
一
四
一
頁

八
月
二
日

桜
町
天
満
宮

城
下

子
供
踊
、
人
形
踊

後
四
一
―
一
四
四
頁
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二
、
医
者
た
ち
に
よ
る
伝
染
病
へ
の
対
応

　

中
津
藩
に
お
け
る
伝
染
病
へ
の
医
術
的
対
応
と
し
て
著
名
で
あ
る
の

は
、
藩
医
・
辛
島
家
に
よ
る
、
天
然
痘
へ
の
対
応
で
あ
ろ
う
。
辛
島
長

齢
（
一
七
七
九
～
一
八
五
七
）
の
子
息
・
章
司
が
文
化
三
年
に
疱
瘡
で

他
界
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
辛
島
家
は
以
後
三
代
に
わ
た
り
、
疱

瘡
の
治
療
法
を
追
い
求
め
る
こ
と
と
な
る
。
か
れ
ら
の
事
績
に
つ
い
て

は
、
川
嶌
眞
人
氏
７

や
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
氏
８

に
よ
る
先
行

研
究
が
存
在
す
る
。

　

さ
て
、
辛
島
家
の
人
々
と
な
ら
び
、
種
痘
の
導
入
並
び
に
コ
レ
ラ
対

策
で
も
活
躍
し
た
神
尾
雄
策
に
つ
い
て
改
め
て
述
べ
た
い
。
彼
は
中
津

の
町
医
・
神
尾
雄
作
（
朔
）
の
子
で
、
京
都
の
小
石
玄
瑞
の
塾
に
学
ん

だ
人
物
で
あ
る
。
父
の
後
を
継
ぎ
町
医
と
な
る
が
、
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）

年
三
月
に
は
町
医
師
で
あ
り
な
が
ら
藩
内
に
お
け
る
種
痘
実
施
の
補
助

を
命
じ
ら
れ
て
い
る 

。
こ
う
し
た
功
績
も
あ
っ
て
嘉
永
四
年
に
は
扶

持
を
賜
り
藩
医
と
な
っ
た
。

　

嘉
永
二
年
十
二
月
に
は
、
藤
野
啓
庵
と
と
も
に
種
痘
の
実
施
を
藩
に

請
願
し
た
［
史
料
三
］
。
種
痘
請
願
書
と
通
称
さ
れ
る
こ
の
文
章
に
よ

れ
ば
、
中
津
の
医
者
た
ち
は
『
引
痘
新
法
全
書
』
な
ど
の
書
物
で
種
痘

の
存
在
を
す
で
に
認
識
し
て
い
た
と
い
う
。

　

さ
て
、
コ
レ
ラ
流
行
の
際
に
も
神
尾
雄
策
は
活
躍
を
す
る
こ
と
と
な

る
。
耶
馬
渓
風
物
館
蔵
神
尾
家
系
図
の
う
ち
雄
策
の
事
績
に
関
す
る
安

政
六
年
の
項
に
は
、

　

「
同
六
年
未
ノ
夏
虎
狼
痢
流
行
之
節
御
領
分
中
ニ

御
触
ニ

相
成
候
ニ
付

預

防
之
法
平
仮
名
ニ

相
認
差
出
候
様
被　

仰
付
即
刻
相
認
差
上
申
候
、

其
節
薬
籠
持
御
中
間
壱
人
当
分
拝
借
被　

仰
付
候
」
９

　

コ
レ
ラ
の
流
行
の
際
に
雄
策
に
は
対
策
の
た
め
の
医
案
の
提
出
が
求

め
ら
れ
た
。

　

［
史
料
四
］
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
、
悪
病
流
行
の
た
め
三
社
の
神

輿
を
担
ぎ
惣
町
中
を
渡
御
し
た
い
と
い
う
願
い
が
城
下
町
の
人
々
か
ら

出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
公
儀
御
穏
便
中
と
の
こ
と
で
騒
々
し
い
こ
と
は

好
ま
し
く
な
い
た
め
、
一
旦
保
留
と
さ
れ
た
よ
う
だ
。
一
方
で
藩
は
、

流
行
病
の
防
ぎ
方
に
つ
い
て
医
案
書
を
出
す
よ
う
に
、
医
師
た
ち
へ

依
頼
し
た
。
提
出
さ
れ
た
書
付
に
よ
れ
ば
流
行
病
は
、
夜
露
に
あ
た
る

こ
と
な
ど
が
原
因
で
あ
り
、
夜
分
は
出
歩
か
ず
、
と
に
か
く
体
を
冷
や

さ
な
い
よ
う
に
用
心
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
た
。
ま

さ
に
祈
祷
と
医
療
は
対
策
の
両
輪
で
あ
っ
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

医
者
た
ち
の
と
る
対
策
を
重
視
し
た
い
と
い
う
藩
の
意
向
が
本
史
料
か

ら
は
見
え
る
。
加
え
て
、
藩
の
医
療
施
策
が
医
者
た
ち
を
中
心
に
展
開

し
て
い
る
様
子
も
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
医
案
は
複
数
の
医
師
に
依
頼

さ
れ
た
よ
う
で
、
村
上
家
史
料
中
に
も
、
村
上
玄
秀
の
筆
に
よ
る
医
案

が
残
さ
れ
て
い
る
   10

。

　

さ
て
、
［
史
料
五
］
の
「
流
行
病
予
防
法
及
び
薬
法
書
」
は
、
安
政

六
年
九
月
四
日
に
御
年
寄
衆
よ
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、
神
尾
雄
策
の
系

図
に
記
さ
れ
る
「
平
仮
名
の
予
防
の
法
」
に
比
定
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
流
行
病
が
腹
部
か
ら
生
じ
る
下
痢
を
伴
う
病
で
あ
る
こ

と
を
記
し
、
飲
食
物
に
心
が
け
、
夜
分
朝
夕
と
も
、
腹
を
冷
さ
な
い
よ

う
に
心
が
け
る
の
が
肝
要
で
あ
る
と
説
く
。
ま
た
、
コ
ロ
リ
と
似
て
い

る
が
、
別
の
病
気
で
あ
る
と
も
説
明
し
て
い
る
。
続
け
て
具
体
的
な
予
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防
方
法
が
記
さ
れ
る
。
食
物
は
加
熱
し
て
食
す
る
こ
と
、
ま
た
、
朝
夕

に
胃
散
を
服
用
す
る
こ
と
。
腹
部
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
木
綿
の
腹
巻
な

ど
を
す
る
こ
と
、
以
上
の
よ
う
な
予
防
法
を
と
っ
て
も
発
症
し
た
場
合

に
は
、
平
胃
散
を
頓
服
し
、
吐
き
気
が
な
く
て
も
、
鳥
の
羽
な
ど
を
の

ど
へ
入
れ
嘔
吐
さ
せ
る
こ
と
、
部
屋
の
空
気
の
入
れ
替
え
を
行
う
こ
と
、

酢
を
土
鍋
に
入
れ
、
弱
火
で
煮
て
蒸
気
を
立
て
た
り
、
酢
を
笹
に
つ
け

て
障
子
な
ど
に
振
り
か
け
た
り
、
杉
木
を
時
々
火
鉢
に
く
べ
る
な
ど
の

対
策
が
記
さ
れ
て
い
る
。
平
胃
散
は
現
在
も
用
い
ら
れ
る
漢
方
薬
で
、

蒼
朮
、
厚
朴
、
陳
皮
、
大
棗
、
甘
草
、
生
姜
か
ら
な
り
、
消
化
不
良
や

胃
炎
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。
空
気
の
入
れ
替
え
や
、
酢
を
も
ち
い
た

空
間
の
消
毒
な
ど
現
代
の
私
た
ち
に
も
共
通
す
る
対
策
が
見
て
取
れ
る

こ
と
も
興
味
深
い
。

　

お
わ
り
に

　

以
上
、
「
惣
町
大
帳
」
か
ら
、
特
に
安
政
五
～
六
年
の
コ
レ
ラ
流
行

を
中
心
に
、
中
津
藩
で
の
対
応
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
や
は
り
、
当
時

に
お
い
て
は
、
医
者
た
ち
に
よ
る
対
応
と
、
社
寺
で
の
祈
祷
が
流
行
病

対
策
の
両
輪
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
。
ま
た
奈
良
時
代

以
来
の
伝
統
を
有
す
る
古
表
神
社
の
傀
儡
子
が
流
行
病
除
け
の
祈
祷
の

た
め
、
中
津
城
下
に
来
臨
す
る
な
ど
、
特
殊
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
城
下
三
社
の
神
輿
の
渡
御
を
城
下

町
の
住
民
た
ち
が
求
め
た
際
に
は
、
公
儀
御
穏
便
中
と
い
う
事
情
で
許

可
が
下
り
ず
、
自
粛
す
る
よ
う
促
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
医
者
た
ち
に

よ
る
対
策
案
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
指
示
を
待
つ
よ
う
に
促
す
よ
う
な
内

容
も
含
ま
れ
る
。
神
尾
雄
策
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
流
行
病
の
予
防

法
の
触
書
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
城
下
の
人
々
に
予
防
法
を
周
知
さ
せ
よ

う
と
努
力
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
注
目
さ
れ
る
。

　

中
津
藩
は
種
痘
導
入
時
か
ら
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
医
者
た
ち
が
積

極
的
に
藩
に
働
き
か
け
て
医
療
施
策
を
動
か
し
て
い
た
。
そ
れ
は
『
惣

町
大
帳
』
の
記
述
か
ら
も
窺
え
る
。
藩
医
の
み
な
ら
ず
、
町
医
者
た
ち

に
よ
る
「
仲
間
」
の
意
見
も
大
き
く
影
響
し
た
よ
う
で
あ
る
。
雄
策
は

こ
う
し
た
施
策
へ
の
貢
献
か
ら
、
藩
医
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
、
天
然

痘
、
コ
レ
ラ
と
い
っ
た
流
行
病
に
対
処
し
た
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

【
史
料
】

［
史
料
一
］
『
惣
町
大
帳
』
後
編
四
一
、
一
三
五
頁

　
　
　

乍
恐

一
、 

近
来
悪
病
流
行
ニ
付

先
達
而
ハ

御
上
様
ゟ
右
病
災
為
降
伏
惣
町
三
社
御

神
幸
被　

仰
付
御
座
候
御
加
護
故
、
其
後
者
両
町
共
右
病
気
ニ
而

相

傷
候
者
も
無
少
、
別
而
難
有
仕
合
ニ

奉
存
候
、
右
ニ

付
両
町
ゟ
家
別

男
女
打
混
持
合
之
衣
類
ニ
而

三
社
へ
三
ヶ
日
丈 

　
　

ヶ
汐
汲
為
御
礼
拝　

鳴
物
入
ニ
而

賑
々
敷
参
詣
仕
度
奉
存
候
、
尤

　
　

揃
ひ
之
支
度
等
別
段
新
ニ

拵
へ

着
用
仕
候
義
ニ
而
者

決
而
無
御
座
候

　
　

間
、
何
卒
右
御
願
申
上
候
通
被　

仰
付
被
下
置
候
ハ

、
難
有
奉
存
候
、

比
段
宜
敷
被　

仰
上
可
被
下
候
、
巳
上

 

　
　

未　

七　

月



65

 

願
主
豊
後
町
當
番
組
頭
藤
次
郎
・
同　

同　

兵
助

　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄
小
畑
甚
五
右
衛
門
殿

 
同　

桜
町
同
断　
　

壽
右
衛
門
・
同
断　

吉
兵
衛

［
史
料
二
］
『
惣
町
大
帳
』
後
編
四
一
、
一
三
四
頁

一
、 

於
古
表
宮
、
二
夜
三
日
流
行
病
難
除
御
祈
祷
満
日
ニ　

 

古
表
宮
并
末
社
四
拾
神　

二
ノ
御
丸
ニ

神
幸
仕
、

 

殿
様
・
上
々
様
御
壽
算
御
延
長
御
祈
祷
并

御
家
中
病
難
除
御
祈
祷
、

三
勢
溜
ニ

お
ゐ
て
町
在
御
領
分
中　

同
断
御
祈
祷
、

 

右
之
通　

社
司
ゟ
願
出
候
處
、
達
シ

通
被　

仰
付
候
、
依
之
明
朔

日　

神
輿
惣
町
中
行
幸　

於
三
勢
溜
御
祈
祷
有
之
、

 

右
ニ
付

夜
分
門
先
へ
桃マ

燈マ

寄
進
、
遷
御
之
節
、
御
渡
川
之
節
川
端
へ

惣
町
ゟ
高
張
桃
灯
差
出
候
様
申
触
候
、
以
上　

右
惣
触
也

［
史
料
三
］
『
惣
町
大
帳
』
後
編
三
一
、
一
七
一
頁

　
　
　

乍
恐
―
―
―

一
、 

私
共
、
先
生
ゟ
兼
而
種
痘
法
書
物
ニ
而

承
知
仕
得
共
、
是
迄
痘
苗
無

之
、
乍
残
念
空
鋪
消
光
仕
候
處
、
此
紅
毛
人
種
痘
苗
持

 

渡
り
、
長
崎
始
諸
国
専
流
行
仕
候
由
ニ

御
座
候
、
尤
此
種
痘
者
天

然
之
痘
ヲ
豫
防
仕
一
寄
法
ニ
而

近
年
唐
土
ニ
而
も

専
流
行
仕
候
、
引
痘

新
法
全
書
与
申
候
書
物
ニ
も

万
ニ

一
失
無
之
由
、
委
敷
相
記
候
義
ニ

御

座
候
、
此
節
右
痘
苗
入
手
仕
候
間
、
早
速

 

藤
本
玄
泰
殿
、
久
松
方
庵
殿
相
談
之
上
、
銘
々
小
児
ニ

試
ニ

種
痘
仕

候
處
、
右
書
物
ニ

一
々
符
合
仕
候
而
、
容
易
ニ

相
仕
候
ニ

付
其
後
入

魂
之
向
ヘ
種
痘
仕
候
、
不
残
安
痘
ニ

御
座
候
、
依
而
此
術
御
国
中

ヘ
早
々
相
弘
リ

候
ハ
ヽ

済
世
之
一
助
共
可
相
成
奉
存
候
得
共
、
難
及

自
力
、
追
々
聞
傅
候
而
も
延
引
仕
候
内
、
流
行
之
天
然
痘
ニ
而

夭
礼

之
小
児
も
可
住
之
、
尚
又
及
承
候
者
も
謝
物
ニ

差
泥
ミ

見
合
居
候
内
、

痘
苗
相
絶
候
而
者
甚
以
残
念
ニ

奉
存
候
、
其
上
近
在
迄
、
天
然
痘

流
行
仕
候
事
故
、
右
痘
与
相
混
候
而
者
此
術
難
絶
御
座
候
間
、
此

度
之
儀
者
、
謝
物
ニ

不
抱
施
薬
同
様
、
済
世
之
志
ニ
而

御
国
中
ニ

弘
メ

度
奉
存
候
、
依
而

望
之
向
者
銘
々
宅
ニ

罷
出
、
種
痘
仕
候
様
、
御
沙

汰
ニ

相
成
候
様
、
尚
又
遠
在
同
志
之
医
師
衆
望
之
者
者
早
速
痘
苗

相
譲
り
相
傳
仕
、
一
統
相
弘
メ

度
奉
存
候
、
何
卒
此
段
早
々
御
触

流
し
ニ

相
成
候
様
仕
度
存
奉
候
、
猶
又
初
生
後
百
日
相
立
候
小
児
ハ

四
季
ニ

不
抱
、
右
苗
ニ
而

種
痘
可
仕
候
様
被　

仰
渡
候
ハ
ヽ

天
然
痘
相

遁
れ
、
痘
苗
相
続
仕
、
小
児
之
大
患
相
絶
候
様
ニ
も

可
相
成
奉
存
候
、

此
段
別
而
御
触
流
ニ

相
成
候
ハ
ゝ

難
有
奉
存
候
、
是
迄
天
然
ニ
而

夭
札

小
児
多
多
歎
ケ
敷
奉
存
候
處
ゟ
不
願
御
約
介
奉
願
上
候
、
此
段
宜

被　

仰
上
可
被
下
候
、
已
上

 

　

酉
十
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
尾
雄
朔マ
マ

 
　

町
年
寄
田
中
勘
之
助
殿　
　
　
　
　
　
　
　

藤
野
啓
庵

 
願
之
通
在
中
へ
御
触
ニ

相
成
候
ニ

付
心
得
之
處
申
渡
候
様
被　

仰
渡

候
。

［
史
料
四
］
『
惣
町
大
帳
』
後
編
四
〇
、
一
七
五
頁
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（
九
月
）
四
日　
　

御
召
御
用

 

先
達
而
上
六
町
・
下
八
町
ゟ
願
出
候
当
時
悪
病
流
行
ニ

付
三
社
神

輿
惣
町
御
通
行
之
儀
願
書
差
出
、
至
極
御
尤
ニ

思
召　

色
々
御
評

儀
も
有
之
候
得
共
、
何
分　
　

公
儀
御
穏
便
中
之
事
故
、
余
り

騒
々
敷
相
成
候
而
者　
　

上　

之
御
首
尾
ニ
も

相
拘
り
候
程
之
儀
ニ
も

相
成
候
而
者
誠
ニ

恐
多
次
第
ニ

付
未
タ

御
評
決
ニ

不
相
成
候
、
依
而
願

書
者
御
留
メ

置
ニ

相
成
候
而
得
与
評
儀
之
上
、
何
与
欤
可
被
仰
付
候

間
、
其
内
余
り
騒
々
敷
無
之
様
ニ

可
致
候
、
上
ニ
も

此
節
之
流
行
病

防
方
者
無
之
哉
、
醫
案
書
出
し
候
様
、
御
醫
師
方
へ
御
沙
汰
ニ

相

成
候
所
、
夫
々
書
付
も
差
出
候
書
面
之
内
ニ

も
夜
露
等
ニ

当
り
候
而

者
夫
ゟ
此
節
之
病
気
も
差
發
り
候
趣
ニ

付
決
而
夜
分
更
候
而
出
歩

行
不
申
、
兎
角
ニ

冷
不
申
様
ニ

身
用
心
い
た
し
相
煩
ひ
不
申
様
ニ

可

致
、
其
内
ニ

者
願
面
之
義
も
沙
汰
ニ

可
及
候
間
、
此
段
末
々
行
届
候

様
可
申
渡
旨
、
御
年
寄
衆
ゟ
被　

仰
渡
候
間
、
支
配
々
々
江
右
之

段
申
渡
候
様
被
、
仰
渡
候
。

［
史
料
五
］
『
惣
町
大
帳
』
後
編
四
一
、
一
三
五
～
一
三
七
頁

 

此
度
流
行
ニ

付
右
豫
法
書
・
薬
法
書
等
出
ル　

此
所
ニ

結
付
ル

 

　
　
　
　
　

流
行
病
豫
防
法

 

今
般
流
行
病
者
人
々
知
處
の
腹
部
よ
り
感
す
る
痢
病
な
る
か
故
に
、

最
飲
食
ニ

心
を
用
ひ
、
夜
分
朝
夕
な
り
共
、
腹
を
冷
さ
ぬ
よ
ふ
に

心
を
用
事
肝
要
な
り
、
最
此
病
者
年
々
多
少
流
行
す
る
と
い
へ
共
。

當
夏
以
来
別
て
盛
ニ

し
て
、
其
感
す
る
者
甚
キ

者
は
二
日
三
日
ニ

て

死
す
、
就
中
昨
年
流
行
之
コ
ロ
リ
等
相
似
た
る
症
あ
り
て
劇
き
水

瀉
を
な
し
、
二
三
度
又
者
五
六
度
に
し
て
忽
チ

惣
身
冷
わ
た
り
脈

と
ぢ
て
手
足
の
筋
引
つ
り
、
或
者
頻
り
ニ

嘔
を
し
て
忽
チ
落
命
す

る
者
あ
り
、
甚
閟
乱
之
様
子
、
実
ニ

見
る
ニ

忍
ひ
す
、
併
し
甚
症
コ

ロ
リ
ニ

略
似
た
れ
共
、
病
之
本
者
全
く
相
違
す
る
か
故
に
薬
法
も

大
ニ

相
違
す
る
所
あ
り
、
併
な
か
ら
養
生
并
ニ

予
防
之
事
ハ

右
等
の

流
行
病
に
於
て
格
別
相
違
之
な
き
も
の
故
、
此
節
之
流
行
之
病
ニ

付
肝
要
之
豫
防
養
生
の
ヶ
条
、
左
ニ

あ
ら
ハ
す
者
也
、
毎
夜
寝
る

時
ニ

雨
戸
・
障
子
立
つ
め
空
気
を
ハ
少
シ

通
ハ
し
て
飽
ま
で
脈
ハ

冷

さ
ぬ
よ
ふ
す
る
事

一
、 

灸
治
者
躰
を
強
む
る
良
法
な
れ
者
腹
ハ
勿
論
背
中
ニ
も
怠
ら
す
ゆ

べ
き
事

一
、 

家
の
内
等
土
鍋
ニ

酢
を
盛
り
軽
き
火
ニ
て
煮
蒸
気
を
立
べ
し
、
併

し
こ
け
付
ぬ
よ
ふ
肝
要
な
り
、
或
者
酢
を
笹
之
葉
ニ
而

戸
障
子
等
ニ

振
懸
ケ
、
又
ハ

社
杉
木
を
時
々
火
鉢
に
焚
、
空
中
を
薫
事
怠
ら
ぬ

事

一
、 

木
綿
又
者
も
ん
ぱ
の
切
れ
に
て
昼
夜
腹
を

二
重
斗
巻
お
く
べ
し

一
、 

唐
木
香
小
、
霍
香
中
。
蒲
公
英
大
、
紫
蘇
中
、
甘
草
中
、
右
五
味

を
一
服
ニ

水
弐
合
入
れ
一
合
半
ニ

煎
シ

出
し
、
二
三
服
ツ
、
飲
ベ
き

事

一
、 

三
度
之
食
事
ハ

な
る
丈
ケ
ひ
か
へ
ニ

し
て
腐
魚
肉
并
ニ

油
こ
ゆ
き
物

を
食
べ
か
ら
ず
、
子
供
者
別
し
て
生
冷
菓
物
多
分
食
せ
ぬ
様
、
酒

者
別
而

ひ
か
へ
め
ニ

飲
へ
き
事

一
、 

萬
一
暴
瀉
ニ

て
手
足
冷
へ
脈
閉
て
應
セ
さ
る
時
者
手
早
ニ

臍
の
部
に

白
が
ら
し
八
分
、
麺
粉
五
分
、
右
二
味
を
酢
ニ
て
ね
り
、
木
綿
切
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れ
ニ

の
へ
附
へ
し
、
手
足
ニ

者
花
焼
酎
を
暖
め
し
き
り
ニ

こ
す
る
べ

し
、
若
右
之
手
当
テ

な
き
時
ハ

温
石
、
或
者
焙
り
砂
を
も
め
ん
ニ

包
、

腹
を
温
く
む
へ
し
、
腹
薬
者
前
ニ

出
す
五
味
之
前
薬
多
分
ニ

飲
べ
し
、

若
嘔
気
あ
ら
ハ
指
又
者
鳥
之
羽
根
ニ

て
咽
中
探
り
毒
物
を
吐
べ
し
、

夫
ニ

て
暴
瀉
暫
時
ハ

止
な
り
、
其
内
に
醫
者
招
き
療
治
者
勿
論
な
り
。

 

　
　

安
政
六
年
己
未
七
月

 

　
　
　
　
　
　

薬
法
書

一
、 

此
度
流
行
之
病
気
を
逃
ん
と
存
候
者
ハ

毎
日
之
飲
食
心
を
か
け
、

第
一
魚
類
ゟ
野
菜
之
品
ニ

至
迄
是
を　

煮
て
未
熟
之
物
ヲ

慎
ミ　

用

間
敷
、
朝
夕
左
之
加
減
平
胃
散
服
用
可
致
事
、

一
、 

第
一
腹
部
之
冷
さ
る
様
木
綿
又
者
胸
当
等
を
以
て
腹
ニ

巻
立
、
夜

分
休
息
之
時
分
別
而

心
を
用
ゆ
べ
き
叓
肝
要
之
事
也
、
崋
竟
下
消

化
不
致
所
ゟ
煩
候
事
、
人
々
何
れ
も
承
知
致
處
叓
、

一
、 

右
之
通
養
生
致
候
上
、
俄
か
に
右
之
病
気
差
起
り
候
ハ
ヽ
右
平
胃

散
之
薬
度
々
相
用
、
嘔
気
無
之
候
と
も
心
下
を
お
さ
へ
苦
敷
相

覚
候
ハ

、
鳥
の
羽
根
之
本
羽
を
少
も
り
此
を
以
て
の
ん
ど
へ
差
込
、

悪
物
ヲ

吐
出
す
へ
し
、
嘔
気
を
催
し
候
へ
者
自
然
と
下
痢
薄
ク

相
成

候
事
、

一
、 

加
減
平
胃
散
之
法　

蒼
述　

厚
朴　

障
皮　

茯
苓　

柷
實　

桂
根

皮　

神
典　

霍
香　

等
分　

甘
艸
小　

各
細
未
ニ

て
用
ゆ

一
、 

右
之
病
気
差
起
り
下
利
二
三
片
、
直
ニ

手
足
惣
身
冷
候
節
、
手
早

く
湯
を
沸
し
、
瓢
箪
又
者
徳
利
等
江
汲
込
、
腹
部
腰
背
中
等
あ
て

置
、
惣
身
温
、
陽
気
ヲ

引
回
し
可
申
叓
、
其
中
も
折
々
平
胃
散
相

用
ひ
、
向
々
之
醫
師
へ

相
頼
療
治
可
致
事
、

 

　
　
　

安
政
六
未
七
月

 

　
　
　
　
　
　

大
目
付
江

刊
本
を
引
用
し
た
が
、
一
部
誤
字
に
つ
い
て
は
筆
者
訂
正

　

【
参
考
文
献
】

▲
赤
松
文
二
郎
『
扇
城
遺
聞
』
中
津
小
幡
紀
念
図
書
館
、
一
九
三
二
年
。

▲
飯
沼
賢
司
『
八
幡
神
と
は
何
か
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
一
四
年
。

▲
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
・
鳥
井
裕
美
子
・
川
嶌
眞
人
共
編
『
九

州
の
蘭
学
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。

▲
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
、
吉
田
洋
一
、
大
島
明
秀
共
編
『
学

芸
の
諸
相
Ⅱ
』
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
医
家
史
料
館
資
料
叢

書
Ｘ
Ｖ
Ｉ
、
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、
二
〇
一
九
年
。

▲
大
分
県
下
毛
郡
教
育
会
編
『
下
毛
郡
誌
』
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
。

▲
九
州
山
岳
霊
場
遺
跡
研
究
会
編
『
求
菩
提
山
と
豊
前
の
山
岳
霊
場
』

二
〇
二
〇
年
。

▲
中
津
惣
町
大
帳
刊
行
会
編
『
惣
町
大
帳
』
後
編
三
一
、
四
〇
、
四
一
中

津
市
、
二
〇
一
〇
年
～
二
〇
一
一
年
。

▲
耶
馬
溪
町
教
育
委
員
会
編
『
耶
馬
溪
町
史
』
耶
馬
渓
町
、
一
九
七
五
年
。

▲
吉
富
町
教
育
委
員
会
編
『
八
幡
古
表
神
社
の
乾
衣
祭
』
吉
富
町
文
化

財
調
査
報
告
書
第
六
集
、
吉
富
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
。

▲
渡
辺
重
春
『
豊
前
志
』
八
之
巻
、
明
治
書
院
、
一
八
九
九
年
。
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注１ 
拙
稿
「
神
尾
医
家
に
関
す
る
新
出
史
料
に
つ
い
て
」
『
学
芸
の
諸
相
Ⅱ
』
中
津
市
歴

史
民
俗
資
料
館
分
館
医
家
史
料
館
資
料
叢
書
Ｘ
Ｖ
Ｉ
、
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、

二
〇
一
九
年
。

２ 

飯
沼
賢
治
『
八
幡
神
と
は
何
か
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
一
四
年
。

３ 

耶
馬
溪
町
教
育
委
員
会
編
『
耶
馬
溪
町
史
』
耶
馬
渓
町
、
一
九
七
五
年
。

４ 

拙
稿
「
桧
原
山
正
平
寺
」
九
州
山
岳
霊
場
遺
跡
研
究
会
編
『
求
菩
提
山
と
豊
前
の
山
岳

霊
場
』
二
〇
二
〇
年
。

５ 

渡
辺
重
春
『
豊
前
志
』
八
之
巻
、
明
治
書
院
、
二
八
頁
。
ち
な
み
に
、
二
〇
二
〇
年
の

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
の
際
に
も
白
髭
神
社
は
疫
病
除
け
の
祈
祷
札
を
発
行
し
た
。

６ 

吉
富
町
教
育
委
員
会
編
『
八
幡
古
表
神
社
の
乾
衣
祭
』
吉
富
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第

六
集
、
吉
富
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
。

７ 

註
６
同
掲
書
。

８ 

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
中
津
藩
に
お
け
る
天
然
痘
と
の
闘
い
」『
九
州
の
種
痘
』

岩
田
書
院
、
二
〇
一
八
年
、
二
二
五
～
二
五
二
頁
。

９ 

拙
稿
「
神
尾
医
家
に
関
す
る
新
出
史
料
に
つ
い
て
」
『
学
芸
の
諸
相
Ⅱ
』
中
津
市
歴

史
民
俗
資
料
館
分
館
医
家
史
料
館
資
料
叢
書
Ｘ
Ｖ
Ｉ
、
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、

二
〇
一
九
年
、
九
九
頁
。

10 

村
上
家
史
料
、
村
上
史
料
Ⅰ
―
一
二
「
流
行
病
の
心
構
え
」
。
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鷲
﨑
有
紀

　

要
旨

　

耶
馬
渓
風
物
館
蔵
「
豊
国
紀
行
」
写
本
に
は
、
中
津
城
下
の
豊
後
町

で
酒
造
業
を
営
み
、
町
年
寄
を
つ
と
め
た
賀
来
元
龍
の
後
序
が
付
さ
れ

て
い
る
。
後
序
に
は
、
一
七
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
一
般
的
な
豊
前
国

の
地
誌
「
豊
前
事
跡
考
」
写
本
や
、
豊
前
・
豊
後
の
唯
一
の
仏
教
人
名

辞
典
で
あ
っ
た
『
豊
鐘
善
鳴
録
』
（
一
七
五
〇
刊
）
な
ど
豊
前
に
ま
つ

わ
る
い
く
つ
か
の
資
料
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
元
龍
が
地
域

の
歴
史
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
ひ
ろ
く
資
料
収
集
活
動
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド

豊
国
紀
行
、
賀
来
元
龍
、
平
重
盛
、
中
津
藩

　

は
じ
め
に

　

「
豊
国
紀
行
」
は
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
、
貝
原
益
軒
六
五
歳
の

夏
に
豊
後
別
府
、
中
津
、
宇
佐
神
宮
を
回
っ
た
際
の
紀
行
文
で
あ
る
。

耶
馬
渓
風
物
館
蔵
写
本
に
は
、
豊
後
町
で
酒
造
業
佐
田
屋
を
営
み
、
町

年
寄
を
つ
と
め
た
賀
来
元
龍
（
一
七
一
六
～
八
四
）
の
序
・
後
序
が
付

さ
れ
て
い
る
。
序
に
関
し
て
は
前
稿
１

で
触
れ
た
が
、
後
序
も
序
と
同

じ
く
、
少
な
く
と
も
「
扶
桑
残
玉
集
」
・
『
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
・
『
大

分
県
紀
行
文
集
』
所
収
の
「
豊
国
紀
行
」
に
は
そ
の
存
在
が
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
元
龍
の
写
本
と
は
別
の
も
の
を
底
本
に
し
た
か
、
採
録
の

際
、
序
な
ど
の
情
報
を
省
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由

は
不
明
で
あ
る
。
以
下
、
風
物
館
蔵
本
に
付
さ
れ
た
後
序
の
内
容
を
概

観
す
る
。

　

一
、
後
序
の
内
容

　

長
谷
寺
に
あ
る
と
い
う
平
重
盛
墓
の
話
題
か
ら
始
ま
り
、
豊
前
国
に

つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
参
照
・
引
用
し
、
世
伝
と
比
較
し
て
い

る
。
前
半
で
は
平
重
盛
が
い
か
に
豊
前
国
の
民
に
慕
わ
れ
て
い
た
か
を

述
べ
て
お
り
、
「
源
平
盛
衰
記
」
「
豊
前
城
堡
記
」
の
二
つ
の
史
料
を
挙

げ
「
平
重
盛
が
大
い
に
民
心
を
獲
て
い
た
」
と
い
う
世
伝
を
補
強
し
、「
内

府
の
仁
恵
豊
民
の
遺
愛
」
は
長
谷
寺
の
再
建
を
指
示
し
た
重
盛
の
命
か

ら
始
ま
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
結
ん
で
い
る
。
次
に
、
「
豊
鐘
善
鳴
録
」

を
挙
げ
、
長
谷
寺
の
由
来
に
つ
い
て
他
説
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
記

す
。

　

「
源
平
盛
衰
記
」
を
参
照
し
た
部
分
で
は
、
治
承
・
寿
永
の
乱
の
様

子
を
概
観
し
、
高
倉
王
（
以
仁
王
）
の
宣
旨
か
ら
興
福
寺
の
返
牒
に
つ

い
て
の
部
分
で
は
、
興
福
寺
の
書
状
を
引
用
し
、
「
九
州
国
士
平
族
に

心
腹
す
。
況
や
豊
前
内
府
領
に
お
い
て
を
や
」
と
当
時
の
豊
前
国
の
武

【
研
究
ノ
ー
ト
】

「
豊
国
紀
行
」
後
序
に
つ
い
て
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士
た
ち
が
平
家
方
に
つ
い
て
い
た
様
子
を
量
っ
て
い
る
。
一
ノ
谷
・
屋

島
の
戦
い
で
負
け
、
落
ち
延
び
て
き
た
平
氏
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う

に
「
九
州
衆
心
変
わ
ら
ず
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
緒
方
惟
栄
の
寝

返
り
を
契
機
に
九
州
国
士
は
瓦
解
土
崩
し
、
平
家
は
義
死
し
た
と
続
く
。

こ
こ
で
も
「
源
平
盛
衰
記
」
を
引
い
て
、
緒
方
惟
栄
が
平
家
か
ら
「
鼻

豊
後
」
と
謗
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
平
重
盛
だ
け

で
は
な
く
清
盛
の
塚
が
築
城
原
に
あ
り
、
豊
民
が
平
家
へ
忠
誠
を
誓
っ

て
い
た
こ
と
に
違
い
は
な
い
と
し
て
い
る
。

　

元
龍
は
序
の
最
後
で
「
豊
国
紀
行
」
の
本
文
に
つ
い
て
触
れ
、
泉
井

重
利
入
道
妙
伝
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
そ
の
子
孫
が
話
す
こ
と
を
引

証
し
て
い
る
た
め
実
録
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
「
豊
国

紀
行
」
か
ら
日
根
野
吉
明
が
守
田
山
弥
之
助
（
豊
国
紀
行
本
文
で
は
そ

れ
ぞ
れ
「
日
根
」
「
古
田
三
弥
」
と
名
を
変
え
て
あ
る
）
を
斬
罪
に
処

し
た
事
件
に
つ
い
て
も
挙
げ
、
「
天
網
恢
恢
疎
に
し
て
失
わ
ず
」
「
多
蔵

厚
亡
」
と
老
子
の
言
を
教
訓
と
し
て
い
る
。

　

平
重
盛
に
つ
い
て
元
龍
は
、
後
序
全
体
を
通
し
そ
の
「
仁
恵
遺
愛
」

を
強
調
し
て
い
る
。
後
序
の
結
び
で
は
、
悪
い
行
い
は
明
ら
か
に
な
り

罰
せ
ら
れ
る
、
そ
し
て
、
「
何
必
曰
利
」
と
仁
義
有
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
と
、
そ
の
重
盛
の
在
り
方
を
賞
賛
し
て
い
た
。

お
わ
り
に

　

後
序
の
中
で
元
龍
は
「
豊
前
事
跡
考
」
・
「
羅
漢
紀
行
」
・
「
源
平
盛
衰

記
」
・
「
豊
前
城
堡
記
」
・
「
豊
鐘
善
鳴
録
」
五
つ
の
資
料
を
挙
げ
、
世
に

伝
わ
る
説
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
参
照
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
、
地
理
や
歴
史
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
「
源
平
盛
衰
記
」

を
除
い
て
は
、
豊
前
・
豊
後
地
域
を
中
心
と
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

図
一
　
「
豊
国
紀
行
」
後
序
の
冒
頭
部
分
（
耶
馬
渓
風
物
館
蔵
）
。

図
二
　
後
序
末
の
臨
写
さ
れ
た
賀
来
元
龍

印
（
耶
馬
渓
風
物
館
蔵
）
。
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ま
た
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
「
豊
前
國
古
城
記
」
写
本

の
序
に
お
い
て
も
、
元
龍
は
資
料
を
探
し
得
た
と
述
べ
て
い
る
。
序
で

挙
げ
た
資
料
の
量
と
併
せ
、
ひ
ろ
く
地
誌
関
連
の
資
料
収
集
活
動
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
元
龍
が
郷
土
の
歴
史
に
強
い
関
心
を
抱
い

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

【
史
料
】
「
豊
国
紀
行
」
序

【
原
文
】

［
一
丁
目
表
］

豊
国
紀
行
後
序

豐
前
国
下
毛
郡
諫
山
郷
荒
山
東
有
長
谷
邨

山
腹
有
長
谷
寺
寺
傍
南
有
小
松
内
府
平
重
盛

墓
元
文
戊
午
年
元
龍
二
十

二
［
三
か
］

歳
春
登
長
谷
寺

而
観
之
古
墳
形
大
恰
類
宇
佐
大
宮
司
宇
佐
公

通
墓
公
通
墓
在
莬
狭
郡
高
家
郷
平
田
荘
ニ

分
邨
安
楽
寺
門
内
西
傍
門
外
大
路
也
墓
之

［
一
丁
目
裏
］

左
右
前
後
則
有
石
瑞
垣
神
領
官
位
法
號
瞭

然
可
読
焉
其
詳
在
豐
前
事
跡
考
不
贅
干

茲
平
重
盛
古
墳
不
然
更
无
一
字
可
徴
焉
且
怪

且
訝
非
不
在
也
以
不
刻
也
可
謂
無
遠
慮
矣

嗚
呼
惜
哉
同
郡
穴
石
郷
家
形
荘
羅
漢
寺
邨

羅
漢
寺
亦
有
平
重
盛
古
墳
云
語
在
小
笠
原

長
勝
侯
羅
漢
紀
行
元
龍
未
探
観
者
晩
得

［
二
丁
目
表
］

羅
漢
紀
行
也
世
傳
平
清
盛
為
太
宰
太
弐
時
豐

前
即
為
重
盛
領
国
重
盛
信
佛
而
慈
悲
施
及

下
民
大
獲
民
心
命
豐
前
国
士
準
擬
長
谷
寺

而
新
建
長
谷
寺
云
居
亡
幾
内
府
卒
民
心
弗
堪

思
慕
而
建
墓
春
秋
祭
之
故
内
府
古
墳
易
地

而
多
有
焉
云
嗚
呼
仁
恵
易
入
民
心
誠
如
是
午

元
龍
今
按
源
平
盛
衰
記
云
治
承
四
年
高
倉

［
二
丁
目
裏
］

王
赫
怒
平
清
盛
幽
閉
太
上
天
皇
于
鳥
羽
離
宮

命
源
頼
政
起
義
兵
詔
書
于
延
暦
園
城
興
福
三

寺
延
暦
園
城
二
大
衆
以
興
福
大
衆
順
逆
将
决
而

発
書
興
福
大
衆
有
答
書
其
畧
云
統
領
九
州
不
辞

封
家
進
退
百
官
咸
作
奴
隷
繇
是
觀
之
則
知
九
州

国
士
心
腹
平
族
况
于
豐
前
内
府
領
乎
豐
前
城
堡

記
云
保
元
丁
丑
年
平
清
盛
為
太
宰
大
弐
而
下

［
三
丁
目
表
］

向
命
越
中
次
郎
兵
衛
盛
次
城
香
春
岳
挙
二
籍
所
記

而
詧
其
時
則
土
俗
世
傳
非
无
證
據
也
内
府
仁
恵

豐
民
遺
愛
其
然
長
谷
寺
肇
内
府
命
云
者
疑

非
也
與
豐
鐘
善
鳴
録
云
僧
三
界
者
神
亀
四
年

春
臻
豐
前
下
毛
郡
諫
山
郷
大
久
山
巌
窟

下
［
卜
か
］

幽
棲

遅
焉
巌
窟
僧
仁
聞
者
安
置
觀
音
像
也
三
界
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募
縁
郡
縣
創
建
梵
宇
扁
曰
長
谷
寺
是
亦
瞿

［
三
丁
目
裏
］

曇
氏
之
説
也
未
知
二
説
就
是
耳
盛
衰
記
又
曰
源

義
仲
軍
于
叡
山
平
宗
盛
膽
落
挟
天
子
奔
于
摂

播
之
間
而
姑
息
源
範
頼
源
義
経
雷
撃
逐
之
六
軍

雖
有
一
谷
八
島
之
敗
九
州
衆
心
不
変
柳
浦
行
宮
所
頼

據
以
衆
心
也
否
則
四
分
五
裂
之
地
處
焉
奚
為
宇
佐

大
宮
司
経
営
皇
居
援
之
奈
多
大
宮
司
擐
鎧
師

兵
慮
従
六
軍
神
官
且
如
是
况
于
国
士
乎
世
傳
又
云

［
四
丁
目
表
］

源
義
経
懼
平
軍
據
荒
山
要
害
城
賀
来
邑
守

而
絶
要
路
且
放
反
間
是
以
緒
方
一
黨
反
六
軍
之

為
嚆
矢
矣
盛
衰
記
又
云
平
族
惡
緒
方
而
名
鼻

豐
後
有
故
哉
当
此
時
九
州
国
士
瓦
解
土
崩
壇
浦
之

役
平
軍
戦
義
死
矣
重
盛
仁
恵
遺
愛
可
推
知

焉
耳
不
啻
重
盛
古
墳
平
清
經
之
塚
在
築
城
原

南
見
于
應
永
戦
乱
豐
民
懐
仁
恵
之
腆
非
虚
真
也

［
四
丁
目
裏
］

此
巻
以
豐
前
後
州
為
平
重
盛
封
国
是
郡
博
物

家
之
言
有
攸
考
拠
乎
且
挙
泉
井
重
利
入
道
討
玅
伝

自
豐
前
下
毛
郡
今
津
浦
颿
船
而
入
支
那
之
事
引

證
抄
傳
後
胤
泉
井
助
右
衛
門
所
談
言
也
可
謂

実
録
矣
巻
尾
復
載
日
根
野
侯
寃
殺
街
人
古
田

三
弥
一
類
奪
収
白
金
四
千
貫
用
矣
遂
不
能
有

居
国
府
城
何
哉
天
網
恢
々
疎
而
不
失
多
蔵
必

［
五
丁
目
表
］

厚
亡
老
言
非
空
論
也
何
必
曰
利
亦
有
仁
義
而
巳
矣

孟
對
有
徴
可
不
戒
乎
哉
筆
爲
後
序

安
永
庚
子
秋
七
月
上
浣

　
　
　

豐
前
中
津
府　

賀
来
元
龍
子
登　

謹
識

【
注
釈
】

豐
方
国
下
毛
郡
諫
山
郷
…
現
大
分
県
中
津
市
三
光
。

長
谷
寺
…
現
大
分
県
中
津
市
三
光
に
所
在
。
真
言
宗
高
野
山
の
末
寺
。

平
重
盛
…
一
一
三
八
年
生
、
七
九
年
没
。
平
安
時
代
の
武
将
。
小
松
内

大
臣
（
内
府
）
と
称
さ
れ
た
。
小
松
内
府
重
盛
の
墓
・
塔
と
さ

れ
る
も
の
は
北
部
九
州
各
地
に
あ
り
、
「
豊
前
志
」
小
松
内
大

臣
墓
の
項
に
は
清
水
寺
・
羅
漢
寺
・
長
谷
寺
等
に
公
の
墓
と
さ

れ
る
も
の
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

宇
佐
公
通
…
生
没
年
不
詳
。
平
安
終
末
期
の
宇
佐
八
幡
大
宮
司
。

莬
狭
郡
高
家
郷
平
田
荘
…
現
大
分
県
宇
佐
市
。

安
楽
寺
…
安
楽
院
か
。
現
宇
佐
市
大
字
森
山
に
あ
る
寺
院
。
曹
洞
宗
。

瑞
垣
…
神
社
や
皇
居
な
ど
の
周
囲
に
設
け
た
垣
根
。

豐
前
事
跡
考
…
地
誌
。
豊
前
国
の
名
所
・
名
産
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

同
郡
穴
石
郷
…
平
安
期
に
見
え
る
郷
名
。
現
本
耶
馬
溪
・
耶
馬
渓
両
町

境
の
山
国
川
沿
い
小
盆
地
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。

羅
漢
寺
…
下
毛
郡
本
耶
馬
渓
町
に
あ
る
寺
院
。
曹
洞
宗
で
耆
闍
崛
山
羅

漢
寺
と
い
う
。
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小
笠
原
長
勝
…
一
六
四
六
年
生
、
八
二
年
没
。
中
津
藩
二
代
藩
主
。

羅
漢
紀
行
…
小
笠
原
長
勝
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
羅
漢
寺
へ
の
紀
行
文
。

平
清
盛
…
一
一
一
八
年
生
、
八
一
年
没
。
平
安
時
代
末
期
の
武
将
。
武

家
と
し
て
は
じ
め
て
太
政
大
臣
従
一
位
の
極
官
に
昇
り
、
平
家

政
権
を
現
出
し
た
。

準
擬
…
あ
る
も
の
を
基
準
に
し
て
そ
れ
に
な
ら
う
こ
と
。

源
平
盛
衰
記
…
四
八
巻
。
軍
記
。
作
者
・
成
立
年
代
未
詳
。『
平
家
物
語
』

広
本
系
の
一
異
本
で
あ
る
が
、
近
世
以
来
独
立
し
た
別
個
の
軍

記
と
し
て
流
布
し
た
。

高
倉
王
…
一
一
五
一
年
生
、
八
〇
年
没
。
以
仁
王
。
後
白
河
天
皇
の
第

三
皇
子
。
三
条
高
倉
に
御
所
が
あ
っ
た
た
め
三
条
宮
・
高
倉
宮

と
い
う
。
以
仁
王
の
令
旨
は
治
承
・
寿
永
の
乱
へ
大
き
く
影
響

を
与
え
た
。

赫
怒
…
は
げ
し
く
お
こ
る
こ
と
。

太
上
天
皇
…
後
白
河
上
皇
か
。
一
一
二
七
年
生
、
九
二
年
没
。

一
一
五
五
～
八
年
の
間
在
位
。
平
氏
と
の
対
立
が
深
ま
っ
た
治

承
三
（
一
一
七
九
）
年
、
清
盛
に
よ
っ
て
鳥
羽
殿
に
幽
閉
さ
れ
た
。

義
兵
…
正
義
の
た
め
に
お
こ
す
兵
。

詔
書
…
天
子
の
詔
を
記
し
た
文
書
。

延
暦
…
延
暦
寺
。
大
津
市
坂
本
本
町
に
あ
る
天
台
宗
の
総
本
山
。

園
城
…
園
城
寺
。
大
津
市
園
城
寺
町
に
あ
る
天
台
寺
門
宗
の
総
本
山
。

俗
に
三
井
寺
と
い
う
。

興
福
…
興
福
寺
。
奈
良
市
登
大
路
町
に
あ
る
法
相
宗
大
本
山
。

順
逆
…
正
し
い
こ
と
と
よ
こ
し
ま
な
こ
と
。
正
と
邪
。
ま
た
、
正
道
に

従
う
こ
と
と
逆
ら
う
こ
と
。

統
領
九
州
不
辞
封
家
進
退
百
官
咸
作
奴
隷
…
「
九
州
を
統
領
し
、
封
家

細
官
を
辞
せ
ず
百
司
を
進
退
し
、
皆
奴
婢
僕
従
と
為
す
」
（
『
源

平
盛
衰
記
』
巻
一
四
「
興
福
寺
返
牒
の
事
」
）
か
ら
引
い
た
か
。　

統
領
す
る
あ
る
集
団
を
ま
と
め
て
、
お
さ
め
る
こ
と
。

封
家
…
封
侯
（
封
土
を
与
え
ら
れ
て
諸
侯
の
列
に
連
な
っ
た
人
）
の
家
。

百
官
…
数
多
く
の
官
。

威
…
み
な
。

国
士
…
一
国
の
中
で
す
ぐ
れ
た
人
物
。
国
家
に
と
っ
て
有
用
な
人
物
。

ま
た
、
自
分
の
身
を
か
え
り
み
な
い
で
、
国
事
に
尽
く
す
人
。

心
腹
…
腹
の
底
ま
で
打
ち
あ
け
て
、
頼
り
と
す
る
こ
と
。

豊
前
城
堡
記
…
不
明
。
元
龍
後
序
の
引
用
に
使
用
さ
れ
た
記
述
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
「
豊
州
城
堡
記
」
（
別
府
大
学
蔵
）
は
表

題
が
類
似
し
て
い
る
が
、
同
本
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

保
元
丁
丑
年
…
保
元
二
（
一
一
五
七
）
年
。

越
中
次
郎
兵
衛
盛
次
…
平
盛
嗣
。
生
年
不
詳
～
一
一
九
二
年
没
。
平
安

後
期
・
鎌
倉
前
期
の
武
士
。

香
春
岳
…
現
田
川
郡
香
春
町
香
春
・
採
銅
所
に
所
在
。

豊
鐘
善
鳴
録
…
二
豊
唯
一
の
仏
教
人
名
辞
書
。
一
七
五
〇
年
出
版
。
二

豊
関
係
の
著
名
な
僧
侶
を
宗
派
別
に
掲
げ
、
そ
の
伝
記
、
語
録

を
記
し
た
も
の
。
全
一
〇
巻
。
著
者
は
玖
珠
郡
森
城
下
安
楽
寺

（
曹
洞
宗
）
僧
密
雲
。

卜
幽
…
奥
深
い
と
こ
ろ
を
居
所
と
し
て
え
ら
ぶ
こ
と
。

棲
遅
…
世
俗
を
離
れ
て
田
野
に
住
ん
で
い
る
こ
と
。
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梵
宇
…
て
ら
。
寺
院
。

瞿
曇
…
仏
陀
の
俗
姓
。

源
義
仲
…
一
一
五
四
年
生
、
八
四
年
没
。
平
安
時
代
後
期
の
武
将
。
木

曽
義
仲
と
も
称
さ
れ
る
。

平
宗
盛
…
一
一
四
七
年
生
、
八
五
年
没
。
平
安
時
代
後
期
の
武
将
。
平

清
盛
の
三
男
。
治
承
三
（
一
一
七
九
）
年
家
督
を
相
続
し
た
。

膽
落
…
膽
を
つ
ぶ
す
。
極
め
て
驚
く
こ
と
。

摂
播
…
摂
津
と
播
磨
。

姑
息
…
し
ば
ら
く
の
間
、
息
を
つ
く
こ
と
。
一
時
し
の
ぎ
。

源
範
頼
…
生
没
年
不
詳
。
平
安
・
鎌
倉
時
代
前
期
の
武
将
。

源
義
経
…
一
一
五
九
年
生
、
八
九
年
没
。
鎌
倉
時
代
前
期
の
武
将
。

雷
撃
…
征
討
が
き
び
し
く
行
な
わ
れ
る
こ
と
の
た
と
え
。

六
軍
…
天
子
・
天
皇
の
率
い
る
軍
隊
。

一
谷
…
一
谷
の
戦
い
。
元
暦
元
（
一
一
八
四
）
年
摂
津
国
一
谷
で
起
こ
っ

た
源
平
の
合
戦
。
源
氏
は
源
義
経
軍
・
範
頼
軍
に
分
か
れ
平
氏

の
陣
地
を
攻
め
、
源
氏
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。

八
島
…
屋
島
の
戦
い
。
治
承
・
寿
永
の
乱
中
、
文
治
元
（
一
一
八
五
）

年
二
月
一
八
日
に
讃
岐
国
山
田
郡
屋
島
に
お
い
て
行
わ
れ
た
戦

い
。

柳
浦
…
現
大
分
県
宇
佐
市
柳
ヶ
浦
か
。
寿
永
二
年
八
月
、
平
家
一
門
は

太
宰
府
に
入
る
が
、
反
平
家
勢
力
の
た
め
太
宰
府
を
追
わ
れ
豊

前
を
転
々
と
し
た
際
、
一
時
滞
在
し
た
と
い
う
「
豊
前
国
柳
が

浦
」
を
宇
佐
市
柳
ヶ
浦
に
比
定
す
る
説
が
あ
る
。

行
宮
…
天
皇
が
行
幸
し
た
と
き
、
仮
に
設
け
ら
れ
た
御
所
。

四
分
五
裂
…
い
く
つ
に
も
裂
け
わ
か
れ
る
こ
と
。
ば
ら
ば
ら
に
わ
か
れ

て
、
秩
序
を
な
く
す
こ
と
。

奈
多
大
宮
司
…
奈
多
八
幡
宮
（
現
大
分
県
杵
築
市
）
の
大
宮
司
。

擐
…
甲
冑
を
ま
と
う
。

賀
来
邑
…
現
大
分
県
大
分
市
賀
来
。

反
間
…
間
者
。

緒
方
…
緒
方
三
郎
惟
義
。
生
没
年
不
詳
。
平
安
時
代
後
期
の
武
将
。
三

郎
、
惟
栄
、
惟
能
と
も
い
う
。
こ
こ
で
は
平
家
方
が
惟
義
の
こ

と
を
鼻
豊
後
と
呼
ん
だ
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
で

一
一
八
三
年
平
氏
を
九
州
か
ら
追
い
出
す
よ
う
緒
方
惟
義
に
命

じ
た
藤
原
頼
輔
（
一
一
一
一
年
生
、
八
六
年
没
。
平
安
末
期
の

貴
族
。
一
一
六
〇
年
よ
り
豊
後
国
守
）
が
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
。

瓦
解
土
崩
…
か
わ
ら
が
砕
け
、
土
が
崩
れ
る
よ
う
に
大
勢
が
潰
れ
、
崩

れ
る
こ
と
。

壇
浦
之
役
…
壇
ノ
浦
の
戦
い
。
元
暦
二
（
文
治
元
、
一
一
八
五
）
年
三

月
下
旬
、
長
門
国
赤
間
関
壇
ノ
浦
（
山
口
県
下
関
市
）
で
源
平

両
氏
の
最
後
の
決
戦
と
し
て
行
わ
れ
た
海
戦
。
源
氏
が
勝
利
し
、

平
氏
は
滅
亡
し
た
。

築
城
郡
…
現
福
岡
県
築
上
郡
築
上
町
。

封
国
…
土
地
を
諸
侯
に
分
与
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
土
地
。
諸
侯
の

領
国
。

博
物
家
…
ひ
ろ
く
物
事
を
知
っ
て
い
る
人
。

考
拠
…
考
え
を
つ
け
る
手
が
か
り
と
な
る
も
の
。
考
え
の
根
拠
。
思
考

の
素
材
。
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泉
井
重
利
入
道
玅
傳
…
「
豊
国
紀
行
」
本
文
に
登
場
す
る
老
翁
泉
井
助

右
衛
門
の
先
祖
で
、
平
重
盛
公
の
時
代
に
船
頭
と
し
て
も
ろ
こ

し
に
渡
っ
た
と
あ
る
。

豐
前
下
毛
郡
今
津
…
現
中
津
市
今
津
。

颿
…
風
が
船
を
吹
い
て
進
め
る
。

引
證
…
あ
る
事
柄
を
引
用
し
て
そ
れ
を
証
拠
と
す
る
こ
と
。

後
胤
…
数
代
の
後
の
子
。
子
孫
。

泉
井
助
右
衛
門
…
右
記
泉
井
重
利
入
道
の
先
祖
で
、
「
豊
国
紀
行
」
に

は
「
今
と
し
元
禄
七
年
八
十
歳
に
近
き
老
翁
」
と
あ
る
。

日
根
野
侯
…
日
根
野
吉
明
か
。
一
五
八
七
年
生
、
一
六
五
六
年
没
。
寛

永
一
一
（
一
六
三
四
）
年
府
内
城
主
と
な
る
。
府
内
の
豪
商
山

弥
長
者
（
守
田
山
弥
之
助
）
が
彼
に
背
い
た
た
め
斬
罪
に
処
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

寃
殺
…
無
実
の
罪
を
着
せ
て
殺
す
こ
と
。

古
田
三
弥
…
府
内
（
現
大
分
市
）
の
豪
商
守
田
山
弥
之
助
の
こ
と
か
。

一
五
八
四
年
生
、
一
六
四
八
年
没
。
山
弥
長
者
と
し
て
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
日
向
で
銀
山
を
経
営
し
て
い
た
が
幕
府
の
命
令
に

よ
り
財
産
を
没
収
の
う
え
処
刑
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

天
網
恢
々
疎
而
不
失
…
天
の
網
は
ひ
ろ
く
、
そ
の
目
は
あ
ら
い
よ
う
だ

が
、
悪
人
を
漏
ら
す
こ
と
な
く
捕
ら
え
る
。
す
な
わ
ち
、
天
道

は
厳
正
で
、
悪
事
を
な
し
た
も
の
は
早
晩
必
ず
天
罰
を
受
け
る
。

『
老
子
』
七
三
「
天
網
恢
恢
、
疏
而
不
失
」
か
ら
。

多
蔵
必
厚
亡
…
多
く
貯
え
れ
ば
、
必
ず
多
く
失
う
。
『
老
子
』
四
四
「
是

故
甚
愛
必
大
費
、
多
蔵
必
厚
亡
」
か
ら
。

何
必
曰
利
亦
有
仁
義
而
巳
矣
…
…
国
を
治
め
る
に
は
、
利
す
る
こ
と
よ

り
仁
義
を
行
う
と
い
う
こ
と
が
必
要
と
い
う
意
。
『
孟
子
』
「
梁

恵
王
」
よ
り
「
何
必
曰
利
」
が
典
拠
。

※
基
本
的
な
事
項
は
『
大
漢
和
辞
典
』『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
に
拠
っ

た
。

【
読
み
下
し
】

　

豐
国
紀
行
後
序

　

豐
方
国
下
毛
郡
諫
山
郷
荒
山
東
に
長
谷
邨
有
り
。
山
腹
に
長
谷
寺
有

り
。
寺
の
傍
ら
南
に
小
松
内
府
平
重
盛
墓
有
り
。
元
文
戊
午
年
、
元
龍

二
十
二
歳
春
、
長
谷
寺
に
登
り
て
之
を
観
る
。
古
墳
形
大
、
恰
も
宇
佐

大
宮
司
宇
佐
公
通
墓
に
類
す
。
公
通
墓
、
莬
狭
郡
高
家
郷
平
田
荘
ニ
分

邨
安
楽
寺
門
内
西
傍
に
在
り
。
門
外
大
路
也
。
墓
之
左
右
前
後
に
則
ち

石
瑞
垣
有
り
。
神
領
官
位
法
號
曜
然
と
読
む
べ
し
。
其
詳
な
る
は
、「
豐

前
事
跡
考
」
に
在
り
。
こ
こ
に
贅
せ
ず
。
平
重
盛
古
墳
然
ら
ず
。
更
に

一
字
徴
す
べ
き
无
し
。
且
つ
怪
み
且
つ
訝
む
に
在
ら
ざ
る
に
非
ず
也
。

刻
ま
ず
を
以
て
也
。
遠
慮
な
く
謂
う
べ
き
か
。
嗚
呼
惜
し
い
か
な
。
同

郡
穴
石
郷
家
形
荘
羅
漢
寺
邨
羅
漢
寺
、
亦
た
平
重
盛
古
墳
有
り
と
云
ふ
。

小
笠
原
長
勝
侯
「
羅
漢
紀
行
」
語
る
在
り
。
元
龍
未
だ
探
し
観
る
な
れ
ば
、

晩
く
得
る
「
羅
漢
紀
行
」
な
り
。

世
傳
、
平
清
盛
太
宰
太
弐
と
為
る
時
、
豐
前
即
ち
重
盛
領
国
と
為
さ
れ

り
。
重
盛
佛
を
信
じ
て
慈
悲
を
及
ぼ
し
下
民
に
施
し
、
大
い
に
民
心
を

獲
る
。
豐
前
国
士
に
命
じ
、
長
谷
寺
に
準
擬
し
て
長
谷
寺
を
新
建
す
る
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と
云
う
。
居
す
る
も
幾
も
亡
く
、
内
府
卒
す
。
民
心
思
慕
に
堪
え
ず
し
て
、

墓
を
建
て
春
秋
之
を
祭
る
故
、
内
府
古
墳
の
地
を
易
え
て
多
く
こ
こ
に

有
る
と
云
う
。
嗚
呼
、
仁
恵
易
く
民
心
に
入
り
、
誠
か
く
の
ご
と
く
か
。

元
龍
今
按
ず
る
「
源
平
盛
衰
記
」
云
く
、
治
承
四
年
、
高
倉
王
、
平
清

盛
の
太
上
天
皇
を
鳥
羽
離
宮
に
幽
閉
す
る
を
赫
怒
し
、
源
頼
政
に
命
じ
、

義
兵
を
起
こ
す
。
延
暦
・
園
城
・
興
福
三
寺
に
詔
書
す
。
延
暦
・
園
城

二
大
衆
、
興
福
大
衆
順
逆
を
以
て
将
に
決
し
て
書
を
発
し
、
興
福
大
衆
、

答
書
有
り
。
其
畧
云
く
、
九
州
を
統
領
し
、
封
家
を
辞
め
ず
、
百
官
を

進
退
せ
し
め
、
奴
隷
を
咸
作
る
。
是
に
繇
っ
て
之
を
觀
れ
ば
則
ち
知
る

九
州
国
士
、
平
族
に
心
腹
す
。
况
や
豐
前
内
府
領
に
お
い
て
を
や
。
「
豐

前
城
堡
記
」
云
く
、
保
元
丁
丑
年
、
平
清
盛
太
宰
大
弐
と
為
し
て
下
向
す
。

越
中
次
郎
兵
衛
盛
次
へ
命
じ
、
香
春
岳
に
城
す
。
二
籍
記
す
所
を
挙
げ

て
そ
の
時
を
詧
す
る
は
則
ち
、
土
俗
の
世
傳
證
拠
な
き
に
あ
ら
ず
な
り
。

内
府
の
仁
恵
豐
民
の
遺
愛
、
其
れ
然
ら
ん
。
長
谷
寺
内
府
の
命
に
肇
む

る
と
云
う
は
疑
い
あ
ら
ざ
る
な
ら
ん
か
。

　

「
豊
鐘
善
鳴
録
」
云
く
、
僧
三
界
者
、
神
亀
四
年
春
、
豐
前
下
毛
郡

諫
山
郷
大
久
山
の
巌
窟
に
臻
る
。
幽
な
る
を
卜
し
棲
遅
す
。
巌
窟
は

僧
仁
聞
な
る
者
、
觀
音
像
を
安
置
す
る
也
。
三
界
、
縁
を
郡
縣
に
募

り
、
梵
宇
を
創
建
し
、
あ
ま
ね
く
長
谷
寺
と
曰
ふ
。
是
亦
瞿
曇
氏
之
説
也
。

未
だ
是
に
就
き
て
二
説
を
知
ら
ざ
る
の
み
。

　

「
盛
衰
記
」
又
曰
く
、
源
義
仲
叡
山
に
軍
し
、
。
平
宗
盛
膽
落
す
。
天

子
を
挟
み
て
摂
播
之
間
、
奔
て
姑
息
す
。
源
範
頼
源
義
経
雷
撃
し
て
之

を
逐
げ
る
。
六
軍
一
谷
八
島
之
敗
有
難
し
。
九
州
衆
心
変
わ
ら
ず
、
柳

浦
行
宮
、
頼
み
據
る
所
は
衆
心
を
以
て
也
。
否
ず
ん
ば
則
ち
四
分
五
裂

之
地
處
、
奚
ぞ
宇
佐
大
宮
司
、
皇
居
を
経
営
し
て
之
を
援
く
る
を
為
す
。

奈
多
大
宮
司
鎧
を
擐
き
、
兵
を
師
し
て
、
六
軍
に
慮
従
す
。
神
官
す
ら

且
つ
是
の
如
し
、
况
ん
や
国
士
を
や
。

　

世
傳
又
云
く
、
源
義
経
、
平
軍
の
荒
山
要
害
に
據
る
を
懼
れ
、
賀
来

邑
に
城
す
。
自
ら
守
り
て
要
路
を
絶
ち
、
且
つ
反
間
を
放
つ
。
是
を
以
て
、

緒
方
の
一
黨
六
軍
に
反
く
。
之
を
嚆
矢
と
為
す
矣
。
「
盛
衰
記
」
又
云
く
、

平
族
の
緒
方
を
惡
て
、
鼻
豐
後
と
名
づ
く
。
故
有
る
哉
。
此
時
に
当
て
、

九
州
国
士
瓦
解
土
崩
す
。
壇
浦
之
役
、
平
軍
戦
し
、
義
死
す
。
重
盛
の

仁
恵
遺
愛
推
し
て
知
る
べ
き
の
み
。
た
だ
重
盛
古
墳
の
み
な
ら
ず
、
平

清
經
之
塚
、
築
城
原
の
南
に
在
り
。
應
永
戦
乱
に
見
る
豐
民
仁
恵
の
腆

き
を
懐
う
は
虚
に
あ
ら
ず
し
て
真
也
。

　

此
巻
、
豐
前
後
州
を
以
て
平
重
盛
封
国
と
為
す
。
是
則
ち
博
物
家
之

言
、
考
拠
す
る
攸
有
り
。
且
つ
、
泉
井
重
利
入
道
玅
傳
、
豐
前
下
毛
郡

今
津
浦
船
に
颿
て
よ
り
、
支
那
に
入
り
て
の
事
を
挙
ぐ
。
玅
傳
、
後
胤

泉
井
助
右
衛
門
談
言
す
る
所
を
引
證
す
る
な
り
。
実
録
と
謂
う
べ
し
。

巻
尾
復
た
載
す
。
日
根
野
侯
、
街
人
古
田
三
弥
一
類
を
寃
殺
し
、
白
金

四
千
貫
用
を
奪
い
収
る
。
遂
に
国
府
の
城
に
有
居
す
る
能
わ
ざ
る
は
何

ぞ
や
。
天
網
恢
々
疎
に
し
て
失
わ
ず
。
多
く
蔵
す
れ
ば
必
ず
厚
く
亡
う
。

老
言
は
空
論
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
何
ぞ
必
ず
し
も
利
を
曰
は
ん
。
亦

た
仁
義
有
る
の
み
。
孟
の
對
え
に
徴
有
り
、
戒
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
か
な
。

筆
し
て
後
序
と
為
す
。

　

安
永
庚
子
秋
七
月
上
浣

　
　
　
　

豐
前
中
津
府　

賀
来
元
龍
子
登　

謹
識



77

【
参
考
文
献
及
び
史
料
】

参
考
文
献

▲
有
吉
憲
彰
編
・
発
行
『
福
岡
県
郷
土
叢
書
』
第
一
輯
、
一
九
三
一
年
。

▲
内
野
熊
一
郎
『
新
釈
漢
文
大
系
』
四　

孟
子
、
明
治
書
院
、
一
九
六
二
年
。

▲
大
分
放
送
大
分
百
科
事
典
刊
行
本
部
編
『
大
分
百
科
事
典
』
大
分
放

送
、
一
九
八
〇
年
。

▲
大
島
明
秀
「
近
世
中
津
領
内
の
儒
者
と
そ
の
墓
銘
―
藤
田
敬
所
、
賀

来
元
龍
、
原
田
東
岳
―
」
（
『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
医
家
史

料
館
資
料
叢
書
』
第
一
八
巻
、
中
津
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
九
年
）
。

▲
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

四
〇
福
岡
県
、
四
四
大
分
県
、
角
川
書
店
、
一
九
八
〇
、
八
八
年
。

▲
小
池
一
郎
『
老
子
訳
注
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
。

▲
河
野
彦
契
原
著
『
豊
鐘
善
鳴
録
』
乾
・
坤
、
直
入
史
談
会
、
一
九
三
四
年
。

▲
総
合
佛
教
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
総
合
佛
教
大
辞
典
』
法
藏
館
、

二
〇
〇
五
年
。

▲
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』

岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
。

▲
三
谷
絋
平
『
中
津
藩
』
現
代
書
館
、
二
〇
一
四
年
。

▲
水
原
一
考
定
『
新
定　

源
平
盛
衰
記
』
二
・
四
・
五
、
新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
八
～
一
九
九
一
年
。

▲
宮
本
常
一
［
他
］
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
二
、
三
一
書
房
、

一
九
六
九
年
。

▲
森
平
太
郎
『
大
分
県
紀
行
文
集
』
別
府
温
泉
化
学
研
究
所
内
、

一
九
三
九
年
。

▲
諸
橋
轍
次
編
『
大
漢
和
辞
典
』
大
修
館
書
店
、
一
九
五
七
年
初
版
。

▲
鷲
﨑
有
紀
「
耶
馬
渓
風
物
館
蔵
「
豊
国
紀
行
」
序
」
（
『
中
津
市
歴
史

民
俗
資
料
館　

分
館　

医
家
史
料
館
叢
書
』
第
一
九
巻
、
中
津
市
教

育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
）
。

▲
渡
辺
重
春
『
豊
前
志
』
渡
辺
重
兄
、
一
八
九
九
年
。

史
料

▲
「
豊
前
國
古
城
記
」
（
写
本
、
二
三
丁
、
二
三
、
八
糎
×
一
五
、
五
糎
、

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）
。

▲
「
扶
桑
残
玉
集
」
（
写
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
。

▲
「
豊
国
紀
行
」
（
写
本
、
仮
綴
四
八
丁
、
二
八
、
五
糎
×
一
九
・
四
糎
、

二
‐
七
‐
二
‐
一
八
、
耶
馬
渓
風
物
館
蔵
）
。

注１ 

鷲
﨑
有
紀
「
耶
馬
渓
風
物
館
蔵
「
豊
国
紀
行
」
序
」
（
『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館　

分

館　

医
家
史
料
館
叢
書
』
第
一
九
巻
、
二
〇
二
〇
年
）
。



78

　

要
旨

　

本
稿
で
は
、
『
惣
町
大
帳
』
を
主
な
史
料
と
し
て
、
中
津
町
に
お
け

る
売
薬
・
薬
種
の
売
り
広
め
を
試
み
る
富
山
薬
種
商
と
地
元
の
薬
種
商

の
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
薬
種
商
の
場

合
、
そ
の
活
動
が
薬
種
や
売
薬
の
取
引
と
い
っ
た
医
療
に
関
す
る
商
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
藩
の
経
済
状
況
や
商
業
政
策
の
影
響
を
受
け
て
い

た
。
ま
た
、
『
惣
町
大
帳
』
か
ら
は
、
中
津
町
の
薬
種
仲
間
が
富
山
薬

種
商
の
売
り
広
め
に
対
抗
す
る
内
容
や
、
安
政
年
間
、
藩
に
よ
る
他
所

か
ら
の
入
薬
を
規
制
す
る
記
述
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
領
内
の

売
薬
・
薬
種
の
流
通
を
管
理
し
よ
う
と
す
る
藩
の
方
針
や
、
薬
種
仲
間

と
い
う
集
団
組
織
と
し
て
、
自
ら
の
商
売
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
薬
種

商
の
考
え
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド

薬
種
商
、
薬
種
仲
間
、
富
山
、
惣
町
大
帳

　

は
じ
め
に

　

近
世
後
期
の
中
津
藩
の
医
療
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
主
に
中
津
藩
に
お

け
る
医
師
の
活
動
を
個
別
具
体
的
に
取
り
あ
げ
、
医
学
や
医
療
の
実
態

を
解
明
し
よ
う
と
し
た
内
容
が
多
い
。
享
保
年
間
以
降
、
地
方
で
も
売

薬
の
流
通
が
広
が
り
を
み
せ
る
中
１

、
庶
民
で
も
薬
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
中
津
に
お
け
る
売
薬
や
薬
種
の
問
題

に
つ
い
て
取
り
あ
げ
た
研
究
は
わ
ず
か
で
あ
る
２

。

　

中
津
町
の
町
会
所
の
記
録
で
あ
る
『
惣
町
大
帳
』
に
よ
る
と
、
天
明

年
間
頃
か
ら
町
中
で
売
薬
や
薬
種
の
取
引
に
か
か
わ
っ
た
薬
種
商
に
関

す
る
記
述
が
み
ら
れ
、
寛
政
年
間
頃
か
ら
は
富
山
薬
種
商
な
ど
他
所
者

に
よ
る
売
薬
の
様
子
が
確
認
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
、
『
惣
町
大
帳
』
を
主
な
史
料
と
し
て
、
中
津
町
に
お
け

る
売
薬
・
薬
種
の
売
り
広
め
を
試
み
る
富
山
薬
種
商
と
地
元
の
薬
種
商

と
の
交
渉
を
事
例
と
し
て
取
り
あ
げ
、
地
方
の
町
社
会
に
お
け
る
薬
種

商
の
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
中
津
町
と
藩
の
商
業
政
策

（
１
）
中
津
町
の
状
況

　

中
津
城
下
は
、
屋
敷
町
二
〇
町
と
中
津
町
一
四
町
（
古
博
多
、
新
博
多
、

姫
路
、
京
、
豊
後
、
堀
川
、
角
木
、
諸
、
古
魚
、
新
魚
、
米
、
塩
、
舟
、
桜
）

で
構
成
さ
れ
、
枝
町
六
町
を
含
め
て
城
下
町
を
形
成
し
た
。
屋
敷
町
は

武
家
屋
敷
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
中
津
町
は
商
人
と
職
人
の
町

で
あ
っ
た
。
な
お
、
枝
町
と
は
小
笠
原
期
に
お
け
る
城
下
の
武
家
屋
敷

な
ど
の
拡
張
に
と
も
な
い
、
新
た
に
門
外
に
整
備
さ
れ
た
町
で
あ
る
。

【
研
究
ノ
ー
ト
】

中
津
藩
中
津
町
に
お
け
る
薬
種
商
の
活
動

―
富
山
薬
種
商
の
売
り
広
め
と
差
留
め
を
め
ぐ
っ
て
―

中
村
友
紀



79

図一　中津城下の絵図 （中津市歴史博物館所蔵）
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一
七
一
七
年
の
奥
平
家
入
部
以
降
、
町
は
藩
の
町
政
の
下
部
組
織
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
町
年
寄
に
よ
る
管
理
組
織
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
の

た
め
町
の
自
治
は
縮
小
さ
れ
、
管
理
・
統
制
が
一
層
進
ん
だ
と
い
う
３

。

具
体
的
に
は
、
小
笠
原
期
（
一
六
三
二
～
一
七
一
六
）
の
十
人
組
制
度

を
五
人
組
制
度
に
改
組
し
、
中
津
町
一
四
町
を
六
町
組
に
編
成
さ
れ
た
。

そ
の
各
組
ご
と
に
世
話
役
と
し
て
町
年
寄
が
任
命
さ
れ
、
町
全
体
で
は

六
人
の
町
年
寄
に
よ
る
合
議
の
も
と
、
町
政
は
運
営
さ
れ
た
。

（
２
）
藩
の
商
業
政
策

　

享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
、
奥
平
家
が
中
津
藩
へ
入
っ
た
当
初
、
藩

は
城
下
三
里
の
制
４

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
商
業
保
護
政
策
を
と
っ
た
が
、

宝
暦
期
以
降
に
は
商
業
統
制
政
策
へ
と
転
換
し
た
。
慢
性
的
な
財
政
難

を
抱
え
た
藩
の
政
策
の
転
換
は
、
町
中
の
商
品
の
流
通
を
抑
制
し
、
他

所
か
ら
の
人
の
出
入
り
を
規
制
す
る
一
方
で
、
町
人
か
ら
運
上
・
冥
加

銀
に
よ
る
増
税
を
目
論
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
、
こ
の
政
策
は
城
下
商
人
た
ち
の
貧
富
の
差
ま
ね

き
、
町
社
会
の
貧
窮
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
天
保
七

（
一
八
三
六
）
年
の
『
惣
町
大
帳
』
に
は
、

一
、
薬
種
之
義
者
年
中
掛
商
賣
ニ
御
座
候
ニ
付
、
醫
家
遣
候
薬
種
代
當

年
分
、
明
早
春
ニ
社
（
こ
そ
）

拂
入
ニ
相
成
候
処
、
当
年
柄
之
事
故
謝
礼
寄
方
悪

敷
候
得
者
、
拂
方
皆
済
ニ
相
成
不
申
候
、
別
而
当
年
柄
在
醫
家
如
何
可

有
御
座
候
哉
難
量
、
萬
一
格
別
謝
礼
寄
方
相
減
候
得
ハ
、
薬
店
大
迷
惑

相
成
、
潰
同
様
御
座
候
５

と
の
記
述
が
あ
り
、
こ
の
渦
中
に
あ
っ
た
売
薬
・
薬
種
商
や
医
師
が
難

渋
し
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

二
、
薬
種
の
流
通

　

享
保
年
間
、
徳
川
吉
宗
は
薬
草
政
策
の
一
つ
と
し
て
、
各
地
に
薬
園

の
開
設
と
薬
草
栽
培
の
促
進
を
は
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
和
製
の
薬
種

（
薬
の
原
料
で
、
薬
効
が
あ
る
と
さ
れ
る
草
木
の
葉
や
根
な
ど
）
が
増

え
る
一
方
、
市
場
に
は
偽
薬
や
毒
薬
が
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
薬
種

は
人
命
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
は
和
薬
の
管
理
を
行

う
た
め
に
、
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
、
江
戸
、
京
都
、
大
坂
、
堺
お

よ
び
駿
府
の
五
ヶ
所
に
和
薬
改
会
所
を
設
け
た
。
和
薬
改
会
所
は
い
わ

ゆ
る
薬
品
検
査
所
で
、
全
国
の
和
薬
は
こ
の
い
ず
れ
か
の
会
所
で
、
品

質
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
販
売
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　

江
戸
の
和
薬
改
会
所
で
は
、
本
町
三
丁
目
の
二
五
軒
の
薬
種
問
屋
に

和
薬
の
真
偽
に
つ
い
て
の
吟
味
を
行
わ
せ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
へ
薬
種

の
集
荷
独
占
権
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
町
薬
種
問
屋

組
合
は
、
幕
府
の
公
認
の
も
の
と
な
っ
た
。
江
戸
に
流
入
す
る
様
々
な

薬
種
は
、
す
べ
て
こ
の
本
町
薬
種
問
屋
と
大
伝
馬
町
組
薬
種
屋
の
両
組

に
独
占
的
に
集
荷
さ
れ
、
一
般
の
薬
種
は
そ
こ
か
ら
買
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
流
通
が
生
ま
れ
た
６

。

　

当
初
、
幕
府
は
商
人
の
組
合
（
仲
間
・
座
）
を
公
認
し
な
か
っ
た

が
、
新
貨
幣
の
流
通
促
進
な
ど
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
後
に
こ
れ
を
公

認
し
た
。
大
坂
で
は
、
道
修
町
の
薬
種
屋
が
和
薬
改
会
所
の
設
立
を
機

に
、
幕
府
か
ら
一
二
四
株
の
株
仲
間
と
し
て
組
織
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

た
。
そ
れ
が
道
修
町
薬
種
中
（
仲
）
買
仲
間
で
あ
る
。
道
修
町
の
薬
種
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屋
が
江
戸
の
よ
う
に
薬
種
問
屋
と
さ
れ
ず
に
、
薬
種
中
（
仲
）
買
仲
間

と
さ
れ
た
の
は
、
全
国
的
な
流
通
の
中
心
と
し
て
位
置
づ
け
た
か
ら
で

あ
る
７

。
こ
の
よ
う
に
、
大
坂
が
薬
種
の
中
心
市
場
に
設
定
さ
れ
た
こ

と
で
、
そ
こ
か
ら
全
国
へ
売
り
さ
ば
か
れ
る
流
通
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、
幕
府
は
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
に
、
す
べ
て
の
薬
種
屋

に
よ
る
和
薬
の
鑑
別
が
可
能
に
な
っ
た
と
し
て
、
和
薬
改
会
所
を
廃
止

と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
薬
種
の
売
買
が
自
由
と
な
り
、
江
戸
、
京
都
、

大
坂
な
ど
主
要
都
市
を
中
心
に
、
薬
種
屋
や
売
薬
屋
の
数
が
増
え
て

い
っ
た
８

。

三
、
富
山
の
売
薬
・
薬
種
商

（
１
）
富
山
売
薬

　

富
山
の
売
薬
行
商
の
始
ま
り
は
、
元
禄
か
ら
享
保
期
の
頃
に
出
さ
れ

た
富
山
藩
の
「
他
領
商
売
勝
手
」
の
御
触
れ
に
よ
り
、
藩
領
外
で
の
行

商
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
９

。
こ
れ
を
機
に
、
売
薬
行
商

は
領
主
の
保
護
奨
励
を
受
け
て
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
、
売
薬
の
行
商

圏
を
全
国
へ
と
拡
大
し
た
。

　

富
山
売
薬
の
特
徴
は
、
藩
内
に
売
薬
事
業
を
総
括
す
る
部
署
と
し
て
、

反
魂
丹
役
所
が
設
立
さ
れ
た
点
と
、
そ
の
役
所
の
配
下
に
、
他
国
で
の

行
商
人
の
活
動
を
管
理
・
運
営
す
る
た
め
の
組
が
組
織
さ
れ
た
点
に
あ

る
   10

。
安
政
年
間
に
は
二
二
組
、
慶
応
年
間
に
二
一
組
が
作
ら
れ
た
と

い
う
   11

。
中
で
も
、
中
津
藩
領
を
含
む
九
州
北
部
の
行
商
を
担
当
し
た

の
が
九
州
組
で
あ
る
。

　

こ
の
組
は
、
行
商
先
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
構
成
さ
れ
た
株
仲

間
の
よ
う
な
組
織
で
あ
る
。
藩
は
組
を
保
護
す
る
か
わ
り
に
、
売
薬
で

得
た
収
益
金
の
一
部
を
上
納
さ
せ
、
藩
財
政
へ
当
て
て
い
た
。
ま
た
、

行
商
先
の
各
藩
や
あ
る
特
定
の
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
土
地
の
情
報

収
集
、
行
商
人
の
管
理
な
ど
を
行
う
向
寄
（
む
よ
り
）
と
い
う
組
の
下

位
組
織
が
置
か
れ
た
。
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
、
売
薬
の
差
留
の
解
除
、

行
商
先
で
の
売
買
の
免
許
願
、
冥
加
金
の
上
納
な
ど
詳
細
な
交
渉
を
担

当
す
る
仲
介
人
と
し
て
、
現
地
の
者
を
得
て
い
た
。

　

行
商
人
の
売
買
の
特
徴
と
し
て
は
、
次
の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一

つ
目
は
、
先
に
、
顧
客
へ
薬
を
預
け
て
お
き
、
後
日
、
使
用
し
た
分
の

薬
の
代
金
を
徴
収
す
る
、
い
わ
ゆ
る
配
置
販
売
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
顧
客
の
情
報
を
ま
と
め
た
「
懸
場
帳
」
と
呼
ば
れ
る
リ

ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
顧
客
の
家
族
構
成
、
一
人
ひ
と
り
の
体

質
や
薬
の
使
用
状
況
な
ど
詳
細
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

「
懸
場
帳
」
は
行
商
人
の
間
で
、
代
々
に
渡
り
受
け
継
が
れ
る
と
と
も
に
、

時
に
は
売
買
の
対
象
に
も
な
る
ほ
ど
の
価
値
を
有
し
て
い
た
。

　

富
山
藩
領
内
の
薬
種
商
は
、
薬
原
料
を
売
薬
商
へ
配
給
す
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
薬
原
料
の
運
送
・
調
達
・
保
管
を
担
い
、
自
ら
も
売
薬
を

生
産
し
て
い
た
。
ま
た
、
売
薬
商
の
中
に
も
、
自
ら
大
量
の
薬
原
料
を

仕
入
れ
て
製
薬
を
行
い
、
行
商
人
に
卸
す
と
い
っ
た
経
営
ス
タ
イ
ル
を

も
つ
者
も
現
れ
た
   12

。

（
２
）
中
津
に
お
け
る
富
山
薬
種
商

　

『
惣
町
大
帳
』
に
よ
る
と
、
寛
政
年
間
頃
か
ら
は
富
山
薬
種
商
な
ど

の
他
所
者
に
よ
る
売
薬
が
中
津
藩
領
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
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き
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
七
月
二
七
日
   13

の

史
料
に
よ
る
と
、
越
中
富
山
薬
種
屋
善
次
郎
・
四
郎
右
衛
門
は
、
宿
主

で
あ
る
小
倉
屋
又
左
衛
門
、
秋
田
屋
升
右
衛
門
を
介
し
て
冥
加
銀
を
納

め
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
藩
領
に
お
け
る
売
薬
の
許
可
を
願
い
出
て
い

る
。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
中
津
藩
は
、
他
所
と
の
流
通
を
制
限
す
る
商

業
統
制
政
策
を
進
め
て
い
た
た
め
、
富
山
薬
種
商
の
申
し
出
を
容
易
に

許
可
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
も
富
山
薬

種
商
に
よ
る
交
渉
は
続
き
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
一
一
月
一
三

日
   14

、
藩
は
越
中
富
山
薬
種
屋
四
郎
右
衛
門
の
申
し
出
の
通
り
に
、
薬

種
の
看
板
を
宿
主
秋
田
屋
升
右
衛
門
宅
に
掲
げ
る
こ
と
を
許
可
し
た
。

宿
主
秋
田
屋
は
、
中
津
藩
領
に
お
け
る
富
山
薬
種
商
の
取
次
店
の
一
つ

と
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
藩
は
富
山
薬
種
商
に
よ
る
売
薬

を
許
諾
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

四
、
「
薬
種
仲
間
」
の
活
動

　

天
保
年
間
頃
か
ら
、
『
惣
町
大
帳
』
に
は
「
薬
種
仲
間
」
の
活
動
の

様
子
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
【
史
料
】
で
取
り
あ
げ
た
の
は
、
薬
種
仲

間
一
統
が
町
中
の
薬
種
商
の
保
護
の
た
め
に
、
他
所
者
に
よ
る
入
薬
や

無
許
可
な
売
薬
に
対
す
る
規
制
を
町
年
寄
へ
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
   15

。

　

ま
ず
、
薬
種
仲
間
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
大
坂
よ
り
薬
種
を
買
い

求
め
、
値
段
を
よ
く
吟
味
し
、
そ
の
相
場
を
も
っ
て
医
家
へ
納
め
、
春

暮
れ
に
そ
の
代
金
を
受
け
取
る
こ
と
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
頃
、
他
所
者
が
市
中
に
借
家
し
て
、
内
々
に
勝
手
な
売
買

を
行
っ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
他
所
者
の
中
に
は
、
多

少
自
ら
が
損
を
し
て
で
も
安
い
値
段
で
売
る
者
が
い
る
た
め
、
薬
種
仲

間
の
方
が
高
利
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
し
ま
う
と
の

考
え
が
う
か
が
わ
れ
る
。
他
所
者
に
よ
る
売
買
は
価
格
が
均
一
で
は
な

く
、
ま
し
て
や
不
正
な
品
物
が
紛
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
他

所
者
に
よ
る
薬
種
の
売
買
は
差
留
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
願
い
出
て
い

る
。
そ
も
そ
も
、
他
所
者
が
市
中
に
勝
手
に
居
住
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
た
め
、
取
り
調
べ
の
上
で
差
留
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

考
え
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
主
張
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
卯
一
二
月
三
日
   16

と
安
政
四
年

二
月
廿
七
日
   17

、
薬
種
仲
間
は
薬
種
商
鑑
札
の
発
行
を
願
い
出
た
。
こ

の
願
い
出
の
中
で
は
、

薬
種
店
御
鑑
札
被　

仰
付
被
下
置
候
ハ
不
正
物
相
交
へ
不
申
候
様
、
右

御
鑑
札
所
持
主
ゟ
相
互
二
吟
味
仕
候
ハ
、
直
段
不
同
不
仕
、
一
統
難
有

仕
合
奉
存
候
   18

と
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
鑑
札
を
所
持
す
る
こ
と
は
、
藩
よ
り

薬
種
商
と
し
て
商
い
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
で
薬
種
仲
間
は
、
不
法
な
商
い
を
行
う
他
所
者
や
薬
種
仲
間

以
外
の
者
と
の
差
別
化
を
は
か
り
、
仲
間
に
よ
る
商
売
や
利
権
の
保
護

を
目
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
富
山
薬
種
商
に
よ
る
入
薬
の
差
留
と
解
除

　

安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
は
、
『
惣
町
大
帳
』
に

是
迄
富
山
其
外
所
々
入
薬
致
来
候
處
、
右
入
薬
一
切
差
留
メ
、
為
御
国
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図
二
　
薬
種
仲
間
の
願
い
出
（
中
津
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
　
『
惣
町
大
帳
』
よ
り
）
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益
之
御
醫
師
ゟ
薬
品
等
極
々
吟
味
之
上
入
薬
被　

仰
付
候
   19

と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
所
か
ら
の
入
薬
が
一
切
差
留
と
な

り
、
さ
ら
に
藩
医
を
介
し
て
の
入
薬
が
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
入
薬
の
差

留
に
対
し
て
、
強
く
反
発
し
た
の
が
富
山
薬
種
商
で
あ
っ
た
。
『
惣
町

大
帳
』
に
は
、
富
山
薬
種
屋
四
郎
右
衛
門
・
同
善
次
郎
が
差
留
の
解
除

を
求
め
て
交
渉
し
た
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
は
、
そ
の
経

過
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
。

　

富
山
薬
種
商
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
入
薬
の
許
可
を
得
る
た
め
に
、
藩

と
良
好
な
商
い
を
行
っ
て
き
た
経
過
、
冥
加
銀
の
上
納
、
さ
ら
に
、

何
卒
御
免
被　

仰
付
被
下
置
候
ハ
ゝ
御
國
製
薬
御
他
領
江
私
共
入
薬
之

節
一
同
ニ
少
々
宛
相
弘
メ
奉
差
上
度
乍
恐
奉
存
候

と
あ
る
よ
う
に
、
中
津
藩
の
製
薬
を
他
国
へ
売
り
広
め
る
た
め
の
手
助

け
を
申
し
出
る
   20

な
ど
の
様
子
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
中
津
町
に
お

け
る
宿
主
で
あ
っ
た
油
屋
善
之
助
と
俵
屋
重
次
郎
か
ら
、
差
留
に
よ
り

経
済
的
に
も
難
渋
し
て
い
る
富
山
薬
種
商
へ
の
配
慮
の
願
い
出
が
あ
っ

た
   21

。
そ
こ
に
は
、

右
之
者
共
途
方
ニ
暮
当
惑
仕
罷
在
候
得
者
、
私
共
義
も
代
々
取
次
仕
来

候
ニ
付
家
内
同
様
ニ
歎
ヶ
敷
奉
存
候

と
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。

　

富
山
薬
種
商
は
、
中
津
藩
に
と
っ
て
の
利
益
と
な
る
条
件
を
提
示
し

な
が
ら
、
ま
た
様
々
な
関
係
者
を
介
し
て
、
入
薬
の
再
許
可
を
得
る
た

め
の
交
渉
を
進
め
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
最
終
的
に
は
、
安
政
五

（
一
八
五
八
）
年
五
月
七
日
か
ら
約
四
年
半
の
差
留
を
経
て
、
文
久
二

（
一
八
六
二
）
年
一
二
月
二
八
日
に
は
、
以
前
通
り
の
売
薬
の
許
可
が

宿
主
を
介
し
て
、
富
山
薬
種
商
へ
申
し
渡
さ
れ
た
   22

。

　

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
地
方
の
町
社
会
に
お
け
る
薬
種
商
の
活
動
の
一
端
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
薬
種
商
の
場
合
、
そ
の
活
動
が
薬
種

や
売
薬
の
取
引
と
い
っ
た
医
療
に
関
す
る
商
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
藩

の
経
済
状
況
や
商
業
政
策
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
宝
暦
期
以
降
の
藩

に
よ
る
商
業
統
制
政
策
は
、
結
果
と
し
て
町
社
会
の
貧
窮
化
を
ま
ね
き
、

こ
の
こ
と
は
町
中
に
お
け
る
薬
種
商
や
医
師
の
活
動
へ
も
影
響
し
た
。

　

『
惣
町
大
帳
』
に
よ
る
と
、
天
保
期
の
商
売
方
年
番
の
書
き
出
し
の

中
に
、
薬
種
仲
間
を
代
表
す
る
薬
種
年
番
の
記
述
が
見
ら
れ
る
   23

。
特
に
、

安
政
期
に
は
薬
種
仲
間
一
統
が
町
内
の
薬
種
商
の
保
護
の
た
め
に
、
他

所
者
に
よ
る
入
薬
や
無
許
可
の
売
薬
に
対
す
る
規
制
や
対
処
を
、
町
年

寄
へ
願
い
出
る
様
子
を
確
認
で
き
る
。

　

そ
こ
に
は
、
同
業
の
商
人
と
い
う
意
味
で
は
互
い
に
競
合
す
る
関
係

に
あ
る
薬
種
商
た
ち
が
、
町
社
会
の
仲
間
と
い
う
集
団
組
織
と
し
て
結

合
し
、
自
ら
の
商
い
を
護
る
た
め
に
他
所
者
に
よ
る
行
商
圏
の
拡
大
へ

対
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察

さ
れ
る
。
ま
た
、
薬
種
商
の
中
に
は
他
所
者
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、

薬
種
仲
間
の
考
え
に
反
す
る
者
も
い
た
が
、
藩
は
仲
間
の
申
し
出
を
許

可
す
る
こ
と
で
、
藩
領
内
に
お
け
る
薬
種
商
と
売
薬
・
薬
種
の
流
通
に

関
す
る
管
理
を
進
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

安
政
年
間
、
藩
は
他
所
か
ら
の
入
薬
を
規
制
し
、
売
薬
・
薬
種
の
流

通
を
統
制
す
る
方
策
を
継
続
し
て
い
る
。
具
体
的
に
、
藩
は
薬
種
商
を
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保
護
す
る
か
わ
り
に
、
薬
種
仲
間
へ
冥
加
銀
の
上
納
を
求
め
た
。
ま
た

同
時
に
、
藩
医
や
薬
種
商
を
中
心
と
し
た
自
国
製
薬
・
配
業
の
進
展
を

図
ろ
う
と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
藩
の
政
策
に
対
し
て
、
そ
の
後
も
富
山
薬
種
商
に
よ
る

差
留
の
解
除
を
求
め
る
交
渉
は
続
き
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
は

入
薬
が
再
び
許
可
さ
れ
た
。
史
料
の
制
約
が
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、

安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
の
横
浜
開
港
に
と
も
な
う
全
国
の
薬
種
流
通

シ
ス
テ
ム
の
変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
株
仲

間
な
ど
に
よ
る
中
（
仲
）
買
を
経
由
し
な
い
で
、
全
国
地
方
の
薬
種
問

屋
へ
直
接
出
荷
さ
れ
る
自
由
度
の
高
い
流
通
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
、

中
津
町
に
対
す
る
商
業
統
制
政
策
は
適
応
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
中
津
藩
中
津
町
の
よ
う
な
地
方
の
町
社
会

に
お
け
る
薬
種
の
流
通
や
薬
種
仲
間
の
特
質
に
関
す
る
解
明
が
必
要
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
薬
を
め
ぐ
る
薬
種
商
と
医
師
と
の
関
係
性
を
検
討
す

る
こ
と
で
、
近
世
後
期
に
お
け
る
医
療
現
場
の
実
態
に
迫
れ
る
も
の
と

考
え
る
。

【
史
料
】

安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
十
一
月
廿
九
日
   24

乍
恐
―
―
―

一 

私
共
仲
真
一
統
、
代
々
奉
蒙　

御
陰
渡
世
相
続
仕
難
有
仕
合
ニ
奉

存
候
、
然
ル
所
近
来
他
所
者
段
々
御
市
中
へ
入
込
、
裏
借
家
等
借

り
受
住
居
仕
、
内
々
薬
種
商
売
仕
候
者
御
座
候
、
全
躰
私
共
商
売

柄
之
儀
者
大
坂
表
ゟ
薬
種
買
求
差
下
シ
、
直
段
等
者
極
々
吟
味
仕
、

右
相
場
を
以
医
家
へ
仕
入
仕
、
不
残
懸
ヶ
置
、
春
暮
取
立
仕
候
義

ニ
付
決
而
不
相
当
之
直
段
ニ
而
仕
入
置
候
而
者
医
家
分
も
諸
方
之

相
庭
聞
合
候
儀
ニ
付
取
立
之
節
納
り
兼
候
間
、
決
而
如
在
之
儀
無

御
座
候
、
然
ル
所
、
右
之
者　
　
　

共
ゟ
売
掛
候
薬
種
品
々
売
而

者
少
々
之
損
毛
ハ
不
顧
下
直
ニ
売
払
候
義
も
御
座
候
、
左
候
へ
ハ

私
共
ゟ
売
払
候
品
物
、
都
而
高
利
を
取
候
様
相
聞
、
兎
角
商
売
柄

妨
ニ
罷
成
候
、
素
ゟ
他
所
者
御
市
中
ハ
住
居
御
法
度
之
儀
ニ
御
座

候
へ
ハ
御
取
調
子
之
上
、
御
市
中
御
差
留
ニ
相
成
候
様
奉
願
上
候
、

私
共
儀
ハ
旧
来
ゟ
大
坂
表
薬
種
屋
ゟ
直
段
等
相
調
、
直
ニ
差
下
シ

申
候
儀
故
、
右
直
段
ゟ
下
直
ニ
可
相
成
訳
無
御
座
候
、
右
之
者
共

義
ハ
名
前
等
も
無
御
座
候
へ
ハ
大
坂
表
直
段
等
も
不
相
分
、
勿
論

直
下
シ
不
仕
候
間
、
何
れ
不
正
之
品
抔
与
乍
恐
奉
存
候
、
左
候
へ

ハ
薬
種
直
段
不
同
仕
、
甚
以
迷
惑
難
渋
仕
候
、
仍
之
以
来
私
共
一

統
薬
種
出
店
座
方
与
被　

仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
私
共
商

売
柄
之
儀
ハ
唐
物
類
も
取
扱
候
儀
ニ
付
諸
国
者
都
而
座
方
ニ
而
御

座
候
間
、
右
奉
願
上
候
通
被　

仰
付
被
下
置
候
ハ
ゝ
難
有
奉
存
候
、

右
ニ
付
聊
御
冥
加
銀
上
納
仕
度
奉
存
候
、
此
段
宜
被　

仰
上
可
被

下
候
、
以
上

　
　
　

寅
十
一
月

　
　
　
　

願
主　

桜
町
組
頭
浜
田
屋
寿
右
衛
門
・
組
内
覚
右
衛
門

　
　
　
　
　

同
船
町　

組
頭
酢
屋
彦
三
郎
・
組
内
半
蔵

　
　
　
　
　

同
新
博
多
町
生
田
屋
五
兵
衛
・
同
町
中
屋
喜
右
衛
門

　
　
　
　
　

同　

同
町
中
屋
太
兵
衛
・
組
頭
伊
右
衛
門



86

　
　
　
　
　

同　

同
町　

国
崎
屋
小
右
衛
門
・
同　

浜
田
屋
忠
兵
衛　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

小
畑
半
七

　
　
　
　

町
年
寄　

小
畑
甚
五
右
衛
門
殿
・
安
倍
市
郎
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
興
三
兵
衛
殿
・
月
番　

賀
来
助
右
衛
門

（
朱
書
）

商
売
方
吟
味
役
ゟ
下
ケ
札

本
文
薬
種
屋
共
ゟ
他
所
者
市
中
へ
入
込
、
裏
借
家
等
借
り
受
居
住
仕
、

内
々
薬
種
商
売
仕
候
者
有
之
、
素
ゟ
他
所
者
市
中
ハ
居
住
御
法
度
之
儀

ニ
御
座
候
ヘ
ハ
御
取
調
之
上
市
中
御
差
留
ニ
相
成
候
様
願
出
有
之
、
尤

ニ
も
相
聞
候
ヘ
ハ
御
取
調
子
之
上
、
御
差
留
ニ
相
成
候
様
仕
度
、
尤
諸

国
者
都
而
薬
種
店
座
方
与
御
座
候
間
、
其
引
合
を
以
座
方
ニ
被　

仰
付

候
様
願
出
候
へ
共
、
是
者
余
り
手
狭
キ
様
相
聞
候
ニ
付
不
被　

仰
付
候

方
哉
与
奉
存
候
、
寅
十
二
月

　

【
参
考
文
献
】

▲
大
分
県
編
『
大
分
県
史 

近
世
編
Ⅱ
』
、
大
分
県
、
一
九
八
五
年
。

▲
黒
屋
直
房
『
中
津
藩
史
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
。

注１ 

青
木
歳
幸
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在
村
蘭
学
の
研
究
』
、
思
文
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出
版
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一
九
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八
年
、
九
～
一
〇
頁
。

２ 

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
「
明
治
初
期
の
中
津
に
お
け
る
薬
種
店
舗
と
諸
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薬
」
『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
医
家
史
料
館
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書
XIV
』
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中
津
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教
育
委
員
会
、
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一
五
年
、
一
〇
八
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一
一
三
頁
。

３ 

半
田
隆
夫
解
説
・
校
訂
『
中
津
藩
―
歴
史
と
風
土
―
』
第
一
六
輯
、
中
津
市
立
小
幡
記

念
図
書
館
、
一
九
九
六
年
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二
四
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。

４ 
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掲
『
中
津
藩
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歴
史
と
風
土
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七
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中
津
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５ 
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大
帳
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編
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四
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。

６ 
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祥
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と
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、
清
文
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〇
〇
六
年
。

７ 
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昌
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８ 

新
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〇
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頁
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10 

植
村
元
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仲
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お
け
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独
占
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薬
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場
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富

山
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学
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要　

経
済
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集
』
第
八
号
、
一
九
五
五
年
、
五
二
頁
。

11 

塩
澤
明
子
「
近
世
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期
に
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富
山
売
薬
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と
旅
先
藩
―
薩
摩
藩
と
の
関
係
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心
に
―
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史
文
』
第
六
号
、
二
〇
〇
四
年
、
二
四
～
五
一
頁
。

12 

植
村
元
覚
「
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世
富
山
売
薬
業
の
仕
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富
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経
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第
六
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三
頁
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頁
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大
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頁
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九
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頁
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大
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帳
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頁
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ABSTRACTS

Akihide ŌSHIMA 

Ōe Bunmei’s Syphilis Treatment Methods as seen in Hasegawa Sōsen’s Baisō Shinsho 
(New Book on Syphilis) 

The Prefectural University of Kumamoto holds a medical manuscript about Syphilis. It is based 
on materials compiled by the surgeon Hasegawa Sōsen, headmaster of the Medical Clan-School 
Hakusaikan of the Kasama domain (northern Kantō region).
The title on the cover of this manuscript Baisō Shinsho (“New Book on Syphilis”) suggests that 
Hasegawa referred to the Japanese translation of Joseph Plenck’s Doctrina de morbis venereis 

published in 1821. But his manuscript does not show any relation to Western concepts and 
treatment methods. It is divided into Baisō Shinsho and Baisō Yōroku  (“Important Records on 
Syphilis”). The first part goes back to Ōe Bunmei (1757‒1812) who served as a physician in 
the domain of Nakatsu (western Kyushu). It is completely identical with the manuscript Baisō 

Keikenhō  (“Well-proven Treatments of Syphilis”) kept in the Ōe Medical Archive (Nakatsu) 
and even repeats a set of “Medical Principles” (Isoku) that was developed by Ōe as an ethical 
guideline for himself and his descendants. The second part Baisō Yōroku begins with an untitled 
text written by the Kasama Clan physician Terao Ryūjun. Terao, a disciple of the renowned 
herbalist Ono Ranzan (1729‒1810), was well versed in traditional Chinese medicine and seems 
to have adhered to the “Ancient Practice School” (Ko-ihō-ha ). His deliberations are followed by 
another untitled text written by Ōe Bunmei. 
Paying attention to the personal constitution of his patients and the actual state of the disease, 
Ōe studied a wide range of old and new Chinese literature. Thanks to his practical approach and 
skillful practice he enjoyed a considerable reputation in the Buzen und Bungo Provinces. There 
was no direct exchange between the Kasama domain and the Nakatsu domain, but as Ōe’s 
writings were used in a clan school more than 1100 km away from his native domain Nakatsu, the 
extent of his impact in early 19th century Japan deserves a renewed examination.
This paper includes the complete annotated text of the manuscript compiled by Hasegawa Sōsen.

Yōichi YOSHIDA

Diaries of the Yokoi Family

The history of the Yokoi family goes back to the 17th century when they served the Ogasawara 
Clan. After the Okudaira Clan moved to the Nakatsu domain in 1717, they lived in the village 
of Nagasoe (District Shimoge, now part of Nakatsu City) where Yokoi Hōsen started to practice 
medicine. Having received an intensive traditional education in the famous Kangien Academy, his 
grandson Kojō (1845‒1916) established a flourishing private school called Baiyōsha (“Cultivation 
House”) in Nakatsu. In 1869 he was appointed to the clan school Shinshūkan in the castle town 
Nakatsu. 
Among numerous manuscripts, books and documents etc., kept in the Nakatsu History Museum 
there are 17 diaries. Their title Kenken Roku (“Record of relentless earnest efforts”) refers to a 
hexagram in the Chinese classic Yijing : “The noble man makes earnest efforts throughout the 
day”. This paper presents three volumes covering the period from 1863 (Bunkyū 3 ) to 1864 (Genji 

1). They provide glimpses of the situation in the Nakatsu domain and the educator Kojō during the 
turbulent times at the end of the Edo period.

Toshihiro SOGA, Hirofumi TAKAKURA

Responses to infectious Diseases in Edo-Period Nakatsu as seen in Historic Records

The Sōmachi-Daichō  (“Town Records”) of the castle town Nakatsu is a register of events, 
decisions, announcements, etc., spanning from 1718 to 1866. It was kept by representatives of 
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the “townsmen” (chōnin ) and stored in the communal house (machi kaisho ). It contains many 
notes about infectious diseases as these required collective responses. Local physicians such as 
Kamio Yusaku posted infection prevention measures on the local bulletin board and promoted 
the introduction of cow-pox vaccination. The “Town Records” also mention incantations and 
prayer ceremonies conducted in local temples and shrines especially during the cholera epidemic 
of 1858/59. In order to ward of infectious diseases, the Kohyō-Shrine conducted a more than 1200 
years old puppet play with wooden figures of Shintō deities wrestling in various arrangements. 
While its religious connotations have disappeared, this play is performed on certain occasions until 
present times.

Yūki WASHIZAKI

On the Afterword of the Manuscript Hōkoku Kikō  (“Bungo Travelogue”) kept by the 
Yabakei-Museum (Nakatsu)

The manuscript Hōkoku Kikō (“Bungo Travelogue”) kept by the Yabakei Museum (Nakatsu City) 
describes a journey through the province Bungo during the Genroku era (1688‒1704). It was 
written by the renowned Confucian scholar and naturalist Kaibara Ekiken (1630‒1714) from the 
Fukuoka domain (Chikuzen Province). The travelogue itself is published and well known, but this 
manuscript copy shows not only a remarkable foreword, but also an afterword in classical Chinese. 
It was written around 1780 by Kaku Genryū, a Sake brewer, Confucian scholar and alderman 
of the castle town Nakatsu. In his afterword, he cites from the geographical “Thoughts about 
Historical Vestiges in Buzen” (Buzen jiseki kō), the bibliographical dictionary “Record of virtuously 
tolling Temple Bells in Buzen and Bungo” (Hōshō zenmei roku. 1750) and numerous other writings 
about the region. There can be no doubt, that this was an ardent collector with a wide range of 
interests, who belongs to those circles in the merchant class that were able to be on par with the 
socially higher ranking samurai. 

Yuki NAKAMURA

Crude Drug Merchants in the Nakatsu Domain and their Relation with travelling Drug 
Sellers from Toyama

Based on the Sōmachi-Daichō (“Town Records”) of the castle town Nakatsu, this study traces 
the activities of local crude drug merchants (yakushushō ) and their relation with travelling drug 
merchants from Toyama who used to sell crude drugs and medicine throughout the archipelago. 
Within the limited medicinal market of the Nakatsu domain the income of local drug merchants 
depended almost entirely on the regional economic situation and the commercial policy of the 
ruling Okudaira Clan. As the “Town Records” of the 1850s show, they set up a “Drug 
Merchant Association” (yakushu-nakama). This association started to manage the local distribution 
of drugs and restrict the activities of merchants from Toyama who were trying to expand their 
sales in the domain. 
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